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すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

教育技術研究所

令和2年1月15日発行（毎月1回15日発行）第518号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語「発展学習」 算数「おおきい　かず」
小学2年　国語「おにごっこ」 算数「２ステップで解く」
小学3年　国語「質問言葉」 算数「小数の大きさ」
小学4年　国語「熟語の意味」 算数「四捨五入する
 　　　わり算の計算」
小学5年　国語「スピーチの指導」 算数「割合」
小学6年　国語「同じ訓をもつ漢字」 算数「中学入試問題」

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語「発展学習」 算数「おおきい　かず」
小学2年　国語「おにごっこ」 算数「２ステップで解く」
小学3年　国語「質問言葉」 算数「小数の大きさ」
小学4年　国語「熟語の意味」 算数「四捨五入する
 　　　わり算の計算」
小学5年　国語「スピーチの指導」 算数「割合」
小学6年　国語「同じ訓をもつ漢字」 算数「中学入試問題」

中学校の授業実践
音楽「イメージを伝えたい」
国語「少年の日の思い出」

特集 ラグビーからオリンピックへ
子供がこんなに伸びた
「ラグビー」の指導法

ラグビーからオリンピックへ
子供がこんなに伸びた
「ラグビー」の指導法

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる作業療法”…… 福田恵美子
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる作業療法”…… 福田恵美子
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目で分かる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す
工作指導

ラグビーには、学校教育に通じる思想がある！
熱狂が冷めやらぬうちに、2020年のオリンピックへ‼



がいっぱい！ががががががいいいいいいっっっっっっぱぱぱぱぱいいいいいい！！

＊TOSSランドの
殿堂入りコンテンツ
もこのパスワードで
ご覧いただけます。

今月のトークラインID・パスワード

2 j p e v y
（に・ジェイ・ピー・イー・ブイ・ワイ）

※有効期間：
　2020年1月15日～ 4月14日ID：TL2ID・パスワードなしで見られるお試しページを開設

しました。周囲の方に、ぜひ、ご紹介ください‼

ダウンロードコンテンツも満載！

お試し版もはじめました！

そのほかの内容は p.80 をご覧ください。

谷編集長の濃厚すぎる 5分間
今月は「プロ教師向山洋一の
ザ・父親学」

今、ここでしか
見られない動画！

トップページの下
にあるこのバナー
をクリック！

本誌PDFデータも
ダウンロードできます！

36ページの連動企画
では、そのまま使え
る資料をダウンロー
ドできます！

か月の
期間限定公開！
今すぐアクセス！

購読者限定
WEBサービス デジタルトークライン 検索

http://talkline.tos-land.net

とてつもなく大好評！
TOSS教師Q&Aは、伴一孝氏の
「授業理論②」

3
＜アクセス方法＞
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインを
クリックし、IDとパスワードを
入力してください。
※TOSS-SNSに入会されている方は、
　 SNSからアクセスできます。

五色百人一首
　スタートキット　2,000円（税込）
　取り札　　　　　1,000円（税込）
　読み札　　　　　1,000円（税込）
１回のご注文につき「五色百人一首きん
ちゃく袋」をプレゼント！
パスワード：ebmxi2

今月のご紹介教材

⇒ 詳しくは34ページをお読みください。

五色百人一首　読み上げCD
　3,000円（税込）
１回のご注文につき「五色百人
一首下敷き」をプレゼント！
パスワード：bh3q9q

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2019年12月15日～2020年3月14日
※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。
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１月号
で紹介！

お申込み先

＆

３月号
で紹介！語呂合わせで、完全マス

ター！　五色百人一首
　４巻セット　7,040円（税込）
　各巻　　　　1,760円（税込）
１回のご注文につき「五色百人一首
シール（非売品）」をプレゼント！
パスワード：mmj429

2020年
新しいスタートを

新しい“あかねこ”で

“あかねこ”の教材には，

勉強が楽しくなるための工夫がいっぱい。

わからないときには助けてくれるヒントがあるし，

終わったあとには，かわいいシールもあるよ。それに，

使い方がわかりやすいから，つまずかずに進められるんだ。

勉強のしかたがわかると楽しく続けられるし，

100点が取れるとうれしくて

次もがんばろうって思うよね。だから，

たくさんの子どもたちに使われてきたんだ。

その “あかねこ”が2020年から新しくなるよ。

もっと楽しく使いやすい “あかねこ” で，

いっしょに100点をめざしてがんばろう。

どうぞ，よろしくね！

はじめまして。
新しい“あかねこ”で
いっしょに勉強しよう！！

デジタ
ル・トークライン

TalkLine02H2-3_入稿.indd   1 19/12/23   11:47
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す
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わ
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取
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的
な
教
材
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究
・
教
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。

　

向
山
先
生
は
大
変
忙
し
い
中
、
教
材
研
究
も

し
っ
か
り
や
り
つ
つ
、
い
つ
も
定
時
で
帰
宅
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
コ
ツ
を
教
え
て

い
た
だ
け
ま
す
か
。

教材研究の仕方

向山洋一に聞く　　教育　 ＆
第６回

回答：向
むこう

山
やま

 洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS代表）

（TOSS中央事務局）



12 ラグビーワールドカップが
もたらしたものーラグビー文化ー 西阪　昇

14 私たちはラグビー選手から勇気や
高貴さ精神性の強さを学んだ 向山行雄

16 得意な子も苦手な子も、共に育つ。それが
（タグ）ラグビーの教育的価値である  根津 盛吾

18 この指導順番で熱中！
 平山　靖

19 ラインタッチゲームで
攻撃スキルを身に付けろ 溝端達也

20 道徳の授業に
「ウィルチェアーラグビー」 宮森裕太

38 国語 説明文教材の発展学習
 勇　和代

39 算数 「おおきい　かず」
 関澤陽子

40 国語 「おにごっこ」
 溝端久輝子

41 算数 ２ステップで解くことで
難問を攻略させる 小松裕明

42 国語 町について調べてしょうかいしよう～知りたいことに
ついて調べ、発表することを整理する～ 笠井美香

43 算数 小数の大きさは
数直線でくらべよう 黒滝誠人

44 国語 熟語の意味
 安江　愛

45 算数 四捨五入するわり算は、どこまで
計算するかを判断させる  河野健一

46 国語 説得力のあるスピーチの指導
 石坂　陽

47 算数 最難関の「割合」を
シンプルに教える 村野　聡

48 国語 多くの用例があって、はじめて子供は
共通性を見付けることができる 竹岡正和

49 算数 どの子も教科書の問題を「全て」
しているかどうかが大事  林　健広

32 概念づくりの思考ツール活用法
 赤阪　勝
クラス全員が熱中するこの教材！

34 「五色百人一首　読み上げＣＤ」（教育技術研究所）で、
五色百人一首のバリエーションを増やそう！ 青木翔平

35 マス目付き「正進社ワークテスト」で
子供が笑顔になる 竹原孝太朗

35 学級をきれいに閉じる
 石坂　陽

36 不登校に真正面から向き合う実践記録②
 原田朋哉

60 テストでは思い切って書き直せ！
 鈴木良幸

61 俳句の「視点」を
「ビスケット」で表現させる  塩谷直大

62 「目の前の子供」が教えてくれる
 守屋遼太郎

63 新しい時代の学校と教師の役割
 吉永順一

64 授業のベーシックスキル６
「授業での対応・応答」� 谷　和樹

65 教育界に ｢人材｣ が来なくなる時代だ
 伴　一孝

66 一面のみの「事実」に潜む不備不足
 長谷川博之

67 口に二画の漢字の授業
 笠井美香

68 五色百人一首公式動画作りで分かった、
私の我流 木村重夫

69 社会科　教材研究の手順
 Ⓐ 川原雅樹

70 師尾喜代子
71 向山恵理子
72 美崎眞弓

73 特別連載  脳科学と教育　第十一回
「創造社会」へのパラダイム転換
 髙橋史朗

78 地域と学校をつなぐ社会貢献教育　教育コミュニティ
日本郵便と創る！
北海道から提案する町おこし企画  小野正史

56 概念化が苦手なASD（自閉スペクトラム症）
の人のラベリングを助ける 宮尾益知

57 保護者との支援会議における
問題行動の共有② 小嶋悠紀

58 古文・漢文での困難性と対応
 小野隆行

59 過敏における健常と障害の違いと対策
 福田恵美子

37 保護者が学校に来て、学級の子供を
叱責することがある場合 Ⓐ 中井　光

50 社会 学級憲法を作ろう①
ノートまとめ・暗唱  川原雅樹

51 社会 学級憲法を作ろう②
条文を作ろう  川原雅樹

52 道徳 「行動の定義」を教え、
具体的行動を考えさせる授業 堀田和秀

53 英語 クラスに合った
ダイアローグを作ろう 渡邊治人

54 音楽 イメージを伝えたい
 豊田雅子

55 国語 「少年の日の思い出」
 伊藤圭一

26 特別連載
新時代の学校物語 23
教科書が変わる 向山行雄

28 オピニオン
今、教育界で起こっていること
SDGsの授業プラン（その６）
 谷　和樹

30 向山洋一が教育界に
創ってきたもの
全ての子供に学力を保障する
ユースウェアの誕生 松藤　司

21 TOSSのラグビー教育の歩み
since2015 to 2023  水川勝利

22「ラグビーテキスト」でラグビーの
精神を学ぶことができる  小松和重

23 教育レガシーの創造
 橋本 信介

24 ラグビーから連なる「一生に一度」が
またやってくる 河田孝文

25 体育館に「オリンピック」コーナーを
作ろう  林　健広

2 No.518CONTENTS 表紙：信吉 デジタル連動

ラグビーからオリンピックへ 
子供がこんなに伸びた
「ラグビー」の指導法 
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 1 向山洋一に聞く　教育Q&A　第６回
教材研究の仕方
 A　向山洋一

 4 子供が変わる！　授業が変わる！
超凄腕　板書術・ノート術
物語文　板書・ノートをフル活用！
子供の読解力を高める教師の工夫①  竹岡正和

 6 大成功の絵画工作授業
日本発ものづくり教育の構築
 佐藤昌彦

 8 教師の微差力
机の横にはできるだけ
物を掛けさせないようにする 久野　歩

特別支援教育　専門家の視点＆全国で大人気
小嶋・小野二人の“特別支援教育の指導システム”

教師必読！ トラブルに巻き込まれないための予備知識

授業が激変！　TOSS指導法最前線

新しい時代の教育課題

授業技量向上の法則

75 ◆ TOSS 最新セミナー情報　手塚美和　
◆ 全国のTOSSサークル紹介　塩谷直大／佐藤泰弘

76 ◆ 向山・谷日記　向山洋一／谷　和樹
80 ◆ 今月のデジタル・トークライン／次号予告／編集後記①本誌の内容の全部または一部を無断でインターネット等で転載することを禁じます。

②向山著作をはじ めとするTOSS関連論文を追試、その他の名目でインターネット上で
公開することも禁じます。③授業または研究等で必要な場合は、TOSS代表向山洋一ま
でご連絡下さい。④著作権法を無視し続けた場合には、法的措置を取らせて戴きます。

警
告

2020
月号

人気女性ライター
トークライン
だけの裏話

道標：教師としての高みを目指して

１
年

６
年

２
年

３
年

４
年

５
年

写真で解説！　一目で分かる指導のコツ

[国算]　現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問

「基礎・基本の授業例」と
「主体的・対話的で深い学びの授業例」

新学習指導要領対応　道徳・英語の授業実践

中学校の授業実践

デジタル・トークライン　http://talkline.tos-land.net
大好評の「お悩み解決!　谷編集長の5min.アンサー」。今月のテーマは「プロ教師向山洋一のザ・父親学」です。
その他、必見・必聴の動画や画像、音声を本誌読者に限定公開中!　本誌連動の画像も満載です。

特集



子供が変わる！　
授業が変わる！

超
凄
腕

板書術 ノート術・
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で解説！　一目で分かる指導のコツ写真

竹た
け

岡お
か 

正ま
さ

和か
ず

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
立
宮
原
小
学
校

１ 

一
つ
だ
け
異
質
な
も
の
を
選
ば
せ
る

「
き
つ
ね
の
窓
」で
事
前
に
次
の
こ
と
を
扱
っ
た
。

⑴
前
話
・
後
話
の
検
討

⑵
中
心
人
物
・
対
役
の
検
討

　

次
に
板
書
に
あ
る
内
容
を
扱
う
。

「
ぼ
く
」
は
何
回
窓
を
の
ぞ
い
た
の
か
。

「
三
回
」
で
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
誰
の
窓
か
問
う
。

　

こ
こ
ま
で
は
、
す
ぐ
に
出
る
。

　

さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
何
が
見
え
た
の
か
」

を
問
う
。

　

三
つ
の
窓
の
中
で
、
一
つ
だ
け
異
質
な

も
の
が
見
え
ま
す
。
何
番
の
窓
で
す
か
。

　

こ
こ
か
ら
メ
イ
ン
の
発
問
に
な
っ
て
く
る
。

多
く
の
子
が
「
①
が
異
質
だ
」
と
す
ぐ
に
答
え

る
。
①
だ
け
き
つ
ね
の
窓
だ
か
ら
だ
。
も
う
一

歩
突
っ
込
む
。

　

矢
印
の
下
に
あ
る
言
葉
で
考
え
ま
す
。

①
母
ぎ
つ
ね

②
昔
、
大
好
き
だ
っ
た
女
の
子

③
な
つ
か
し
い
庭

　

こ
の
中
で
異
質
な
も
の
を
探
す
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
で
、作
品
の
テ
ー

マ
で
あ
る
「
故
人
」「
愛
情
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ

を
子
供
の
言
葉
で
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

三
つ
の
窓
が
共
通
し
て
う
つ
し
出
す
も

の
は
何
か
。

物
語
文
　
板
書
・
ノ
ー
ト
を
フ
ル
活
用
！

子
供
の
読
解
力
を
高
め
る
教
師
の
工
夫
①

物
語
の
後
半
は
、
主
題
を
検
討
さ
せ
る
た
め
に
、
大
事
な
言
葉
を
子
供
か
ら
挙
げ
さ
せ
る
。

そ
こ
か
ら
二
つ
に
絞
っ
て
討
論
さ
せ
る
。

　

で
き
る
だ
け
短
い
言
葉
で
言
わ
せ
る
。
板
書

に
あ
る
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

窓
に
は
過
去
の
記
憶
が
う
つ
り
ま
す
。

そ
れ
は
「
故
人
の
記
憶
」
を
強
く
思
い
出

さ
せ
た
い
の
か
、そ
れ
と
も
「
愛
情
の
記
憶
」

な
の
か
。
ど
ち
ら
で
す
か
。

　

こ
の
よ
う
に
子
供
の
意
見
か
ら
討
論
を
組
み

立
て
る
。
こ
れ
は
、ど
ち
ら
で
も
よ
い
。「
故
人
」

を
選
択
す
れ
ば
、
主
題
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

人
は
ふ
と
し
た
と
き
に
過
去
の
故
人
の
記
憶

を
思
い
出
す
も
の
だ
。

２ 

登
場
人
物
の
検
討

　

登
場
人
物
は
あ
り
っ
た
け
出
さ
せ
る
。

　

中
に
は
「
こ
れ
登
場
人
物
か
？
」
と
い
う
突

拍
子
も
な
い
意
見
が
出
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
中
心
人
物
と
対
役
に
は
な
り
得
な

い
の
で
大
丈
夫
で
あ
る
。

３ 

前
話
・
後
話
の
検
討

　

前
話
は
「
不
思
議
な
物
語
は
ど
こ
か
ら
始
ま

り
ま
す
か
」
で
、
ほ
ぼ
全
員
が
同
じ
文
を
取
り

上
げ
る
。

　

本
題
は
後
話
で
あ
る
。

「
後
話
は
ど
こ
か
ら
始
ま
る
の
か
」検
討
し
た
。

下
に
子
供
の
ノ
ー
ト
を
紹
介
す
る
。

４ 

子
供
に
長
文
を
書
か
せ
る
方
法

　

ま
ず
教
師
は
、
子
供
が
使
う
ノ
ー
ト
と
同
じ

ノ
ー
ト
に
意
見
文
を
書
く
。

　

そ
れ
を
、
討
論
の
次
の
国
語
授
業
時
に
配
付

し
、
読
み
聞
か
せ
る
。
そ
の
後
、
子
供
に
は
教

師
と
同
じ
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
書
か
せ
る
。
こ
う

す
る
と
真
似
を
す
る
よ
う
に
な
る
。

教育出版・国語
6年下・p.10-31
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で解説！　一目で分かる指導のコツ写真
絵画工作授業大成功の絵画工作授業

佐さ

藤と
う 

昌ま
さ

彦ひ
こ

北
海
道
教
育
大
学
教
授

　

本
書
の
教
材
は
、
文
部
科
学
省
の
科
学
研
究

費
補
助
金
（
科
研
費
課
題
番
号23653280

）
の

助
成
を
受
け
た
研
究
（
二
〇
一
一
年
四
月
～
二

〇
一
二
年
三
月
）
の
成
果
に
基
づ
い
て
開
発
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

研
究
課
題
名
は
「
少
な
い
材
料
で
多
様
な
発

想
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
工
作
教
材
の
開

発
」
と
し
、
助
成
金
を
申
請
す
る
際
の
研
究
計

画
書
に
次
の
よ
う
に
記
し
た
。「
少
な
い
材
料

で
多
様
な
発
想
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
工

作
教
材
の
開
発
は
、『
日
本
発
の
も
の
づ
く
り

教
育
論
の
構
築
』
へ
向
か
う
も
の
で
あ
る
。」

　

そ
し
て
「
少
な
い
材
料
へ
の
着
目
は
『
限
り

あ
る
資
源
の
有
効
活
用
』
と
い
う
世
界
的
な
課

題
の
解
決
へ
向
け
た
取
り
組
み
の
一
つ
に
な

る
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
少
な
い
材
料
（
必
要

最
小
限
の
材
料
）
へ
の
着
目
は
日
本
の
伝
統
文

化
を
モ
デ
ル
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、

一
枚
の
紙
か
ら
鶴
や
冑か

ぶ
と

な
ど
様
々
な
形
を
生

み
出
し
て
き
た
日
本
の
伝
統
的
な
造
形
で
あ
る

『
折
り
紙
』
は
そ
の
象
徴
と
も
い
え
る
。
ま
た
、

各
地
の
張
り
子
や
和
紙
な
ど
の
伝
統
的
な
も
の

づ
く
り
の
背
景
に
は
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
て

自
然
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
必
要
最
小
限
の
材
料

を
採
取
し
そ
の
特
性
を
最
大
限
に
生
か
す
と
い

う
心
と
技
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。」
と
も
記

載
し
た
。

「
多
様
な
発
想
」
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
と

し
て
、
大
橋
晧
也
氏
（
上
越
教
育
大
学
名
誉
教

授
）
の
『
創
作
お
り
が
み
』（
美
術
出
版
社
）

を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
に
学
び
な
が
ら
、
折

り
紙
以
外
の
工
作
教
材
で
も
活
用
で
き
る
創
造

の
プ
ロ
セ
ス
を
提
案
す
る
と
し
た
。

　

福
島
原
発
事
故
で
は
、
大
量
の
放
射
性
物
質

に
よ
る
自
然
環
境
の
汚
染
に
よ
っ
て
人
々
の
生

き
る
場
が
失
わ
れ
た
。
人
間
は
自
然
の
一
員
で

あ
り
、
自
然
に
支
え
ら
れ
て
こ
そ
生
き
る
こ
と

が
で
き
る
。
少
な
い
材
料
へ
の
着
目
は
、
生
命

を
支
え
る
「
自
然
へ
の
畏
敬
」
に
ま
な
ざ
し
を

向
け
る
こ
と
で
も
あ
る
。

■教材「ゆかいなペーパーウエイト」……少ない材料で多様な発想を引き出す工作教材として
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提案したものである。

■作品／札幌講座（2019）参加の皆さん。参加された皆さんのテーブルの上に置かれたペット
ボトルが教材開発のヒントになった（前年度の札幌講座で）。

■
小
さ
な
紙
に
よ
る
試
作

（
た
め
し
づ
く
り
）

　
　

紙
の
大
き
さ
は
Ａ
４
判

用
紙
の
四
分
の
一
程
度
。

色
画
用
紙
で
つ
く
る
前
に

行
う
。
小
さ
な
紙
な
の
で
、

短
時
間
に
違
う
形
（
顔
の

土
台
と
な
る
形
）
を
複
数

つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。

気
に
入
っ
た
形
を
選
び
、

色
画
用
紙
で
本
格
的
に
つ

く
っ
て
い
く
。

■
も
の
づ
く
り
…
…
現
在
、

非
連
濁
形
の
「
も
の
つ
く

り
」
と
連
濁
形
の
「
も
の

づ
く
り
」
が
共
存
す
る
。

も
の
つ
く
り
大
学
の
大
学

案
内
に
は
「
も
の
づ
く
り

は
縄
文
の
時
代
か
ら
、
わ

が
国
の
誇
り
と
言
え
る
優

れ
た
伝
統
で
す
。
古
来
の

大
和
言
葉
は
濁
点
を
ふ
ら

な
い
こ
と
か
ら
、
現
代
日

本
語
の
慣
用
表
記
と
は
異

な
る
『
も
の
つ
く
り
』
を

用
い
た
大
学
名
が
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
」
と
の
説
明

が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
現

代
日
本
語
の
慣
用
表
記
と

し
て
の
連
濁
形
「
も
の
づ

く
り
」
を
使
用
し
た
。

■
も
の
づ
く
り
教
育
…
…
先

達
の
取
組
を
重
視
し
た
。

　
〈
例
〉

・
全
国
工
芸
教
育
協
議
会

（
一
九
七
三
年
設
立
、
代
表
：

木
下
洋
次
）

・
ハ
ン
ド
101
‐
も
の
づ
く
り

教
育
協
議
会
（
一
九
八
六

年
設
立
、
初
代
理
事
長
：

宮
脇 

理
、
手
工
・
工
作
・

工
芸
・
デ
ザ
イ
ン
を
通
し

て
の
も
の
づ
く
り
教
育
に

関
す
る
全
国
的
な
民
間
教

育
研
究
団
体
）

＊ 

教
材
「
ゆ
か
い
な
ペ
ー
パ
ー
ウ
エ
イ
ト
」（「
教
育
ト
ー
ク
ラ

 

イ
ン
」
誌　

二
〇
一
九
年
十
二
月
号
。
創
造
の
プ
ロ
セ
ス
を

 

含
む
）
…
…
中
身
の
入
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
封
筒
を
か
ぶ
せ
、

 

そ
の
封
筒
に
色
画
用
紙
で
つ
く
っ
た
紙
人
形
を
取
り
付
け
た
。

日
本
発
も
の
づ
く
り

教
育
の
構
築

自
然
へ
の
畏
敬
の
心
を
根
底
に
お
い
て
。
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机
の
横
に
は
で
き
る
だ
け

物
を
掛
け
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る

机
の
横
に
可
能
な
限
り
物
を
掛
け
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
と
、

安
全
面
や
衛
生
面
な
ど
で
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

久く

野の 

歩あ
ゆ
む

東
京
都
目
黒
区
立
五
本
木
小
学
校

微
差
力

の教 師写真 で解説！　一目で分かる指導のコツ

１ 

対
象
学
年
・
準
備
物

　

全
学
年
・
な
し

２ 

ア
イ
デ
ア
の
ね
ら
い 

　

机
の
横
に
は
最
低
限
の
物
し
か
掛
け
さ
せ
な

い
。
主
な
理
由
は
、
次
の
二
つ
で
あ
る
。

①
教
室
掃
除
の
際
に
机
を
運
ぶ
の
が
大
変

に
な
る
た
め
。	

②
足
に
引
っ
掛
か
っ
て
け
が
を
す
る
こ
と

を
防
止
す
る
た
め
。

　

こ
れ
は
四
月
の
黄
金
の
三
日
間
の
う
ち
に
指

導
し
て
お
く
。

　

右
記
の
理
由
を
説
明
す
る
と
、
子
供
た
ち
は

納
得
す
る
。

　

こ
れ
で
余
計
な
ト
ラ
ブ
ル
を
軽
減
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
。

３ 

ポ
イ
ン
ト

　

こ
の
指
導
は
、
年
度
途
中
で
行
っ
て
も
な
か

な
か
定
着
し
な
い
。

　

そ
の
た
め
、
学
級
び
ら
き
を
す
る
際
に
教
え

て
い
く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。

　

な
ぜ
、
机
の
横
に
は
で
き
る
だ
け
物
を
掛
け

な
い
よ
う
に
す
る
の
か
、
そ
の
意
味
を
伝
え
、

納
得
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

４ 

実
践
前

　

机
の
横
に
い
ろ
い
ろ
な
物
を
掛
け
て
ト
ラ
ブ

ル
に
な
る
こ
と
が
多
く
あ
る
。

　

特
に
、
雨
の
日
の
休
み
時
間
に
児
童
が
教
室

内
を
走
り
回
っ
て
転
ん
だ
り
、
袋
の
ひ
も
が
長

く
、
床
に
つ
い
て
い
る
と
、
ほ
こ
り
で
汚
れ
た

り
し
て
、
衛
生
的
に
も
よ
く
な
い
。

　

掃
除
の
時
間
に
は
机
が
重
く
な
り
、
運
び
に

く
く
も
な
る
。

５ 

実
践
後

　

机
の
横
に
可
能
な
限
り
物
を
掛
け
さ
せ
な
い

よ
う
に
す
る
と
、
安
全
面
や
衛
生
面
な
ど
で

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

特
に
低
・
中
学
年
に
と
っ
て
、
机
を
運
ぶ
の

は
大
変
な
作
業
だ
。

　

給
食
や
掃
除
の
時
間
、
グ
ル
ー
プ
活
動
の
時

間
な
ど
、
机
を
運
ぶ
場
面
で
も
円
滑
に
机
を
移

動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

６ 

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
ア
ド
バ
イ
ス

　

学
校
や
学
級
の
実
態
に
よ
り
、
統
一
し
て
辞

書
や
文
房
具
を
机
の
横
に
掛
け
さ
せ
る
場
合
も

あ
る
。

　

そ
の
際
に
も
、
で
き
る
だ
け
机
の
横
に
掛
け

る
物
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
ロ
ッ
カ
ー
や
廊
下

の
フ
ッ
ク
に
保
管
す
る
よ
う
に
指
導
す
る
と
よ

い
。

イラスト：井手本 美紀

実践前

実践後



ラ
グ
ビ
ー
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ　

子
供
が
こ
ん
な
に
伸
び
た
「
ラ
グ
ビ
ー
」
の
指
導
法

特 集
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● ラグビーワールドカップ2019TMがもたらしたもの
● ラグビーワールドカップと学校教育をどう考えるか

ラグビーワールドカップとTOSSの授業開発／実践
● こんなにすごい、タグラグビーの教育効果　その実践を具体的に紹介
● タグラグビー　超簡単導入法と子供の熱中のコツ
● 「TOSSラグビーテキスト」を活用した授業で教室感動
● 年表で見るTOSSのラグビー教育　
 since 2015 to 2020

すぐに追試できる。ラグビーから
オリンピックへつながる授業・活動
● 子供の心に響く
 「ラグビー」の授業・活動
● 子供の心に響く
 「オリンピック」の授業・活動

2020年

２月号
特集

イラスト：柴﨑 昌紀

が にこんな
伸
び
た
の指導法

ラグビーからオリンピックへ

RUGBYRUGBYRUGBYRUGBYRUGBYRUGBYRUGBY「ラグビー」RUGBYRUGBYラグビーRUGBYラグビーRUGBYラグビーRUGBYラグビーRUGBYRUGBYRUGBYラグビーRUGBYRUGBYRUGBYラグビーRUGBYRUGBYRUGBYラグビーRUGBYRUGBYラグビーRUGBYRUGBYラグビーRUGBYRUGBYラグビーRUGBYRUGBYRUGBYラグビーRUGBYRUGBYラグビーRUGBYRUGBYラグビーRUGBYRUGBYラグビーRUGBYRUGBYラグビーRUGBYRUGBYラグビーRUGBYRUGBYRUGBYラグビーRUGBYラグビーRUGBYラグビーRUGBY
子 供

※ラグビーワールドカップ2019は、
　ラグビーワールドカップリミテッドの
　登録商標です。

１

　

日
本
中
に
感
動
を
与
え
た
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
。
日
本
チ
ー
ム
の
快
進
撃
は
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
二
〇
一
五
年
か
ら
こ
の
大
会
の

推
進
を
お
手
伝
い
し
て
き
ま
し
た
。
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
組
織
委
員
会
事
務

総
長
代
理
の
西
阪
昇
氏
か
ら
の
ご
依
頼
で
す
。

全
国
五
十
二
会
場
で
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
２
０
１
９
™
推
進
教
育
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
子

供
た
ち
、
関
係
者
は
、
延
べ
八
千
六
百
十
七
人

に
上
り
ま
す
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
が
開
発
し
た
「
ラ
グ

ビ
ー
テ
キ
ス
ト
」
は
十
六
万
七
千
冊
の
お
申
込

み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
か
ら

は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
二
〇
一
五
年
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

大
会
で
日
本
代
表
が
歴
史
を
変
え
た
「
あ
の
試

合
」
の
動
画
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

２

　

な
ぜ
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
力
を
入
れ
て
取
り

組
ん
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

第
一
に
、
二
〇
一
九
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
と
、二
〇
二
〇
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、「
神
様
が
与
え
て
く
れ

た
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
」
だ
か
ら
で
す
。
現
在
、

日
本
の
経
済
、
教
育
の
状
態
は
決
し
て
良
好
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
日
本
中
が
元
気
を
な
く
し
て

い
く
ト
レ
ン
ド
に
あ
り
ま
す
。

　

国
を
挙
げ
て
、
諸
外
国
の
お
客
様
を
迎
え
、

取
り
組
む
こ
の
二
〇
一
九
年
と
二
〇
二
〇
年
は
、

経
済
に
と
っ
て
も
、
子
供
た
ち
の
教
育
に
と
っ

て
も
、
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
す
。

　

第
二
に
、
ラ
グ
ビ
ー
が
と
て
も
教
育
的
な
ス

ポ
ー
ツ
だ
か
ら
で
す
。
ラ
グ
ビ
ー
に
は
「O
ne	

for	all,	A
ll	for	one.

」
と
い
う
有
名
な
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
「
ノ
ー
サ
イ
ド
」
と
い
う
言

葉
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
精
神
は
、
と
り
わ

け
日
本
の
ラ
グ
ビ
ー
界
で
大
切
に
さ
れ
て
き
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
桜
木
泰
自
氏
が
子
供
た
ち
に
授

業
を
し
た
記
録
が
あ
り
ま
す
 ※
。

　

以
下
に
、
そ
の
記
録
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

「
ほ
か
の
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
試
合
が
終
わ
っ

た
あ
と
の
こ
と
を
タ
イ
ム
ア
ッ
プ
と
か

ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
と
い
う
け
れ
ど
、
ラ
グ
ビ
ー

は
ノ
ー
サ
イ
ド
と
言
う
ん
だ
。
そ
れ
は
『
サ

イ
ド
が
な
く
な
る
』
と
い
う
こ
と
で
、
つ

ま
り
、
敵
も
味
方
も
な
く
お
互
い
を
た
た

え
合
う
か
ら
な
ん
だ
よ
」

と
補
足
説
明
を
す
る
。
子
供
た
ち
は
真
剣

な
表
情
で
聞
い
て
い
た
。

３

　

子
供
た
ち
も
気
軽
に
取
り
組
め
る
ラ
グ
ビ
ー

に
「
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
学
習
指

導
要
領
に
も
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
タ
ッ
ク
ル
な

ど
の
接
触
プ
レ
ー
の
要
素
を
取
り
除
い
た
安
全

な
競
技
で
す
。
大
人
も
子
供
も
、
み
ん
な
楽
し

め
ま
す
。
運
動
の
苦
手
な
子
も
活
躍
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ど
の
子
に
も
運
動
量
が
保
証
さ

れ
ま
す
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
に
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー

の
実
践
を
ア
ッ
プ
し
て
い
る
根
津
盛
吾
氏
の

ペ
ー
ジ
か
ら
、
引
用
し
て
み
ま
す
。

①　

身
体
接
触
や
地
面
に
倒
れ
る
プ
レ
ー

は
あ
り
ま
せ
ん
。

②　

簡
単
な
ル
ー
ル
で
誰
で
も
楽
し
く
安

全
に
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③　

誰
で
も
活
躍
で
き
て
、
た
く
さ
ん
の

運
動
量
が
得
ら
れ
ま
す
。

④　

２
０
１
１
年
よ
り
小
学
校
の
学
習
指

導
要
領
解
説
書
（
体
育
編
）
に
例
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

⑤　

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
を
通
じ
て
、
友
達
と

協
力
す
る
大
切
さ
、
相
手
を
思
い
や
る

気
持
ち
等
の
道
徳
性
を
伸
ば
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

⑥　

試
合
終
了
後
の
「
ノ
ー
サ
イ
ド
の
精

神
」
で
仲
間
や
相
手
を
リ
ス
ペ
ク
ト
す

る
、
ラ
グ
ビ
ー
独
特
の
素
晴
ら
し
い
文

化
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ドN

o.2612602　
「
ク
ラ
ス
全

員
が
楽
し
め
る
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
の
指
導
法

（
１
）」
よ
り
）

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
二
〇
二
〇
年
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
す
。

　

神
様
か
ら
の
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
は
折
返
し
地

点
ま
で
き
ま
し
た
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
こ

と
な
く
、
私
た
ち
教
師
が
私
た
ち
の
場
所
で
で

き
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

（
本
誌
編
集
長　

谷	

和
樹
）

※ https://w
w
w
.rugbyw

orldcup.com
/new

s/410826
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空
前
の
ラ
グ
ビ
ー
ブ
ー
ム
を
日
本
全
国
に
巻

き
起
こ
し
た
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本

大
会
。
選
手
た
ち
の
前
に
進
む
ひ
た
む
き
な
姿
。

試
合
が
終
わ
っ
た
後
に
示
さ
れ
た
ノ
ー
サ
イ
ド

の
精
神
。
日
本
の
フ
ァ
ン
や
キ
ャ
ン
プ
地
の
住

民
の
心
温
ま
る
お
も
て
な
し
と
チ
ー
ム
と
の
交

流
な
ど
。
本
当
に
多
く
の
感
動
と
涙
を
も
た
ら

し
て
く
れ
た
。

　

そ
れ
と
と
も
に
、
日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
ラ
グ
ビ
ー
文
化
、
ラ
グ
ビ
ー
精

神
と
い
う
も
の
を
知
る
良
い
機
会
に
も
な
っ
た

と
思
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
日
本
の
こ
れ
か
ら

の
教
育
を
考
え
る
際
の
参
考
に
な
る
こ
と
も
多

い
と
思
う
。

１　

多
様
性
の
中
の
ワ
ン
チ
ー
ム

　

ラ
グ
ビ
ー
の
国
代
表
選
手
は
、
一
定
の
条
件

を
満
た
せ
ば
国
籍
は
問
わ
れ
な
い
。
日
本
代
表

に
も
外
国
生
ま
れ
の
選
手
が
多
く
い
る
。
た
だ
、

一
度
そ
の
国
の
代
表
に
な
れ
ば
、
ほ
か
の
国
の

代
表
に
は
な
れ
な
い
。
外
国
生
ま
れ
の
選
手
た

ち
は
、
日
本
代
表
と
し
て
プ
レ
イ
す
る
こ
と
を

選
ん
だ
の
で
あ
る
。
多
様
な
背
景
を
も
っ
た
選

手
た
ち
が
お
互
い
の
差
異
を
認
め
合
い
、
そ
れ

を
強
み
に
変
え
て
日
本
代
表
の
ワ
ン
チ
ー
ム
と

し
て
懸
命
に
プ
レ
イ
す
る
姿
に
、
感
動
し
た
人

も
多
か
っ
た
と
思
う
。

　

そ
の
姿
は
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
外
国
か
ら

の
人
々
も
受
け
入
れ
、
差
異
に
寛
容
で
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
を
大
切
に
す
べ
き
日
本
と
い
う
国
の

将
来
の
姿
と
も
重
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

２　

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
主
役

　

ラ
グ
ビ
ー
の
試
合
で
は
、
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
や

コ
ー
チ
は
ほ
か
の
競
技
の
よ
う
に
フ
ィ
ー
ル
ド

の
ベ
ン
チ
な
ど
か
ら
指
示
を
出
す
こ
と
は
せ
ず
、

観
客
席
か
ら
眺
め
て
い
る
。
試
合
が
始
ま
れ
ば
、

選
手
た
ち
の
判
断
に
任
せ
る
。

　

試
合
前
日
の
試
合
会
場
で
の
最
終
練
習
は

「
キ
ャ
プ
テ
ン
ズ
ラ
ン
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、

練
習
に
際
し
て
も
キ
ャ
プ
テ
ン
を
中
心
と
し
た

選
手
た
ち
に
任
さ
れ
る
こ
と
が
大
き
い
。

　

決
し
て
、
指
導
者
が
型
に
は
め
て
教
え
込
む

こ
と
は
せ
ず
、
選
手
た
ち
が
自
主
自
律
、
自
分

の
頭
で
考
え
、
判
断
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
。

　

こ
れ
は
、
日
本
の
少
年
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
や

学
校
教
育
の
在
り
方
に
も
示
唆
を
与
え
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
と
思
う
。

３　

他
者
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト

　

ラ
グ
ビ
ー
で
は
、
試
合
が
終
わ
っ
た
と
き
、

「
ノ
ー
サ
イ
ド
」
と
い
う
言
葉
ど
お
り
、
敵
と

し
て
戦
っ
た
相
手
選
手
と
お
互
い
の
健
闘
を
た

た
え
合
い
、
ま
た
、
花
道
を
作
っ
て
相
手
選
手

を
送
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
る
。
体
を
ぶ
つ
け
合

い
、
激
し
く
競
う
ラ
グ
ビ
ー
と
い
う
同
じ
ス

ポ
ー
ツ
に
励
む
選
手
同
士
の
、
相
手
へ
の
リ
ス

ペ
ク
ト
が
感
じ
ら
れ
る
光
景
で
あ
る
。

　

ま
た
、
試
合
が
終
わ
っ
た
あ
と
は
、「
ア
フ

タ
ー
マ
ッ
チ
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
」
と
い
っ
て
、

両
チ
ー
ム
の
選
手
、
コ
ー
チ
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
、

審
判
な
ど
の
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
て
ビ
ー
ル

な
ど
を
飲
み
な
が
ら
歓
談
す
る
慣
例
が
あ
る
。

　

試
合
の
勝
敗
に
か
か
わ
ら
ず
、
お
互
い
の
存

在
を
尊
重
し
、
交
流
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
。

紳
士
の
ス
ポ
ー
ツ
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

４　

徹
底
的
に
楽
し
む

　

ラ
グ
ビ
ー
の
観
客
は
ビ
ー
ル
を
た
く
さ
ん
飲

む
。
今
回
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
試
合
で
も
、

試
合
の
随
分
前
か
ら
、
会
場
周
辺
の
パ
ブ
や
コ

ン
ビ
ニ
の
前
で
、
ビ
ー
ル
片
手
に
歓
談
す
る
外

国
人
フ
ァ
ン
を
た
く
さ
ん
見
掛
け
た
。

　

ま
た
、
ラ
グ
ビ
ー
の
試
合
で
は
、
両
チ
ー
ム

の
フ
ァ
ン
は
一
緒
に
観
戦
す
る
。
応
援
合
戦
な

ど
は
一
生
懸
命
す
る
が
、
い
い
プ
レ
イ
や
得
点

に
は
、
相
手
チ
ー
ム
へ
も
拍
手
を
送
り
、
相
手

チ
ー
ム
の
フ
ァ
ン
た
ち
と
も
一
緒
に
盛
り
上

が
っ
て
い
る
。
今
大
会
で
も
試
合
が
終
わ
っ
た

後
、
街
中
の
パ
ブ
な
ど
へ
出
掛
け
て
、
ビ
ー
ル

を
飲
み
な
が
ら
、
一
緒
に
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り

す
る
外
国
人
の
姿
が
各
会
場
で
見
ら
れ
た
。

　

ラ
グ
ビ
ー
の
試
合
の
応
援
は
も
ち
ろ
ん
で
あ

る
が
、
そ
れ
以
上
に
そ
こ
に
集
ま
っ
た
人
た
ち

と
歓
談
、
交
流
を
し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、

楽
し
む
と
き
は
徹
底
的
に
楽
し
む
と
い
う
姿
が

印
象
に
残
っ
て
い
る
。

５　
「
ラ
グ
ビ
ー
は
小
さ
い
こ
と
」

　

今
回
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
釜
石
会
場
で
は
、

試
合
開
始
前
に
震
災
で
犠
牲
に
な
っ
た
方
に
対

し
て
黙
と
う
が
捧
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
後
半
の

各
試
合
で
は
、
台
風
で
被
害
に
あ
っ
た
方
々
に

同
じ
よ
う
に
黙
と
う
が
捧
げ
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
釜
石
で
の
試
合
が
中
止
に
な
っ
た

際
、
カ
ナ
ダ
や
ナ
ミ
ビ
ア
の
チ
ー
ム
が
台
風
被

災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
り
、
地

元
の
住
民
を
励
ま
し
た
り
し
た
姿
が
多
く
の
人

の
心
を
打
っ
た
。
ま
た
、
試
合
が
終
わ
っ
た
後

の
選
手
た
ち
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
、「
台
風

の
被
害
に
あ
っ
た
人
た
ち
の
こ
と
を
気
に
留
め

な
が
ら
プ
レ
イ
を
し
た
」「
ラ
グ
ビ
ー
の
試
合

は
小
さ
い
こ
と
」
と
い
う
よ
う
な
趣
旨
の
発
言

を
す
る
選
手
が
多
く
い
た
。

　

四
年
間
、
こ
の
大
会
の
た
め
に
多
く
を
犠
牲

に
し
て
懸
命
に
練
習
し
て
そ
の
場
に
立
っ
た
選

手
た
ち
の
口
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
が
普
通

に
出
て
く
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
た
。
何
の
た

め
に
ス
ポ
ー
ツ
を
や
る
の
か
。
勝
敗
を
超
え
た

ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
点
は
、
近
代
ス
ポ
ー
ツ
が
誕

生
し
た
当
時
の
西
洋
文
化
の
良
い
面
が
反
映
さ

れ
て
お
り
、
ラ
グ
ビ
ー
は
そ
の
精
神
が
今
で
も

一
番
引
き
継
が
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
い

か
と
思
う
。
礼
儀
正
し
さ
、
相
手
へ
の
リ
ス
ペ

ク
ト
な
ど
、
日
本
の
武
道
の
精
神
に
通
じ
る
も

の
も
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　

ラ
グ
ビ
ー
も
ほ
か
の
ス
ポ
ー
ツ
同
様
、
一
九

九
五
年
の
プ
ロ
化
以
降
、
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ

ビ
ジ
ネ
ス
の
流
れ
に
影
響
を
受
け
ざ
る
を
得
な

い
状
況
は
あ
る
が
、
こ
の
ラ
グ
ビ
ー
精
神
、
文

化
を
も
う
一
度
原
点
に
立
ち
返
っ
て
見
直
す
こ

と
も
、
こ
れ
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
の
在
り
方
、
教

育
の
在
り
方
を
考
え
る
の
に
重
要
な
こ
と
だ
と

考
え
る
。

ラグビーワールドカップ
がもたらしたもの
―ラグビー文化―
お互いの存在を尊重し、交流することを尊ぶ。

ラグビーワールドカップ2019
組織委員会事務総長代理 西

にし

阪
ざか

 昇
のぼる

ラグビーワールド
　カップ2019TMが
　　もたらしたもの
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１ 

に
わ
か
フ
ァ
ン
の
声
援

　

六
歳
の
孫
が
公
園
で
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
走
る
。

十
二
歳
の
兄
が
照
れ
な
が
ら
タ
ッ
ク
ル
を
仕
掛

け
る
。
九
月
下
旬
か
ら
の
一
か
月
半
、
我
が
家

の
孫
た
ち
の
遊
び
は
ラ
グ
ビ
ー
ご
っ
こ
。
夕
食

後
の
芸
は
オ
ー
ル
ブ
ラ
ッ
ク
ス
の
「
ハ
カ
」。

　

日
本
チ
ー
ム
の
活
躍
に
よ
り
、
私
の
周
り
に

も
ラ
グ
ビ
ー
の
に
わ
か
フ
ァ
ン
が
増
え
た
。
特

に
、
女
性
フ
ァ
ン
の
感
嘆
の
声
が
響
く
。
そ
れ

だ
け
日
本
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
が
、
自
己
犠
牲

の
精
神
性
の
高
さ
や
、
心
身
の
強
じ
ん
さ
と
勇

気
で
観
衆
を
魅
了
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

ラ
グ
ビ
ー
界
は
、
長
く
「
冬
の
時
代
」
が
続

い
て
い
た
。
高
校
の
ラ
グ
ビ
ー
部
の
閉
鎖
が
続

き
、
二
校
合
同
の
チ
ー
ム
も
珍
し
く
な
い
。

　

東
京
の
高
校
に
は
十
四
の
合
同
チ
ー
ム
が
存

在
す
る
。
か
な
り
の
公
立
高
校
で
は
チ
ー
ム
そ

の
も
の
が
な
い
。

　

伝
統
の
早
稲
田
大
学
対
明
治
大
学
の
「
早
明

戦
」。
毎
年
十
二
月
第
一
週
目
の
こ
の
試
合
だ

け
は
、
両
校
の
成
績
に
か
か
わ
ら
ず
、
秩
父
宮

ラ
グ
ビ
ー
場
を
満
席
に
す
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
も
必
ず

テ
レ
ビ
中
継
を
す
る
。
福
岡
国
際
マ
ラ
ソ
ン
と

ゴ
ル
フ
の
日
本
選
手
権
も
こ
の
日
。
ス
ポ
ー
ツ

界
の
ビ
ッ
グ
サ
ン
デ
ー
で
あ
る
。

　

し
か
し
、早
明
戦
を
除
け
ば
、大
学
ラ
グ
ビ
ー

人
気
も
、
平
尾
、
松
尾
、
堀
越
た
ち
が
活
躍
し

た
時
代
と
比
べ
る
と
注
目
度
は
低
い
。

　

前
回
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
後
、
五
郎
丸
人
気

も
あ
っ
て
、
一
時
的
に
ラ
グ
ビ
ー
人
気
が
高

ま
っ
た
。
泰
明
小
学
校
で
も
五
郎
丸
選
手
を
招

い
て
、
ラ
グ
ビ
ー
教
室
を
開
催
し
た
。

　

だ
が
前
大
会
か
ら
時
間
を
経
て
、
国
民
の
盛

り
上
が
り
は
イ
マ
イ
チ
に
も
見
え
た
。
テ
レ
ビ

な
ど
で
の
露
出
も
限
定
的
で
あ
っ
た
。

２ 

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
関
係
者
の
汗

　

こ
う
い
う
状
況
の
中
で
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
成
功
の
た
め
に
関
係
者
が
果
た
し
た

役
割
は
大
き
い
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
も
そ
の
一
翼
を

担
っ
て
い
る
。
ま
だ
世
間
の
注
目
が
低
い
数
年

前
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
た
め
に
、
関
係
者
は
ど

れ
だ
け
の
汗
を
流
し
た
こ
と
か
と
思
う
。

　

結
果
と
し
て
、
ラ
グ
ビ
ー
セ
ミ
ナ
ー
に
約
九

千
名
の
参
加
、「
ラ
グ
ビ
ー
テ
キ
ス
ト
」
は
約

十
七
万
冊
も
発
行
し
た
と
い
う
。
一
つ
一
つ
の

愚
直
な
実
践
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
蓄
積
に
な
っ
た
。

私
も
豊
田
市
の
セ
ミ
ナ
ー
に
二
回
参
加
し
た
。

親
子
の
世
代
を
超
え
た
笑
顔
が
、
会
場
一
杯
に

広
が
り
、
充
実
し
た
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
。

３ 

秩
父
宮
ラ
グ
ビ
ー
場
の
若
き
獅し

子し

　

今
大
会
前
ま
で
、
日
本
選
手
の
中
で
名
前
を

知
ら
れ
て
い
る
の
は
主
将
の
リ
ー
チ
マ
イ
ケ
ル

だ
け
だ
っ
た
。
ナ
ン
バ
ー
エ
イ
ト
の
姫
野
和
樹

選
手
や
ス
ク
ラ
ム
ハ
ー
フ
の
流
大
選
手
の
名
前

を
知
っ
て
い
る
の
は
、
一
部
の
ラ
グ
ビ
ー
通
。

　

私
事
に
な
る
。
二
〇
一
一
年
か
ら
七
年
間
帝

京
大
学
教
職
大
学
院
教
授
と
し
て
勤
務
し
た
。

在
職
期
間
は
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一
七
年

ま
で
の
大
学
日
本
一
の
九
連
覇
中
と
重
な
る
。

　

毎
年
一
月
の
決
勝
戦
、
教
職
大
学
院
生
や
教

員
と
と
も
に
、
赤
い
シ
ャ
ツ
を
着
て
応
援
に
出

掛
け
た
。
帝
京
大
学
チ
ー
ム
の
強
さ
。
そ
れ
は

リ
ー
ド
さ
れ
て
も
冷
静
さ
を
保
つ
メ
ン
タ
リ

テ
ィ
だ
。
二
〇
一
三
年
は
早
稲
田
大
学
に
四
十

一
対
三
十
四
、
二
〇
一
六
年
は
東
海
大
学
に
三

十
三
対
二
十
六
、
二
〇
一
七
年
は
明
治
大
学
に

二
十
一
対
二
十
の
僅
差
で
勝
利
し
た
。

　

学
生
時
代
の
流
選
手
や
姫
野
選
手
、
今
回
の

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
リ
ザ
ー
ブ
と
し
て
出
場
し

た
坂
出
淳
史
選
手
や
松
田
力
也
選
手
た
ち
。
相

手
に
リ
ー
ド
さ
れ
て
も
、
土
壇
場
の
と
こ
ろ
で

試
合
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
。
今
回
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
の
日
本
チ
ー
ム
は
、
そ
の
メ
ン
タ
リ

テ
ィ
の
強
さ
で
好
成
績
を
収
め
た
。

　

帝
京
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
の
合
宿
所
。
四
年
生

が
率
先
し
て
掃
除
を
す
る
。
ラ
グ
ビ
ー
雑
誌
の

記
者
は
ど
こ
よ
り
も
整
然
と
し
て
い
る
と
言
う
。

　

決
勝
後
の
セ
レ
モ
ニ
ー
、
岩
出
監
督
か
ら
始

ま
っ
て
、
学
長
や
関
係
者
の
胴
上
げ
に
な
る
。

監
督
や
選
手
た
ち
、
補
欠
の
学
生
た
ち
の
姿
が

実
に
ほ
ほ
笑
ま
し
い
。
皆
に
気
配
り
を
し
て
い

る
姿
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
ま
さ
に
、「
ワ
ン
チ
ー

ム
」
で
あ
る
。

４ 

祭
り
の
後
の
寂
し
さ
と
熱
狂
の
日
々

　

熱
気
の
大
会
が
終
わ
っ
た
。
二
〇
二
一
年
秋

の
リ
ー
グ
戦
創
設
ま
で
「
余
熱
」
が
続
い
て
ほ

し
い
と
思
う
。
し
か
し
、
来
た
る
べ
き
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
期
待
が
、

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
興
奮
を
冷
ま
し
て
し
ま
う

だ
ろ
う
。
熱
し
や
す
く
冷
め
や
す
い
日
本
国
民

の
気
質
は
、
過
去
の
イ
ベ
ン
ト
を
忘
却
の
彼
方

へ
と
押
し
や
る
。

　

し
か
し
、
幾
つ
か
の
記
憶
は
残
る
。

　

身
長
も
体
格
も
異
な
る
個
性
が
集
ま
る
ラ
グ

ビ
ー
と
い
う
競
技
へ
の
憧
れ
を
も
つ
子
供
が
増

え
る
。
流
選
手
や
南
ア
フ
リ
カ
の
フ
ァ
フ
・
デ

ク
ラ
ー
ク
選
手
の
よ
う
に
体
の
小
さ
な
ス
ク
ラ

ム
ハ
ー
フ
が
大
男
に
挑
む
姿
は
、
身
長
の
低
い

子
供
に
も
勇
気
を
与
え
た
。
あ
る
い
は
、
堀
江

翔
太
選
手
や
稲
垣
啓
太
選
手
の
よ
う
な
お
相
撲

さ
ん
体
型
が
、
突
進
す
る
姿
も
同
様
だ
。

　

ゲ
ー
ム
後
の
「
ノ
ー
サ
イ
ド
」、
レ
フ
リ
ー

の
役
割
、
観
客
の
声
援
な
ど
、
サ
ッ
カ
ー
や
野

球
と
は
一
味
違
う
ラ
グ
ビ
ー
の
高
貴
さ
に
人
々

は
魅
せ
ら
れ
た
。

　

外
国
出
身
選
手
が
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
、

日
本
チ
ー
ム
と
し
て
戦
う
姿
。
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
で
の
健
全
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
。
全
国
十
二

会
場
で
の
開
催
。
幾
つ
も
の
美
談
が
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
生
ま
れ
た
。

　

ラ
グ
ビ
ー
ご
っ
こ
に
熱
中
し
て
い
た
子
供
た

ち
は
、
二
十
年
後
に
遠
い
日
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
の
残
像
を
き
っ
と
か
み
締
め
る
。
祭
り
の
後

の
寂
し
さ
が
や
っ
て
く
る
が
、
二
〇
一
九
年
秋

の
「
熱
狂
の
日
々
」
は
、
人
々
の
記
憶
の
中
に

鮮
明
に
残
る
は
ず
だ
。

私たちはラグビー選手から
勇気や高貴さ精神性の
強さを学んだ
あの「余熱」は次第に冷めてしまう。
しかし、2019年ラグビーワールドカップの熱狂は、
人々の記憶の中にとどまるだろう。

敬愛大学国際学部教授・教職センター長
全国連合小学校長会顧問 向

むこう

山
やま

 行
ゆき

雄
お

ラグビーワールド
　カップと学校教育を
　　どう考えるか



ラ
グ
ビ
ー
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ　

子
供
が
こ
ん
な
に
伸
び
た
「
ラ
グ
ビ
ー
」
の
指
導
法
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①
み
ん
な
に
パ
ス
を
出
し
て
、
多
く
の
人

が
ト
ラ
イ
で
き
て
、
う
れ
し
か
っ
た
。

②
「
ナ
イ
ス
！
」
友
達
が
ト
ラ
イ
を
し
た

と
き
に
喜
ん
だ
。
私
も
言
わ
れ
て
う
れ

し
か
っ
た
。

③
ト
ラ
イ
は
出
来
な
か
っ
た
け
ど
、
み
ん

な
の
た
め
に
手
伝
え
て
よ
か
っ
た
。

　

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
を
経
験
し
た
子
供
た
ち
の
感

想
で
あ
る
。
三
人
と
も
運
動
が
苦
手
だ
っ
た
。

そ
れ
が
仲
間
の
ト
ラ
イ
を
喜
ん
で
い
る
。
そ
し

て
、
自
分
は
得
点
に
絡
め
な
く
て
も
、
ト
ラ
イ

に
つ
な
が
る
プ
レ
ー
が
で
き
た
こ
と
を
喜
ん
で

い
る
。

　

ま
さ
に
「O

ne	for	all,	A
ll	for	one.

」
で
あ

る
。（
私
の
）
サ
ッ
カ
ー
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
授
業
で
は
、
出
て
こ
な
い
言
葉
だ
っ
た
。

１　

対
応
の
難
し
い
あ
の
子
た
ち
も
変
わ
る

「
す
ぐ
キ
レ
る
」「
暴
言
を
吐
く
」「
物
や
人
に

当
た
り
散
ら
す
」「
や
る
気
が
見
え
な
い
」「
教

室
を
飛
び
出
す
」
⋮
⋮
。
そ
の
よ
う
な
子
に
出

会
っ
た
方
も
多
い
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
子
た
ち
が

書
い
た
。

　

上
段
は
女
児
。
体
育
は
大
体
見
学
。
体
が
大

き
く
、
走
る
意
欲
は
、
ほ
ぼ
な
か
っ
た
。
だ
が

「
タ
グ
が
取
れ
て
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
！
」

と
い
う
。
中
段
は
「
情
緒
的
な
課
題
の
あ
る
男

児
」
で
あ
る
。
ほ
か
の
体
育
は
ほ
ぼ
不
参
加

だ
っ
た
が
、タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
で
は
「
う
ま
い
ね
」

と
言
わ
れ
喜
ん
で
い
る
。
下
段
は
、
ト
ラ
ブ
ル

の
耐
え
な
い
Ａ
児
が
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
で
チ
ー
ム

を
引
っ
張
る
姿
を
称
え
て
い
る
、
同
チ
ー
ム
の

女
児
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
私
は
自
学
級
以
外
に
も
、
様
々

な
年
齢
の
様
々
な
子
供
た
ち
に
飛
び
込
み
授
業

で
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
を
し
て
き
た
が
、
課
題
の
あ

る
子
供
た
ち
ほ
ど
、
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
に
前
向
き

だ
っ
た
。

　

な
ぜ
か
。
そ
れ
は
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
が
学
習
教

材
と
し
て
優
れ
た
価
値
を
も
つ
た
め
で
あ
る
。

２　

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
は
成
功
体
験
を

　
　

生
み
や
す
い

　

通
常
ボ
ー
ル
運
動
の
場
合
「
得
点
す
る
こ

と
」
が
達
成
感
を
も
た
ら
す
。
だ
が
、
様
々
な

実
態
の
学
級
全
員
が
「
全
員
得
点
」
を
果
た
す

の
は
容
易
で
は
な
い
。そ
の
点
、タ
グ
ラ
グ
ビ
ー

は
得
点
以
外
に
も
「
ナ
イ
ス
！
」
と
い
わ
れ
る

プ
レ
ー
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
最
た
る
プ
レ
ー
は

「
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
攻
め
て
き
た
相
手
の
タ
グ

を
取
る
こ
と
」
で
あ
る
。
走
る
の
が
苦
手
で
も
、

動
き
を
読
ん
で
（
ま
た
は
偶
然
に
）
タ
グ
を

取
っ
た
と
き
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
は
「
○
○
さ
ん

ナ
イ
ス
タ
グ
！
」
と
叫
ぶ
。
こ
れ
が
う
れ
し
い
。

だ
か
ら
、
教
師
は
﹁
ト
ラ
イ
を
取
る
こ
と
だ
け

で
な
く
、
相
手
の
タ
グ
を
取
る
プ
レ
ー
も
す
ご

い
こ
と
だ
。
相
手
の
前
進
を
止
め
、
チ
ー
ム
を

救
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
﹂
と
価
値
付
け
る
こ
と

が
必
要
だ
。

３　

苦
手
な
子
を
救
う
簡
易
化
さ
れ
た
ル
ー
ル

（
タ
グ
）
ラ
グ
ビ
ー
は
「
ボ
ー
ル
を
パ
ス
す
る

の
は
真
横
か
後
ろ
だ
け
。
前
方
向
の
パ
ス
は
禁

止
」
で
あ
る
。
こ
の
ル
ー
ル
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

後
ろ
で
引
っ
込
み
気
味
だ
っ
た
「
苦
手
な
子
」

に
も
ボ
ー
ル
が
回
っ
て
く
る
の
だ
。

　

攻
撃
時
、
苦
手
な
Ａ
子
が
ボ
ー
ル
を
持
っ
た
。

慣
れ
な
い
Ａ
子
は
、
最
初
固
ま
っ
た
。
自
信
が

な
い
か
ら
だ
。
す
ぐ
に
誰
か
に
（
ま
た
は
当
て

ず
っ
ぽ
う
に
）
ボ
ー
ル
を
パ
ス
し
て
し
ま
う
。

　

だ
か
ら
、
次
の
ル
ー
ル
が
必
要
と
な
る
。
正

規
ル
ー
ル
と
は
違
う
が
学
校
体
育
と
し
て
良
い
。

　

自
分
が
タ
グ
さ
れ
る
ま
で
パ
ス
で
き
な
い
。

　

教
師
は
、
子
供
た
ち
と
こ
れ
を
確
認
す
る
。

「
ボ
ー
ル
を
持
っ
た
ら
前
に
行
く
し
か
な
い
！
」

　

苦
手
な
Ａ
子
が
ボ
ー
ル
を
持
っ
た
と
き
、

チ
ー
ム
メ
イ
ト
は
「
前
に
出
て
！　

タ
グ
さ
れ

て
も
い
い
！
」
と
叫
ぶ
。
そ
の
子
は
、
意
を
決

し
て
ゴ
ー
ル
方
向
へ
走
り
出
す
。
ほ
か
の
球
技

で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
、
覚
悟
あ
る
プ
レ
ー
だ
。

そ
し
て
、
僅
か
一
メ
ー
ト
ル
進
ん
で
相
手
に
タ

グ
を
取
ら
れ
る
。
そ
れ
で
い
い
。
そ
の
一
メ
ー

ト
ル
が
成
功
体
験
な
の
だ
。

　

だ
か
ら
、
教
師
は
価
値
付
け
る
。

「
日
本
代
表
も
そ
う
だ
が
、
僅
か
一
メ
ー
ト
ル

の
前
進
が
、
チ
ー
ム
の
た
め
に
大
切
な
プ
レ
ー

な
の
だ
。そ
し
て
、次
の
仲
間
に
パ
ス
し
て
ボ
ー

ル
を
託
す
。
こ
の
繰
り
返
し
が
、
最
後
の
ト
ラ

イ
に
結
び
付
く
ん
だ
」

　

私
は
、
苦
手
な
子
が
懸
命
に
走
っ
た
姿
を
紹

介
し
つ
つ
、
こ
の
語
り
を
す
る
。
ど
の
学
年
の

子
供
た
ち
も
シ
ー
ン
と
聞
い
て
い
る
。

　

次
の
ル
ー
ル
も
必
要
と
な
る
。

　

何
回
タ
グ
さ
れ
て
も
攻
守
交
代
は
な
い
。

　

正
規
ル
ー
ル
は
「
タ
グ
四
回
で
攻
守
交
代
」

だ
が
、学
校
体
育
で
は
初
期
は
導
入
し
な
い
。
単

元
が
進
み
、
子
供
た
ち
の
攻
守
の
技
能
が
習
熟

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
「
回
数
制
限
」
を
考
え
る
。

４　

ク
ラ
ス
全
員
が
楽
し
む
た
め
の

　
　

ル
ー
ル
変
更

　

僅
か
一
メ
ー
ト
ル
進
ん
で
タ
グ
さ
れ
た
Ａ
子

が
、
す
ぐ
に
後
ろ
を
向
く
と
、
Ｂ
男
が
「
こ
っ

ち
！
」
と
叫
ん
で
手
を
挙
げ
た
。
Ａ
子
は
、
ぎ

こ
ち
な
い
が
丁
寧
に
パ
ス
を
出
す
。
受
け
取
っ

た
Ｂ
男
は
相
手
を
二
人
か
わ
し
て
ゴ
ー
ル
に

迫
っ
た
。
守
備
側
は
必
死
に
手
を
伸
ば
す
。「
タ

グ
！
」。
Ｂ
男
の
タ
グ
が
取
ら
れ
た
。
彼
は
急

制
動
。
振
り
向
き
ざ
ま
に
Ｃ
子
に
パ
ス
。
Ｃ
子

は
、
最
も
隅
の
イ
ン
ゴ
ー
ル
に
飛
び
込
ん
だ
。

ト
ラ
イ
！

　

攻
撃
開
始
か
ら
七
本
目
の
パ
ス
だ
っ
た
。
全

員
が
Ｃ
子
に
駆
け
寄
っ
て
ハ
イ
タ
ッ
チ
だ
。

得意な子も苦手な子も、
共に育つ。それが（タグ）
ラグビーの教育的価値である
「ONE TEAM」となったラグビー日本代表の活躍は衝撃だった。
あの感動を教室の子供たちへ届けよう、タグラグビーで。

山梨県中央市立豊富小学校 教頭 根
ね

津
づ

 盛
せい

吾
ご

こんなにすごい、
　タグラグビーの教育
　　効果　その実践を
　　　　具体的に紹介

ラグビーワールドカップとTOSSの授業開発／実践
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１　

取
っ
た
ら
「
タ
グ
！
」
と
言
う
こ
と
を
教
え
る

　

上
着
は
全
て
き
ち
ん
と
ズ
ボ
ン
の
中
に
入
れ
な
さ

い
。
ズ
ボ
ン
の
両
脇
に
タ
グ
を
付
け
ま
す
。
タ
グ
を

付
け
た
ら
座
り
な
さ
い
。
二
人
組
で
尻
尾
取
り
を
し

ま
す
。
手
を
つ
な
い
で
取
り
ま
す
。
取
っ
た
ら
、「
タ

グ
！
」
と
言
い
ま
す
。

２　

取
ら
れ
た
ら
止
ま
る
こ
と
を
教
え
る
「
タ
グ
取
り
鬼
」

　

ボ
ー
ル
を
持
っ
て
逃
げ
て
い
る
子
の
タ
グ
を
取
り

ま
す
。
タ
グ
を
取
っ
た
ら
そ
の
場
に
止
ま
っ
て
い
ま

し
ょ
う
。
タ
グ
を
取
ら
れ
た
ら
タ
グ
を
取
っ
た
子
に

ボ
ー
ル
を
渡
し
ま
す
。
タ
グ
も
ボ
ー
ル
も
、
き
ち
ん

と
手
渡
し
し
ま
し
ょ
う
。

　

一
ゲ
ー
ム
、
一
分
間
ほ
ど
行
う
。
四
回
行
う
。
子
供
た

ち
は
く
た
く
た
に
な
る
ま
で
楽
し
む
。
か
わ
し
方
が
上
手

な
子
を
褒
め
る
。
接
触
防
止
の
た
め
に
、
回
転
し
て
逃
げ

て
は
い
け
な
い
こ
と
も
こ
こ
で
教
え
る
。

３　

ト
ラ
イ
を
教
え
る
一
対
一

　

一
対
一
を
や
り
ま
す
。
片
方
の
人
が
ボ
ー
ル
を
持
っ

て
攻
め
ま
す
。
相
手
の
陣
地
に
ボ
ー
ル
を
置
い
た
ら

勝
ち
で
す
。
も
う
片
方
の
人
が
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
。
タ

グ
を
取
っ
た
ら
勝
ち
で
す
。

　

ボ
ー
ル
を
置
く
と
き
は
投
げ
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
教

え
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
線
を
越
え
れ
ば
ト
ラ
イ
に
し

て
も
い
い
。

４　

タ
グ
後
の
リ
ス
タ
ー
ト

を
教
え
る
二
対
一

　

下
の
イ
ラ
ス
ト
に
あ
る
よ

う
な
順
番
で
進
め
る
。
そ
う

す
る
と
タ
グ
を
取
ら
れ
て
か

ら
の
リ
ス
タ
ー
ト
の
仕
方
を

教
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

５　

オ
フ
サ
イ
ド
を
教
え
る
二
対
二

　

オ
フ
サ
イ
ド
の
ル
ー
ル
を
勉
強
し
ま
す
。
タ
グ
を

取
ら
れ
た
ら
、
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
は
タ
グ
を
取
ら
れ
た

人
よ
り
後
ろ
に
い
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
前
に
い

た
ら
、
戻
っ
て
か
ら
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
に
参
加
し
ま
す
。

も
し
、
前
に
い
た
ら
、
簡
単
に
パ
ス
を
カ
ッ
ト
で
き

ま
す
ね
。
ラ
グ
ビ
ー
は
前
に
パ
ス
を
し
て
は
い
け
な

い
の
で
す
。
タ
グ
を
取
ら
れ
た
ら
、
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス

は
タ
グ
を
取
ら
れ
た
人
よ
り
後
ろ
か
ら
！

　

ラ
グ
ビ
ー
協
会
に
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
の
ル
ー
ル
の
動
画
が

あ
る
。
授
業
後
に
そ
れ
を
見
せ
る
と
効
果
的
だ
。

　

一
時
間
の
授
業
で
こ
こ
ま
で
い
け
る
。
子
供
た
ち
は
タ

グ
ラ
グ
ビ
ー
が
大
好
き
に
な
る
。

①タグを
取る

②パス

③タグを
渡して
ディフェ
ンスへ

ラインタッチゲームで
攻撃スキルを身に付けろ
タグラグビーの楽しさは、何と言っても相手をかわし、
前へ進み、トライすること。その導入として、走ること、
相手のタッチをかわすことなどのアタックに必要な
基本スキルを身に付けるゲームである。

この指導順番で熱中！
スモールステップ指導。

兵庫県明石市立二見西小学校 千葉県習志野市立向山小学校溝
みぞ

端
はた

 達
たつ

也
や

平
ひら

山
やま

 靖
やすし

ラグビーワールドカップとTOSSの授業開発／実践
　
　

タグラグビー　
　超簡単導入法と
　　子供の熱中のコツ

タグラグビー　
　超簡単導入法と
　　子供の熱中のコツ

１ 

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
の
準
備
運
動
と
し
て
最
適
！

 

ラ
イ
ン
タ
ッ
チ
ゲ
ー
ム

・
準
備
物
：
得
点
板
、
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
二
個
、

　
　
　
　
　

タ
グ
と
ベ
ル
ト
（
一
人
ず
つ
）、
時
計

　

ラ
イ
ン
タ
ッ
チ
ゲ
ー
ム
と
は
、
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
の
練
習

前
に
や
る
ア
ッ
プ
（
準
備
運
動
）
の
一
つ
で
あ
る
。

　

ね
ら
い
は
、
次
の
二
つ
だ
。

①
攻
撃
側
は
、
守
備
を
か
わ
す
動
き
を
身
に
付
け
る

②
守
備
は
、
タ
グ
の
取
り
方
を
習
熟
す
る
。

　

攻
撃
と
守
備
に
分
か
れ
て
競
う
攻
守
交
代
型
の
ゲ
ー
ム

だ
。

　

ラ
イ
ン
タ
ッ
チ
ゲ
ー
ム
を
毎
回
や
れ
ば
、
前
記
の
二
つ

は
自
然
と
身
に
付
い
て
く
る
。

　

小
一
か
ら
小
六
ま
で
実
践
が
可
能
だ
。
準
備
も
コ
ー
ン

と
白
線
、
得
点
ボ
ー
ド
が
あ
れ
ば
で
き
る
。

　

子
供
た
ち
も
熱
中
す
る
、
お
勧
め
の
準
備
運
動
で
あ
る
。

２ 

ル
ー
ル

⑴　

二
チ
ー
ム
に
分
け
る
。

　
　

人
数
は
、
十
人
か
ら
二
十
人
以
下
が
よ
い
。

⑵　

攻
撃
チ
ー
ム
と
守
備
チ
ー
ム
に
分
け
、
攻
撃
チ
ー
ム

は
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
一
列
に
並
び
、
守
備
チ
ー
ム

（
●
）
は
、
決
め
ら
れ
た
ラ
イ
ン
の
上
に
立
つ
。

　
　

守
備
チ
ー
ム
は
、
ラ
イ
ン
の
上
し
か
動
け
な
い
。
そ

こ
で
前
か
ら
来
る
相
手
の
タ
グ
を
取
る
。

⑶　

攻
撃
チ
ー
ム
は
、
守
備
を
か
わ
し
な
が
ら
、
ゴ
ー
ル

ラ
イ
ン
を
目
指
し
て
突
入
す
る
。

⑷　

守
備
側
は
タ
グ
を
取
り
、
攻
撃
側
が
ゴ
ー
ル
ラ
イ
ン

へ
到
達
す
る
の
を
ひ
た
す
ら
防
ぐ
。

⑸　

タ
グ
を
取
ら
れ
た
攻
撃
側
は
、
タ
グ
を
付
け
て
、
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
か
ら
何
度
で
も
ス
タ
ー
ト
で
き
る
。

⑹　

ゴ
ー
ル
し
た
ら
、
得
点
ボ
ー
ド
を
一
点
め
く
り
、
得

点
を
加
算
す
る
。

⑺　

二
分
間
で
前
半
の
攻
撃
を
終
了
し
て
、
攻
守
を
交
代

す
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
ル
ー
ル
は
、
実

際
に
コ
ー
ト
に
子
供
た
ち
を
立
た

せ
て
、
動
か
し
な
が
ら
見
せ
る
と

分
か
り
や
す
い
。

得点ボード

スタートライン

ラグビーワールドカップとTOSSの授業開発／実践
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Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
一
翼
と
し
て
、
大
会

の
認
知
向
上
と
ラ
グ
ビ
ー
の
教
育
的
道
徳
的
価
値
を
広
め

る
「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
TM
推
進
教
育

事
業
」
を
五
年
間
実
施
し
て
き
た
。

　

発
端
は
二
〇
一
四
年
で
あ
る
。
鈴
木
俊
博
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
と
向
山
洋
一
氏
の
発
案
を
受
け
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
組
織
委
員
会
の
西
阪
昇
事
務
総
長
代

理
が
委
託
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
事
業
内
容
は
、
ラ
グ
ビ
ー

を
通
じ
た
児
童
の
人
間
形
成
を
目
的
と
し
た
教
師
向
け
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
、「
ラ
グ
ビ
ー
子
ど
も
交
流
大
使
」
の
実

施
、
テ
キ
ス
ト
な
ど
を
用
い
た
授
業
の
実
施
だ
。

　

以
下
、
こ
れ
ま
で
の
流
れ
を
記
す
。

二
〇
一
五
年
：
事
業
開
始
。
セ
ミ
ナ
ー
は
六
月
の
静
岡
会

場
を
皮
切
り
に
長
野
、
大
阪
、
北
海
道
、
神
奈
川
、
愛
知
、

東
京
、
沖
縄
、
香
川
、
熊
本
、
広
島
、
岩
手
、
兵
庫
、
大

分
、
福
岡
、
埼
玉
の
十
六
会
場
で
開
催
。
参
加
者
合
計
二

五
〇
一
名
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
に
ラ
グ
ビ
ー
の
授
業
コ
ン

テ
ン
ツ
十
二
件
と
指
導
案
三
十
七
件
を
ア
ッ
プ
。

※
広
島
会
場
の
前
日
に
Ｗ
杯
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
会
が
開
幕
。

翌
日
、
日
本
代
表
が
初
戦
、
強
豪
南
ア
フ
リ
カ
を
撃
破
す

る
快
挙
を
成
し
遂
げ
る
。　

二
〇
一
六
年
：
セ
ミ
ナ
ー
は
東
京
、
福
岡
、
北
海
道
、
愛

知
、
岩
手
、
大
阪
、
静
岡
、
兵
庫
の
八
会
場
。「
ラ
グ
ビ
ー
子

ど
も
交
流
大
使
」
は
三
会
場
。
参
加
者
合
計
一
九
六
五
名
。

※
ラ
グ
ビ
ー
テ
キ
ス
ト
を
製
作
し
、
学
校
現
場
で
の
授
業

実
施
数
が
飛
躍
的
に
向
上
。

二
〇
一
七
年
：
静
岡
、
岡
山
、
福
岡
、
愛
知
、
岩
手
、
神

奈
川
、
大
阪
、
長
崎
、
北
海
道
、
山
梨
、
千
葉
、
広
島
、

奈
良
、
長
野
の
十
四
会
場
。
参
加
者
合
計
二
〇
〇
一
名
。

　

二
〇
一
七
年
度
版
テ
キ
ス
ト
か
ら
、
二
〇
一
五
年
大
会

の
日
本
対
南
ア
フ
リ
カ
戦
の
公
式
動
画
の
使
用
許
可
を
得

る
。
子
供
た
ち
へ
の
訴
求
力
が
格
段
に
向
上
。
十
万
冊
突

破
。

二
〇
一
八
年
：
セ
ミ
ナ
ー
は
宮
城
、
栃
木
、
京
都
、
山
口
、

佐
賀
、
長
野
、
茨
城
の
七
会
場
。
参
加
者
合
計
七
二
五
名
。

※
ラ
グ
ビ
ー
テ
キ
ス
ト
配
付
数
、
累
計
十
四
万
冊
突
破
。

※
二
〇
一
九
年　

セ
ミ
ナ
ー
全
国
大
会
を
東
京
で
、「
ラ

グ
ビ
ー
子
ど
も
交
流
大
使
」
全
国
大
会
を
兵
庫
で
開
催
。

参
加
者
合
計
一
二
八
五
名
。
改
訂
版
テ
キ
ス
ト
は
デ
ジ
タ

ル
化
も
さ
れ
、「
特
別
の
教
科	

道
徳
」
に
対
応
し
た
形
。

英
会
話
ペ
ー
ジ
な
ど
も
追
加
さ
れ
て
い
る
。
テ
キ
ス
ト
配

付
数
、
累
計
一
六
万
八
五
二
六
冊
を
突
破
。

　

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
TM
は
終
わ
っ
た
。

だ
が
、
本
当
に
真
価
が
問
わ
れ
る
の
は
、
大
会
が
終
わ
っ

て
か
ら
次
の
大
会
ま
で
の
四
年
間
だ
。「
レ
ガ
シ
ー
版
」

の
テ
キ
ス
ト
作
成
な
ど
、
ブ
ー
ム
か
ら
文
化
と
し
て
定
着

さ
せ
る
べ
く
、
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
み
を
続
け
て
い
く
。

１ 

テ
キ
ス
ト
を
パ
ー
ツ
で
区
切
る

　

授
業
参
観
で
林
氏
の
「
ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア
ー
ラ
グ
ビ
ー
」

の
授
業
を
修
正
追
試
し
て
行
っ
た
。

　

道
徳
の
価
値
項
目
は
「
よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び
」。

　

ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア
ー
ラ
グ
ビ
ー
は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
で
唯
一
、
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
競
技
だ
。

　

ラ
グ
ビ
ー
テ
キ
ス
ト
一
八
ペ
ー
ジ
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
取
り
、
そ
の
様
子
を
見
せ
る
。

　

車
い
す
が
飛
ば
さ
れ
る
激
し
い
様
子
に
、
子
供
た
ち
は

驚
い
て
い
た
。

　

授
業
は
、
三
つ
の
パ
ー
ツ
で
組
み
立
て
た
。（　

）
内

は
テ
キ
ス
ト
の
ペ
ー
ジ
。

①
ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア
ー
ラ
グ
ビ
ー
と
は
？
（
一
四
ペ
ー
ジ
）

②
世
界
選
手
権
優
勝
（
一
七
ペ
ー
ジ
）

③
日
本
初
女
性
選
手　

倉
橋
選
手
（
一
八
ペ
ー
ジ
）

　

各
パ
ー
ツ
を
見
せ
た
後
で
感
想
を
聞
く
。

　

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
た
授
業
で
は
、
ス
ラ
イ
ド
が

次
々
と
入
れ
替
わ
る
の
で
、
大
切
な
言
葉
が
残
ら
な
い
。

　

教
師
が
大
切
だ
と
思
う
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
板
書
す
る
。

　

授
業
後
、
子
供
は
板
書
さ
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
基
に
感

想
を
書
く
よ
う
に
な
る
。

２ 

意
外
性
を
出
す
ポ
イ
ン
ト

　

ま
ず
、
ス
ラ
イ
ド
に
体
の
大
き
い
屈
強
な
外
国
人
選
手

の
画
像
を
出
し
、
そ
の
後
、
倉
橋
選
手
の
画
像
を
出
す
。

倉
橋
選
手
と
外
国
人
選
手
の
比
較
が
ひ
と
目
で
で
き
る
。

　

次
に
、倉
橋
選
手
が
相
手
チ
ー
ム
の
エ
ー

ス
を
止
め
る
映
像
を
見
せ
る
（
下
の
Ｑ
Ｒ

二
十
八
分
ご
ろ
に
倉
橋
選
手
の
プ
レ
ー
）。

　

テ
キ
ス
ト
に
は
、「
倉
橋
選
手
の
仕
事
は
、
相
手
チ
ー

ム
の
エ
ー
ス
を
止
め
る
こ
と
」
と
書
い
て
あ
る
。

　

テ
キ
ス
ト
を
そ
の
ま
ま
読
む
の
で
は
な
く
、
授
業
の
組

み
立
て
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
倉
橋
選
手
の
す
ご
さ

を
子
供
た
ち
は
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３ 

子
供
の
感
想

　

心
の
支
え
に
な
っ
て
く
れ
る
友
だ
ち
や
仲
間
が
大

切
な
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
何
が
あ
っ

て
も
倉
橋
選
手
の
よ
う
に
笑
顔
で
い
ら
れ
る
人
を
目

指
し
た
い
で
す
。

　

多
く
の
教
室
で
も
授
業
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
ラ
グ
ビ
ー
テ
キ
ス
ト
の
申
し
込
み

は
、
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

TOSSのラグビー教育の歩み
since2015 to 2023
当初、ラグビーのことを知っている人はほとんどいなかった。

道徳の授業に
「ウィルチェアー
ラグビー」
テキストの内容から、更に教材研究し、
授業を組み立てることで、教室に感動を呼ぶ
授業をつくることができる。

特定非営利活動法人 TOSS 神奈川県逗子市立沼間小学校水
みず

川
かわ

 勝
かつ

利
とし

宮
みや

森
もり

 裕
ゆう

太
た

「TOSSラグビー
　テキスト」を活用
　　した授業で教室感動

年表で見る
　TOSSのラグビー
　　教育　since 
　　　2015 to 2020

※紙幅の関係で、とても全てをお伝えすることはできません。
　ここでは要点のみを紹介し、詳しくは「デジタル・トークライン」に掲載いたします。
　ぜひ、「デジタル・トークライン」をご覧ください。

ラグビーワールドカップとTOSSの授業開発／実践
　
　

ラグビーワールドカップとTOSSの授業開発／実践
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目
標
と
目
的
の
違
い

　

子
供
た
ち
と
学
級
目
標
を
創
る
。
集
団
・
組
織
に
は
全

員
が
成
長
す
る
た
め
の
指
針
が
必
要
と
な
る
。　

　

ラ
グ
ビ
ー
元
日
本
代
表
キ
ャ
プ
テ
ン
広
瀬
俊
朗
氏
は
、

こ
れ
ま
で
の
日
本
代
表
の
活
躍
を
振
り
返
り
、
次
の
よ
う

に
語
る
。

「
僕
た
ち
は
何
の
た
め
に
勝
つ
の
か
、
何
の
た
め
に
日
本

代
表
が
あ
る
の
か
」

　

こ
の
言
葉
を
教
室
で
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、「
何
の
た

め
に
ク
ラ
ス
が
あ
る
の
か
、
何
の
た
め
に
み
ん
な
が
こ
の

ク
ラ
ス
に
集
ま
っ
た
の
か
」
と
子
供
た
ち
に
問
う
こ
と
に

な
る
。

　

広
瀬
氏
は
、
さ
ら
に
続
け
る
。

「
リ
ー
チ
キ
ャ
プ
テ
ン
の
も
と
で
チ
ー
ム
が
︿
目
標
﹀
で

は
な
く
て
︿
目
的
﹀
に
フ
ォ
ー
カ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
う
す
る
と
、
自
分
た
ち
の
も
っ
て
い
る
力
以
上
の

も
の
が
出
せ
ま
す
」

　

ラ
グ
ビ
ー
の
良
さ
は
、
全
員
に
重
要
な
役
割
が
あ
り
、

全
員
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
日
本
大
会

で
一
致
団
結
し
て
戦
う
日
本
の
姿
は
、
海
を
越
え
人
々
の

胸
を
打
っ
た
。

　

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
中
、
完
治
ま
で
二
か
月
の
け
が
を
負

い
な
が
ら
も
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
続
け
た
具
選
手
。

　

注
射
二
本
を
打
ち
続
け
な
が
ら
プ
レ
ー
し
、
キ
ッ
ク
を

担
当
し
た
田
村
選
手
。

　

試
合
終
了
後
、
笑
わ
な
い
男
・
稲
垣
選
手
が
、
チ
ー
ム

の
た
め
に
流
し
た
涙
。

　

常
に
周
り
に
感
謝
し
、
仲
間
を
大
切
に
思
う
福
岡
選
手
。

自
分
で
言
っ
た
こ
と
は
絶
対
に
覆
さ
な
い
と
い
う
強
い
信

念
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
引
き
継
が
れ
る
だ
ろ
う
。

　

負
け
ず
嫌
い
で
、
泣
き
虫
な
流
選
手
。
試
合
後
、
悔
し

さ
や
負
け
か
ら
教
訓
を
得
て
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
姿

は
、
常
に
周
り
の
選
手
を
勇
気
付
け
て
い
た
。

　

昔
か
ら
目
立
ち
た
が
り
屋
だ
っ
た
山
中
選
手
は
、
二
十

三
番
目
の
選
手
で
あ
り
最
後
の
登
録
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
。

　

そ
の
山
中
選
手
が
、「
日
本
チ
ー
ム
に
は
、
松
島
と
福

岡
と
い
う
す
ば
ら
し
い
ラ
ン
ナ
ー
が
い
る
か
ら
、
俺
は
引

き
立
て
役
で
い
い
」
と
チ
ー
ム
へ
の
献
身
的
な
プ
レ
ー
に

徹
し
て
い
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

代
表
引
退
か
ら
再
び
戻
っ
て
き
た
リ
ー
チ
選
手
。
代
表

に
選
ば
れ
な
か
っ
た
選
手
た
ち
の
思
い
を
背
負
い
、
何
度

も
タ
ッ
ク
ル
す
る
姿
に
人
々
は
涙
を
流
し
た
。

　

自
分
た
ち
の
数
倍
も
大
き
い
体
格
の
選
手
と
戦
う
日
本

代
表
の
姿
は
、
ま
さ
に
ラ
グ
ビ
ー
憲
章
に
あ
る
全
て
の
品

位
・
結
束
・
情
熱
・
規
律
・
尊
重
を
具
現
化
し
て
い
た
の

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

１ 

ラ
グ
ビ
ー
テ
キ
ス
ト
の
効
用

　

ラ
グ
ビ
ー
テ
キ
ス
ト
を
使
っ
て
授
業
す
る
こ
と
で
、
子

供
た
ち
は
ラ
グ
ビ
ー
が
大
好
き
に
な
り
、
ラ
グ
ビ
ー
の
精

神
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
二
〇
一
九
年
九
月
～
十
一
月

に
掛
け
て
、
四
時
間
に
分
け
て
、
ラ
グ
ビ
ー
テ
キ
ス
ト
を

使
っ
た
授
業
を
し
た
（
小
学
４
年
生
）。
ち
ょ
う
ど
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
期
間
中
だ
っ
た
の
で
、
子
供
た
ち

の
関
心
は
高
く
、
特
に
動
画
が
と
て
も
分
か
り
や
す
く
て
、

ク
ラ
ス
が
熱
狂
し
た
。

　

テ
キ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、

す
ぐ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

の
公
式
動
画
（https://w

w
w
.rugbyw

orldcup.com
/

video?lang=ja

）

の
視
聴
も
行
い
、

最
新
の
試
合
の
結

果
も
振
り
返
る
こ

と
が
で
き
た
。
ト

ラ
イ
の
シ
ー
ン
が

流
れ
る
と
、
歓
声

が
あ
が
っ
た
。
子

供
た
ち
に
も
迫
力

が
十
分
に
伝
わ
っ

た
。

２ 

ラ
グ
ビ
ー
の
精
神
を
学
ぶ

　

ラ
グ
ビ
ー
の
授
業
の
目
的
は
、
単
な
る
ラ
グ
ビ
ー
好
き

の
子
供
を
育
て
る
こ
と
で
は
な
い
。
テ
キ
ス
ト
の
良
い
と

こ
ろ
は
、
ラ
グ
ビ
ー
の
精
神
を
学
べ
る
こ
と
だ
。
指
導
案

も
付
い
て
い
る
の
で
、
そ
の
と
お
り
に
授
業
す
れ
ば
よ
い
。

「
ワ
ン
フ
ォ
ー
オ
ー
ル　

オ
ー
ル
フ
ォ
ー
ワ
ン
」「
ノ
ー

サ
イ
ド
」
を
中
心
に
、「
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
決
断
」「
ア

フ
タ
ー
マ
ッ
チ
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
」「
ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア
ー

ラ
グ
ビ
ー
」
な
ど
様
々
な
こ
と
を
学
べ
、
英
会
話
も
覚
え
、

外
国
人
選
手
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
感
動
す
る
。

　

子
供
た
ち
は
感
想
で
、「
試
合
の
映
像
を
見
て
ク
ラ
ス

が
熱
く
な
り
ま
し
た
」

「
ラ
グ
ビ
ー
選
手
は
勇
敢

だ
な
と
思
っ
た
」「I	like	

rugby.

」「
楽
し
い
思
い

を
さ
せ
て
く
れ
た
ラ
グ

ビ
ー
に
感
謝
し
ま
す
」

「
ラ
グ
ビ
ー
は
世
界
を
盛

り
上
げ
る
す
ご
い
ス

ポ
ー
ツ
で
す
」
な
ど
と

び
っ
し
り
書
く
こ
と
が

で
き
た
。
ラ
グ
ビ
ー
テ

キ
ス
ト
に
感
謝
し
た
い
。

教育レガシーの創造
ラグビー日本代表は、いかにしてベスト８に挑んだのか？
史上初の決勝トーナメント進出という未知の領域へ挑んだ
選手たちの物語。

「ラグビーテキスト」で
ラグビーの精神を学ぶことが
できる
ラグビーテキストは、ラグビー好きの子供を育てると共に、
ラグビーの精神を育てることができる。
ワールドカップが終わっても、まだまだ活用できる。

神奈川県葉山町立葉山小学校 千葉県佐倉市立和田小学校橋
はし

本
もと

 信
しん

介
すけ

小
こ

松
まつ

 和
かず

重
しげ

すぐに追試できる。ラグビーから
すぐに追試できる。ラグビーから

オリンピックへつながる授業・活
動
　

オリンピックへつながる授業・活
動
　

子供の心に響く
　「ラグビー」の
　　　授業・活動

子供の心に響く
　「ラグビー」の
　　　授業・活動
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夏
休
み
、公
的
な
研
修
。
講
師
の
先
生
が
「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
教
育
を
進
め
て
く
だ
さ
い
」
と
言
う
。

　

勤
務
校
で
は
、
何
一
つ
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

山
口
県
の
田
舎
だ
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
国
家
の
大
イ

ベ
ン
ト
だ
。

　

さ
て
、
何
を
す
る
か
？

　

浮
か
ば
な
い
。
い
ろ
い
ろ
と
考
え
る
。

　

そ
う
だ
！　

体
育
館
に
掲
示
す
れ
ば
よ
い
。

　

ま
ず
は
、
世
界
記
録
を
調
べ
る
。
ど
の
競
技
が
い
い
だ

ろ
う
か
？　

子
供
が
見
た
瞬
間
に
、
わ
ぁ
～
す
ご
い
な
ぁ
、

と
感
じ
る
も
の
が
よ
い
。

　

三
つ
の
種
目
に
し
た
。

走
り
幅
跳
び

走
り
高
跳
び

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
走

　

多
く
の
子
供
た
ち
が
知
っ
て
い
る
競
技
で
あ
り
、
体
育

の
授
業
で
し
て
い
る
競
技
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
の
凄
さ
が
、
一
目
で
分
か
る
掲
示
が
で
き
る
。

　

下
の
写
真
の
よ
う
に
、
体
育
館
の
壁
に
テ
ー
プ
、
ラ
ミ

ネ
ー
ト
を
貼
る
。

　

例
え
ば
、
走
り
幅
跳
び
で
は
、
世
界
記
録
八
・
九
五
メ
ー

ト
ル
の
長
さ
の
テ
ー
プ
を
壁
に
貼
る
。
そ
し
て
、「
足
の

裏
が
見
え
る
よ
う
に
跳
び
ま
し
ょ
う
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を

書
く
。

　

例
え
ば
、
走
り
高
跳
び
で
は
、
世
界
記
録
二
・
四
五
メ
ー

ト
ル
の
長
さ
の
テ
ー
プ
を
壁
に
縦
に
貼
る
。
そ
し
て
、「
リ

ズ
ム
良
く
助
走
し
ま
し
ょ
う
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
書
く
。

　

も
ち
ろ
ん
、校
長
に
事
前
に
伝
え
た
。
校
長
か
ら
は
「
ど

ん
ど
ん
や
っ
て
！
」
と
言
わ
れ
た
。
こ
れ
で
良
し
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協
会
か
ら
頂
い
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推

進
校
の
認
定
書
も
体
育
館
に
掲
示
し
た
。

　

そ
し
て
、
次
の
日
。
子
供
た
ち
が
、「
何
だ
ろ
う
」
と
、

掲
示
し
た
壁
に
集
ま
る
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
、
体
育
館

で
の
体
育
は
、
走
り
高
跳
び
で
あ
っ
た
。

「
み
ん
な
、
見
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」

「
こ
れ
が
世
界
記
録
で
す
」

「
二
・
四
五
メ
ー
ト
ル
で
す
」

　

子
供
た
ち
が
歓
声
を
あ
げ

た
。

　

や
ん
ち
ゃ
坊
主
が
同
じ
高

さ
を
跳
ぼ
う
と
、
必
死
に

ジ
ャ
ン
プ
し
て
い
た
。
大
笑

い
が
起
こ
っ
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
す

ご
さ
が
一
目
で
分
か
る
掲
示

物
が
お
薦
め
で
あ
る
。

　

Ｒ
Ｗ
Ｃ
日
本
大
会
一
か
月
前
の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
サ
マ
ー
セ
ミ

ナ
ー
で
、
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
の
授
業
を
し
た
。

　

そ
の
と
き
は
、
授
業
で
紹
介
し
た
日
本
代
表
の
三
人
を
、

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
知
ら
な
か
っ
た
。
し
か

し
三
人
は
、Ｒ
Ｗ
Ｃ
日
本
大
会
の
主
役
と
し
て
大
活
躍
し
た
。

　

そ
の
授
業
を
、
二
学
期
に
入
っ
て
か
ら
、
す
ぐ
に
教
室

で
も
実
施
し
た
。
私
の
ク
ラ
ス
は
、
Ｒ
Ｗ
Ｃ
開
幕
か
ら
閉

幕
ま
で
、
ず
っ
と
ラ
グ
ビ
ー
の
話
題
で
盛
り
上
が
っ
た
。

〈
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
の
授
業
〉
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

　

ラ
グ
ビ
ー
界
で
世
界
へ
の
道
を
開
い
た
三
人
の
日
本
代

表
を
紹
介
し
た
。

　

田
中
史
朗
・
堀
江
翔
太
・
リ
ー
チ
マ
イ
ケ
ル

■
「
田
中
選
手
は
ス
ー
パ
ー
ラ
グ
ビ
ー
の
世
界
に
行
き
ま

す
」

　

田
中
選
手
が
ス
ー
パ
ー
ラ
グ
ビ
ー
 ※
に
行
っ
た
理
由
を

紹
介
し
た
。

「
二
〇
一
一
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
初
出
場
。

日
本
の
戦
績
は
、
二
十
一
対
四
十
七
フ
ラ
ン
ス　

七
対
八

十
三
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド　

十
八
対
三
十
一
ト
ン
ガ　

二

十
三
対
二
十
三
カ
ナ
ダ
。

　

日
本
は
、
二
十
年
以
上
勝
て
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
僕

た
ち
の
責
任
だ
。
二
〇
一
九
年
に
は
、
日
本
で
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
が
あ
る
。
失
敗
す
れ
ば
、
日
本
の
ラ
グ
ビ
ー
は
、

終
わ
っ
て
し
ま
う
。
誰
か
が
世
界
に
出
て
、
日
本
の
ラ
グ

ビ
ー
を
強
く
し
な
け
れ
ば
。
僕
が
や
ろ
う
」

　

感
想
を
聞
い
た
。

「
田
中
選
手
の
頑
張
り
の
お
か
げ
で
、
今
の
日
本
代
表

チ
ー
ム
が
あ
る
ん
だ
と
思
っ
た
」

　

こ
の
後
、
堀
江
翔
太
選
手
、
リ
ー
チ
マ
イ
ケ
ル
選
手
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
く
。
こ
の
二
人
も
、
日
本
の

ラ
グ
ビ
ー
の
た
め
に
、
体
を
張
り
人
生
を
か
け
て
、
様
々

な
課
題
に
タ
ッ
ク
ル
し
、
乗
り
越
え
て
い
っ
て
い
る
。

　

授
業
を
受
け
た
参
加
者
、
ク
ラ
ス
の
子
供
た
ち
は
、
そ

れ
ま
で
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
を
一
つ
の
集
団
と
し
て
認
識

し
て
い
た
。
個
々
の
メ
ン
バ
ー
の
努
力
と
切
り
開
い
て
き

た
道
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
代
表
と
い
う
チ
ー
ム

が
立
体
的
に
な
り
、
親
近
感
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
ラ
グ
ビ
ー
へ
の
思
い
を
＂発
熱
＂
し
、
熱
心
な

サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

い
よ
い
よ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
が
あ
る
。

　

ラ
グ
ビ
ー
（
七
人
制
）
も
種
目
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｒ
Ｗ
Ｃ
で
活
躍
し
た
選
手
も
、
日
本
代
表
と
し
て
エ
ン

ト
リ
ー
さ
れ
て
い
る
。燃
え
上
が
っ
た
熱
を
、オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
更
に
上
昇
さ
せ
、
み
ん
な
で
応
援
し
た
い
。

　

ラ
グ
ビ
ー
熱
を
、
決
し
て
一
過
性
で
終
わ
ら
せ
て
は
い

け
な
い
。
ラ
グ
ビ
ー
だ
け
で
な
く
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
の
生
き
様
を
紹
介
す
る
授
業
を
、

こ
れ
か
ら
作
っ
て
い
き
た
い
。　

体育館に「オリンピック」
コーナーを作ろう
①走り幅跳びの世界記録を、テープで壁に貼る。
②ワンポイントアドバイスを壁に貼る。

ラグビーから連なる
「一生に一度」がまたやってくる
燃えたラグビーワールドカップ（RWC）日本大会。
日本のラグビーをけん引してきた人物を紹介する授業は、
オリンピック東京大会へつながっていく。

山口県下関市立小月小学校 山口県下関市立楢崎小学校林
はやし

 健
たけ

広
ひろ

河
かわ

田
た

 孝
たか

文
ふみ

すぐに追試できる。ラグビーから
すぐに追試できる。ラグビーから

オリンピックへつながる授業・活
動
　

オリンピックへつながる授業・活
動
　

子供の心に響く
　「オリンピック」の
　　授業・活動

子供の心に響く
　「オリンピック」の
　　授業・活動

授業の詳細を紹介する学級通信（全17ページ）をお分けする。
子供の感想も付いているので、ご希望の方は、下記までご連絡いただきたい。
大井隆夫：oioitakao@yahoo.co.jp

※ 

世
界
最
高
峰
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
プ
ロ
ラ
グ
ビ
ー
リ
ー
グ
。
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の

物
語

新
時
代教

科
書
が
変
わ
る

　

そ
の
後
、
各
教
科
主
任
か
ら
、
新
教
科
書

の
編
集
内
容
の
概
要
を
説
明
。
そ
し
て
各
担

任
は
、
次
年
度
担
任
す
る
学
年
の
教
科
書
を

ざ
っ
と
概
観
す
る
。

　

三
時
四
十
分
～
四
時
三
十
分
、
一
斉
作
業

日
。
職
員
室
、
教
材
室
、
理
科
室
、
家
庭
科

室
な
ど
を
整
頓
し
、
不
要
物
品
を
廃
棄
す
る
。

　

五
時
～
七
時
三
十
分
、
私
を
含
め
退
職
、

転
出
す
る
教
職
員
の
送
別
会
。

　

二
〇
一
一
年
三
月
二
十
五
日
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
十
四
日
後
。
そ
し
て
、
私
が
退
職

す
る
六
日
前
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
、

新
教
科
書
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
実
施
し
た
。

　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
へ
の
円
滑
な
実
施

の
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
の
十
全
な
準
備

を
し
て
い
て
も
、
各
教
師
は
新
学
習
指
導
要

領
に
と
ま
ど
い
、
か
な
り
ハ
ー
ド
な
日
々
を

過
ご
す
こ
と
に
な
る
。

　

繰
り
返
す
。
今
の
う
ち
に
で
き
る
だ
け
の

こ
と
を
し
て
お
く
べ
き
だ
。

た
。
だ
か
ら
、
そ
の
教
科
の
趣
旨
を
理
解
す

る
上
で
は
分
か
り
や
す
か
っ
た
。
そ
の
反
面
、

教
科
同
士
の
表
記
が
ば
ら
ば
ら
で
、
分
か
り

に
く
い
と
い
う
短
所
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ

を
統
一
し
て
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

教
師
全
員
が
、
こ
の
基
本
原
則
を
お
さ
え

て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

三 

新
教
科
書
の
研
修

　

教
科
書
も
大
き
く
変
わ
る
。
教
科
書
が
大

幅
に
改
訂
さ
れ
る
の
は
十
年
に
一
度
だ
。
内

容
も
変
わ
る
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
使
い
方

も
変
わ
る
。

　

四
月
か
ら
使
用
す
る
新
教
科
書
に
つ
い
て
、

可
能
な
範
囲
で
事
前
に
研
修
し
て
お
い
た
。

　

泰
明
小
学
校
時
代
の
二
〇
一
一
年
、
三
月

二
十
五
日
（
金
）。

　

修
了
式
終
了
後
、
十
一
時
三
十
分
、
職
員

打
合
せ
。
こ
こ
で
次
年
度
の
職
員
組
織
の
発

表
。
各
教
員
の
担
任
学
年
を
伝
え
る
。

　

昼
食
後
の
午
後
二
時
～
三
時
三
十
分
に
教

科
書
研
修
。
校
長
が
新
教
科
書
の
選
択
的
な

扱
い
、
発
展
的
な
扱
い
、
家
庭
学
習
や
他
教

科
と
の
関
連
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。

編
成
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
言
語
能
力
、
情
報
活
用
能
力
、
問
題
発
見
・

解
決
能
力
等
の
学
習
の
基
盤
と
な
る
資
質
・

能
力
や
、
豊
か
な
人
生
の
実
現
や
災
害
等
を

乗
り
越
え
て
次
代
の
社
会
を
形
成
す
る
こ
と

に
向
け
た
現
代
的
な
諸
課
題
に
対
応
し
て
求

め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
、
教
科
等
横
断
的

な
視
点
に
立
っ
て
育
成
す
る
こ
と
を
規
定
し

て
い
る
」

　

要
約
す
れ
ば
、
必
要
な
「
資
質
・
能
力
」

を
学
校
教
育
全
体
で
育
て
よ
う
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
新
学
習
指
導
要
領
は
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
に
必
要
な
「
資
質
・
能
力
」
を
育
て

る
と
い
う
基
本
方
針
を
定
め
た
。

　

こ
の
一
文
と
と
も
に
、
次
の
項
目
も
重
要

で
あ
る
。

「
各
教
科
等
に
お
い
て
も
、
当
該
教
科
等
の

指
導
を
通
し
て
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
の

育
成
を
目
指
す
の
か
を
、『
知
識
及
び
技
能
』、

『
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
』、『
学
び

に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
』
の
三
つ
の
柱
に

沿
っ
て
再
整
理
し
、
当
該
教
科
等
の
目
標
及

び
内
容
と
し
て
明
確
に
し
て
い
る
」

　

こ
れ
ま
で
の
各
教
科
等
の
目
標
な
ど
は
、

そ
の
教
科
の
特
性
を
踏
ま
え
て
表
記
し
て
い

い
こ
と
す
る
と
鬼
が
来
る
ぞ
」
と
脅
か
す
と

い
い
子
に
な
る
。
一
週
間
ほ
ど
は
効
果
が
あ

る
。

　

男
鹿
半
島
の
な
ま
は
げ
で
威
嚇
さ
れ
た
子

供
は
、
さ
ぞ
か
し
効
果
覿て

き

面め
ん

で
あ
る
に
違
い

な
い
。
節
分
の
鬼
た
ち
も
「
来
訪
神
」
の
資

格
が
あ
り
そ
う
だ
。

　

毎
年
、
成
田
山
新
勝
寺
の
節
分
に
は
、
歌

舞
伎
の
市
川
海
老
蔵
が
登
壇
す
る
。
昨
年
は

長
子
を
同
道
し
て
い
た
。
節
分
会
の
千
両
役

者
は
絵
に
な
る
。

二 

新
し
い
総
則
の
理
解

　

二
月
は
教
育
課
程
編
成
会
議
の
真
っ
最
中
。

教
育
課
程
の
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
既
に
全

面
実
施
に
な
っ
て
い
る
新
し
い
総
則
に
よ
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

新
し
い
総
則
の
解
説
で
は
、
教
育
課
程
の

「
恵
方
巻
」
が
、
ど
う
し
て
「
全
国
区
」
に

な
っ
た
の
か
。
本
来
の
「
豆
ま
き
」
よ
り
も
、

オ
プ
シ
ョ
ン
の
「
恵
方
巻
」
が
な
ぜ
節
分
の

中
心
行
事
に
な
っ
た
の
か
。

　

そ
こ
に
は
、
少
子
高
齢
化
や
居
住
環
境
の

変
化
な
ど
多
く
の
背
景
が
関
係
す
る
。

　

近
年
の
小
学
校
で
は
「
豆
ま
き
」
は
少
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
私
の
担
任
時
代
に
は
、

全
校
集
会
で
豆
ま
き
を
し
た
こ
と
も
あ
る
。

教
員
が
鬼
の
面
を
か
ぶ
り
、
子
供
が
一
斉
に

豆
を
ま
く
。
校
庭
一
杯
の
豆
ま
き
は
迫
力
が

あ
る
。
古
き
良
き
時
代
で
あ
る
。

　

小
学
校
で
は
下
火
に
な
っ
た
豆
ま
き
だ
が
、

幼
稚
園
や
保
育
所
で
は
、
い
ま
だ
変
わ
ら
ぬ

大
き
な
年
中
行
事
で
あ
る
。

　

幼
児
は
、
鬼
の
出
現
に
驚
く
。
悪
い
子
を

懲
ら
し
め
る
と
い
う
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

も
使
え
る
。
節
分
後
の
数
日
間
は
、
鬼
の
話

で
持
ち
切
り
で
あ
る
。
六
歳
の
孫
に
、「
悪

一 

節
分
雑
記

　

静
岡
県
熱
海
の
梅
園
は
、
老
若
男
女
で
に

ぎ
わ
う
。
園
内
で
は
模
擬
店
や
落
語
寄
席
、

大
道
芸
人
の
芸
に
輪
が
で
き
る
。

　

梅
の
季
節
は
寒
い
。
ス
ギ
の
花
粉
も
舞
う
。

だ
か
ら
、
花
見
の
よ
う
に
地
べ
た
に
座
る
人

は
ま
ず
い
な
い
。
長
く
滞
留
し
な
い
の
が
梅

見
客
の
作
法
。
酔
客
は
皆
無
で
あ
る
。

　

一
月
中
旬
か
ら
各
店
に
掲
示
さ
れ
た
「
恵

方
巻
」
の
ポ
ス
タ
ー
。
毎
年
、
恵
方
巻
ビ
ジ

ネ
ス
が
進
化
す
る
。

　

東
京
東
部
の
駅
前
ス
ー
パ
ー
、
十
数
種
の

恵
方
巻
。「
細
巻
き
の
恵
方
巻
」
ま
で
あ
る
。

何
の
こ
と
は
な
い
。
た
だ
の
か
ん
ぴ
ょ
う
の
、

細
巻
き
で
あ
る
。

　

私
は
、こ
の
数
年
、「
社
会
的
事
象
の
意
味
」

の
事
例
と
し
て
、
恵
方
巻
を
取
り
上
げ
る
。

　

関
西
発
で
、
し
か
も
近
年
復
活
さ
せ
た
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オピニオ
ン　　　

教育界で
起こって

いること今

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
授
業
プ
ラ
ン
（
そ
の
６
）

日
本
が
海
外
の
水
力
発
電
所
建
設
を
支
援
す
る
場
面
。
実
際
の
事
例
を
基
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
視
点
を

活
用
し
な
が
ら
、「
開
発
」
に
つ
い
て
の
プ
ラ
ス
面
と
マ
イ
ナ
ス
面
を
考
え
さ
せ
る
。

「
価
値
判
断
」
を
問
う
「
規
範
的
な
知
識
」
を
意
識
さ
せ
る
授
業
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
お
金
を
、
す

ぐ
に
用
意
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

日
本
の
銀
行
に
貸
し
て
も
ら
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

あ
な
た
が
銀
行
の
人
な
ら
お
金
を
貸

し
ま
す
か
？

　

お
金
は
た
っ
ぷ
り
あ
っ
て
、
貸
す
こ
と
自

体
は
難
し
く
な
い
と
仮
定
す
る
。

「
貸
す
」
と
い
う
子
も
い
れ
ば
「
貸
さ
な
い
」

「
難
し
い
」
な
ど
と
い
う
子
も
い
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
際
、
大
切
な
の
は
次
の
点
で
あ
る
。

　

ど
の
よ
う
な
条
件
な
ら
貸
す
の
か
。

「
返
し
て
く
れ
る
か
ど
う
か
」
の
よ
う
な
意

見
も
出
る
だ
ろ
う
が
、
ポ
イ
ン
ト
は
先
ほ
ど

示
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
で
あ
る
。

　

ど
の
よ
う
な
意
見
が
子
供
た
ち
か
ら
出
れ

ば
、
授
業
は
成
功
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。

（
つ
づ
く
）

ん
な
が
便
利
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

②
隣
の
国
に
電
気
を
売
っ
て
も
う
か
る

の
で
は
な
い
か
。

③
建
設
す
る
の
に
お
金
が
た
く
さ
ん
掛

か
る
の
で
は
な
い
か
。

④
ダ
ム
を
造
っ
た
ら
自
然
が
破
壊
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
。

⑤
ダ
ム
を
造
る
と
、
そ
こ
に
住
ん
で
い

た
人
た
ち
の
家
が
水
に
沈
む
っ
て
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
意
見
を
一
通
り
出
さ
せ
、
全
て

褒
め
る
。
出
た
中
か
ら
「
お
金
が
掛
か
る
の

で
は
な
い
か
」
と
い
う
意
見
を
取
り
上
げ
る
。

　

建
設
に
掛
か
る
費
用
は
幾
ら
ぐ
ら
い

だ
と
思
い
ま
す
か
？

　

こ
の
予
想
は
当
て
ず
っ
ぽ
う
に
な
る
。
一

～
二
名
に
出
さ
せ
た
ら
、
す
ぐ
に
答
え
を
教

え
る
。

　

約
一
〇
六
七
億
七
七
七
七
万
円

　

そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
問
う
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
既
に
教
え
て
あ
る
と
、
こ
の

よ
う
な
話
し
合
い
で
は
と
て
も
便
利
だ
。

様
々
な
社
会
事
象
に
つ
い
て
、
こ
う
し
て
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
を
基
に
考
え
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。

①
電
気
が
た
く
さ
ん
で
き
る
か
ら
、
み

と
呼
ば
れ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

　

こ
の
ラ
オ
ス
に
、
新
し
い
水
力
発
電

所
を
造
り
ま
す
。
そ
の
お
手
伝
い
を
日

本
が
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２　
水
力
発
電
所
の
プ
ラ
ス
面
と
マ
イ
ナ
ス
面

　

ど
ん
な
、
プ
ラ
ス
面
と
マ
イ
ナ
ス
面

が
あ
り
そ
う
で
す
か
。

　

話
し
合
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
十
七
の
ゴ
ー
ル
を
話
し
合
い

の
目
安
と
し
て
提
示
す
る
。
予
想
で
い
い
。

い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
る
だ
ろ
う
。

１　

ラ
オ
ス
に
水
力
発
電
所
を
造
ろ
う

　

ラ
オ
ス
を
地
図
で
探
し
ま
し
ょ
う
。

　

ベ
ト
ナ
ム
と
タ
イ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
挟
ま

れ
た
細
長
い
国
ラ
オ
ス
。

　

ラ
オ
ス
と
言
わ
れ
て
も
、
子
供
た
ち
は
よ

く
分
か
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

地
図
で
見
付
け
た
ら
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

ラ
オ
ス
に
は
メ
コ
ン
川
と
い
う
大
き

な
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
水
を
生

か
し
た
「
水
力
発
電
」
が
盛
ん
で
す
。

　

隣
の
国
に
も
電
気
を
輸
出
し
て
い
る

の
で
、「
東
南
ア
ジ
ア
の
バ
ッ
テ
リ
ー
」

本誌編集長

谷
たに

 和
かず

樹
き
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向山洋一が教育界に創ってきたもの 全
て
の
子
供
に
学
力
を
保
障
す
る
ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
の
誕
生

「
ど
の
教
師
が
指
導
し
て
も
子
供
に
力
が
付
く
ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
」
の
誕
生
が
、

授
業
の
質
を
向
上
さ
せ
た
。

松ま
つ

藤ふ
じ 

司つ
か
さ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

教
師
と
子
ど
も
の
支
援
活
動

理
事
長

「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
」
を
使
っ
た
テ
ス
ト

で
は
、
同
じ
問
題
を
二
回
行
う
。
た
だ
し
、
二

回
目
は
一
回
目
の
漢
字
テ
ス
ト
で
間
違
っ
た
漢

字
だ
け
を
行
う
。

　

間
違
っ
た
漢
字
だ
け
行
う
か
ら
、
子
供
は
練

習
し
て
く
る
の
だ
。「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
」

を
続
け
て
使
っ
て
い
る
と
、
や
が
て
、
全
員
が

一
〇
〇
点
を
取
れ
る
よ
う
に
な
る
。

「
あ
か
ね
こ
計
算
ス
キ
ル
」
で
は
、
二
問
コ
ー

ス
、五
問
コ
ー
ス
、十
問
コ
ー
ス
の
中
か
ら
コ
ー

ス
を
選
択
で
き
る
。
ど
の
コ
ー
ス
を
選
ん
で
も
、

全
問
正
解
だ
と
一
〇
〇
点
で
あ
る
。
ま
た
、
ど

の
コ
ー
ス
を
選
ん
で
も
、
き
ち
ん
と
力
が
付
く

よ
う
に
で
き
て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
や
る

気
を
起
こ
さ
せ
る
。や
が
て
、全
員
が
十
問
コ
ー

ス
を
選
ぶ
よ
う
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
向
山
洋
一
氏
が
開
発
し
た
教

材
に
は
、
一
人
で
解
決
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
あ

り
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
が
や
る
気
を
起
こ
さ
せ
る
。

　

教
師
の
中
に
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
教
材
に
目
を
通

し
て
か
ら
授
業
に
入
る
教
師
も
い
る
。

　

子
供
に
と
っ
て
も
教
師
に
と
っ
て
も
快
適
な

教
材
な
の
で
あ
る
。

「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
」（
光
村
教
育
図
書
）

が
登
場
す
る
ま
で
の
教
材
の
多
く
は
、
ど
の
教

材
会
社
も
「
漢
字
ド
リ
ル
」
で
あ
っ
た
。

　

漢
字
ド
リ
ル
に
は
簡
単
な
使
い
方
が
書
か
れ

て
い
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
教
師
は
読
ま
な
か
っ

た
。
ド
リ
ル
は
主
に
宿
題
と
し
て
使
わ
れ
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。

　

教
師
は
、
家
で
宿
題
を
す
る
子
供
の
こ
と
を

想
像
し
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　

そ
の
た
め
、
翌
日
宿
題
を
忘
れ
て
く
る
子
供

の
苦
悩
を
知
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
や
ら
な
い

の
は
子
供
が
怠
け
て
い
る
か
ら
だ
。
あ
の
子
は

い
つ
も
や
っ
て
来
な
い
。
や
る
気
が
な
い
子
だ

と
決
め
付
け
て
い
た
。
ド
リ
ル
は
子
供
の
学
力

を
固
定
し
、
や
る
気
を
奪
う
教
材
で
し
か
な

か
っ
た
。

「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
」
の
登
場
で
、
教
師

の
子
供
観
は
一
変
し
た
。「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス

キ
ル
」
を
使
う
ま
で
漢
字
を
覚
え
る
の
が
苦
手

だ
っ
た
子
が
、
覚
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
は
「
ゆ
び
書
き
↓
な
ぞ
り
書
き
↓
う
つ

し
書
き
」
と
い
う
ス
テ
ッ
プ
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

鉛
筆
で
は
筆
順
ど
お
り
に
書
け
な
い
子
も
、
ゆ

び
書
き
か
ら
入
れ
ば
覚
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

た
最
初
が
「
あ
か
ね
こ
」
シ
リ
ー
ズ
で
あ

る
。
最
初
明
治
図
書
の
教
材
の
責
任
者
に

持
ち
込
ん
だ
が
、「
法
則
化
の
世
話
に
は

な
ら
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
断
片
的
に

こ
と
わ
ら
れ
た
の
で
光
村
か
ら
出
る
こ
と

に
な
っ
た
。

「
あ
か
ね
こ
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
は
じ
め
て

「
ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
」
を
意
識
し
た
、
学
校

用
教
材
な
の
で
あ
る
。

　

単
価
は
十
円
高
か
っ
た
。そ
の
た
め
「
し

ぶ
る
方
」
も
い
た
。
事
実
、十
円
高
い
の
で
、

最
初
は
緩
や
か
な
広
が
り
だ
っ
た
。

　

し
か
し
「
学
力
が
つ
く
」
と
い
う
効
果

が
絶
大
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
教
師
は
、

次
々
と
採
用
し
た
。「
落
ち
こ
ぼ
れ
」「
や

ん
ち
ゃ
」
が
、「
あ
か
ね
こ
」
で
救
わ
れ

た
と
い
う
教
師
は
多
い
。

　

こ
れ
ま
で
に
四
千
万
冊
も
出
て
お
り
、

い
く
つ
か
の
県
で
は
半
分
以
上
の
教
師
が

採
用
し
て
い
る
。

　

教
師
に
と
っ
て
「
楽
」
で
あ
り
「
学
力
」

が
つ
く
の
で
、
広
が
る
の
だ
。

　

こ
れ
ま
で
の
「
ド
リ
ル
」
教
材
に
は
、

ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
は
な
い
。

　

ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
と
は
、
活
用
方
法
、
使

い
方
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、薬
を
服
用
す
る
と
き
「
朝
、昼
、

晩
食
後
一
錠
ず
つ
」
が
、
こ
れ
に
あ
た
る
。

　

使
い
方
を
無
視
し
て
、「
一
日
に
一
回
、

三
錠
ず
つ
」
と
か
、「
気
が
向
い
た
時
に

一
錠
ず
つ
」
と
か
服
用
す
れ
ば
、
効
果
が

あ
る
ど
こ
ろ
か
、
時
と
し
て
、
重
大
な
害

を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
る
。

　

教
材
の
世
界
に
「
ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
」
と

い
う
考
え
を
持
ち
込
ん
だ
の
は
私
で
あ
る
。

　

私
は
三
十
年
昔
、
進
研
ゼ
ミ
小
学
校
講

座
の
全
学
年
、
全
教
科
を
改
定
す
る
チ
ー

ム
の
責
任
者
に
な
っ
た
。

　

企
画
チ
ー
ム
は
二
十
名
ぐ
ら
い
、
別
に

ラ
イ
タ
ー
の
先
生
が
百
名
ほ
ど
い
た
。
筑

波
大
附
属
小
と
か
東
京
学
芸
大
附
属
小
と

か
千
葉
大
附
属
小
な
ど
の
先
生
方
で
あ
る
。

　

私
は
「
自
分
一
人
で
学
習
し
て
、
公
立

高
校
に
入
学
で
き
る
学
力
を
保
障
す
る
」

と
い
う
目
的
を
立
て
た
。

　

分
析
批
評
、
暗
唱
な
ど
の
教
材
も
と
り

入
れ
た
。

　

そ
の
時
「
学
力
を
保
障
す
る
た
め
に
は

ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
が
、
絶
対
に
必
要
だ
」
と

考
え
た
の
だ
。

　

ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
で
「
勉
強
の
や
り
方
」、

そ
れ
も
「
最
高
の
勉
強
の
や
り
方
」
を
、

身
に
つ
け
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
頃
か
ら
、
進
研
ゼ
ミ
小
学
校
講
座

の
会
員
は
急
上
昇
を
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。

　

こ
の
考
え
を
、
学
校
用
教
材
に
適
用
し

　

あ
れ
は
「
宿
題
」
や
「
自
習
」
用
の
、「
丸

投
げ
教
材
」
な
の
で
あ
る
。
教
師
が
「
や
っ

た
ふ
り
」
を
す
る
「
手
抜
き
教
材
」
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
。

　

私
は
断
言
す
る
が
、
宿
題
で
い
く
ら
ド

リ
ル
を
出
し
て
も
、
学
力
は
つ
か
な
い
。

　

か
つ
て
私
が
担
任
し
た
ク
ラ
ス
の
前
担

任
は
、
毎
日
漢
字
、
計
算
の
ド
リ
ル
を
宿

題
に
し
て
、
毎
日
き
び
し
く
点
検
し
て
い

た
。

　

担
任
し
た
は
じ
め
の
日
に
、
実
態
調
査

テ
ス
ト
を
し
た
ら
、
平
均
点
が
五
十
点
ぐ

ら
い
。
十
点
し
か
と
れ
な
い
子
が
十
人
も

い
た
。

　

学
力
は
、
授
業
で
つ
く
の
で
あ
る
。

　

毎
日
五
分
程
で
い
い
。
授
業
中
に
、
担

任
が
正
し
い
使
い
方
で
活
用
す
れ
ば
、
学

力
は
急
上
昇
す
る
。

「
算
数
テ
ス
ト
ク
ラ
ス
平
均
九
十
点
以
上
」

は
、
ど
ん
な
ク
ラ
ス
で
も
可
能
な
の
で
あ

る
。

（『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
誌

　

№ 

３
８
６　

明
治
図
書
）

向
山
論
文
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１ 

三
年
生　

社
会
科　

昔
の
く
ら
し

　

学
校
の
図
書
室
で
、「
昔
の
く
ら
し
」
に
つ

い
て
の
本
を
数
冊
選
ん
だ
。
中
に
は
次
の
イ
ラ

ス
ト
が
あ
っ
た
。

・
百
年
前
の
居
間
の
様
子

・
五
十
年
前
の
居
間
の
様
子

・
現
在
の
居
間
の
様
子

　

ど
の
小
学
校
に
も
こ
の
手
の
本
は
必
ず
あ
る
。

　

ま
ず
、
百
年
前
の
居
間
の
様
子
を
表
し
た
イ

ラ
ス
ト
の
コ
ピ
ー
を
配
付
し
て
、
ど
ん
な
道
具

が
あ
る
か
列
挙
さ
せ
た
。

　

か
ま
ど
、
た
ら
い
、
囲
炉
裏
な
ど
の
昔
の
道

具
が
次
々
と
出
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
を
青
色
の
小
さ
な
付
箋
紙
に
、
一
枚

に
つ
き
一
つ
の
道
具
名
を
書
か
せ
て
い
っ
た
。

　

次
に
、「
こ
れ
ら
の
道
具
は
五
十
年
経
つ
と

ど
の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
」
と
問
う
た
。
様
々

に
予
想
を
立
て
さ
せ
た
後
に
、
五
十
年
前
の
居

間
の
様
子
を
表
し
た
イ
ラ
ス
ト
を
コ
ピ
ー
し
た

資
料
を
配
付
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
黄
緑
色
の
付
箋
紙
に
、
同
じ
く

一
枚
に
つ
き
一
つ
の
道
具
名
を
書
か
せ
て
い
っ

た
。

　

次
に
、「
こ
れ
ら
の
道
具
は
、
今
ど
う
な
っ

て
い
る
の
で
す
か
」
と
問
う
た
。
予
想
を
さ
せ

た
後
に
、
現
在
の
居
間
の
様
子
を
表
し
た
コ

ピ
ー
を
配
付
し
た
。
こ
こ
で
は
、
緑
色
の
付
箋

紙
に
書
か
せ
た
。

　

つ
ま
り
、

百
年
前
の
居
間
の
様
子
⋮
⋮
青
色

　

そ
れ
が
で
き
た
ら
、「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
」
一

枚
に
貼
ら
せ
て
い
っ
た
。
こ
の
活
動
を
、
子
供

た
ち
は
、
と
て
も
活
発
に
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
、ほ
か
の
本
で
も
調
べ
さ
せ
て
、様
々

な
セ
ッ
ト
を
数
多
く
作
ら
せ
た
。
三
色
の
付
箋

紙
の
セ
ッ
ト
が
で
き
る
た
び
に
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ

モ
」
を
取
り
に
来
さ
せ
た
が
、
列
は
途
切
れ
る

こ
と
な
く
、
子
供
た
ち
は
、
次
々
と
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
メ
モ
」
を
取
り
に
来
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

3 

似
た
も
の
で
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
る

　

さ
ら
に
、
で
き
た
メ
モ
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に

分
け
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
台
所
道
具
、
服
、

乗
り
物
な
ど
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
そ
れ
ら
の
メ
モ
を
一
覧
し
て
、

「
結
局
、
道
具
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生

活
は
ど
う
な
っ
た
の
で
す
か
」

と
問
う
た
。

　

答
え
は
「
便
利
に
な
っ
た
」
で
あ
る
。

　

一
言
で
「
便
利
」
と
い
っ
て
も
、
具
体
的
に

様
々
な
違
い
が
あ
る
。
例
え
ば
「
時
間
が
短
く

な
っ
た
」
と
い
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、「
作
業
が

簡
単
に
な
っ
た
」
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
動
く

と
き
の
速
さ
が
増
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
道
具
の
場
合
に
「
ど
の
よ
う
に
便

利
に
な
っ
た
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
メ
モ
に
書

か
せ
て
い
っ
た
。

五
十
年
前
の
居
間
の
様
子
⋮
⋮
黄
緑
色

現
在
の
居
間
の
様
子
⋮
⋮
緑
色

と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
色
の
付
箋
紙

に
書
か
せ
た
わ
け
で
あ
る
。

２ 

三
つ
の
色
を
組
み
合
わ
せ
た 

 
 

メ
モ
を
作
る

　

次
に
、
百
年
前
、
五
十
年
前
、
現
在
と
道
具

の
変
遷
を
考
え
さ
せ
て
、
そ
れ
を
セ
ッ
ト
に
さ

せ
た
。

　

例
え
ば
洗
濯
板
な
ら
ば
、

　

洗
濯
板
↓
二
槽
式
洗
濯
機
↓
全
自
動
洗

濯
機

と
な
る
。

　

そ
の
と
き
に
、

「
三
色
の
付
箋
が
そ
ろ
う
よ
う
に
セ
ッ
ト
を
作

り
な
さ
い
」

と
指
示
を
し
た
。

概
念
づ
く
り
の
思
考
ツ
ー
ル
活
用
法

手
順
①　

三
色
の
付
箋
紙
の
セ
ッ
ト
を
作
る
。

手
順
②　

同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
分
け
る
。

手
順
③　

共
通
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
考
え
る
。

三
つ
の
手
順
で
、
多
く
の
事
例
か
ら
一
つ
の
概
念
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

TOSSノート、TOSSメモ、
ジャンボ ホワイト・TOSSノートを使った
プログラミング的思考法

TOSSノート、TOSSメモ、
ジャンボ ホワイト・TOSSノートを使った
プログラミング的思考法

子供の
情報活用術

100年前の道具

50年前の道具

今の道具
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TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

クラス全員が熱中するこの教材！クラス全員が熱中するこの教材！

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

マ
ス
目
付
き
「
正
進
社
ワ
ー
ク
テ
ス
ト
」
で

子
供
が
笑
顔
に
な
る

テ
ス
ト
が
嫌
い
だ
っ
た
Ａ
君
が
満
点
を
取
っ
た
。

優
れ
た
教
材
は
、
子
供
に
自
信
を
付
け
る
。

竹た
け

原は
ら 

孝こ
う

太た

朗ろ
う

静
岡
県
裾
野
市
立
西
小
学
校

「
テ
ス
ト
俺
嫌
い
。
や
ら
な
い
」

　

担
任
し
た
Ａ
君
の
様
子
で
あ
る
。

今
ま
で
の
失
敗
経
験
で
テ
ス
ト
は

「
や
っ
て
も
で
き
な
い
。
分
か
ら
な

い
」
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
テ
ス
ト

の
間
は
寝
る
時
間
に
な
っ
て
い
た
。

「
こ
の
テ
ス
ト
な
ら
で
き
る
！
」
と

励
ま
し
、「
正
進
社
ワ
ー
ク
テ
ス
ト
」

を
渡
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
渡
し
た
だ

け
で
は
や
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

問
題
の
解
き
方
を
教
え
な
が
ら
一
緒

に
や
っ
て
い
っ
た
。
問
題
を
解
い
て

い
く
と
、「
文
字
が
決
ま
っ
て
い
る
か

ら
簡
単
だ
。自
分
で
や
っ
て
み
る
」
と

言
い
、
Ａ
君
が
自
分
で
解
き
始
め
た
。

　

マ
ス
目
付
き
の
た
め
、
問
題
文
を

見
れ
ば
答
え
を
見
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
。
今
ま
で
の
テ
ス
ト
で
は
、

何
を
聞
か
れ
て
い
る
か
理
解
で
き
ず

問
題
が
解
け
な
か
っ
た
。
テ
ス
ト
嫌

い
の
原
因
は
こ
こ
に
あ
っ
た
。

　

そ
の
場
で
丸
付
け
を
し
た
。
全
問

正
解
で
一
〇
〇
点
だ
っ
た
。

「
す
ご
い
！　

一
〇
〇
点
！
」
と
力

強
く
褒
め
た
。
す
る
と
Ａ
君
は
に
こ

に
こ
し
な
が
ら
そ
の
テ
ス
ト
を
握
り

し
め
「
お
母
さ
ん
に
見
せ
る
！
」
と

言
っ
て
帰
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
の
後
の
テ
ス
ト
は
、
今
ま
で
の

こ
と
が
う
そ
だ
っ
た
か
の
よ
う
に
、

進
ん
で
自
分
で
解
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
テ
ス
ト
で
Ａ
君
は
自
信
を
付

け
た
。
そ
の
後
も
学
習
に
意
欲
的
に

取
り
組
む
よ
う
に

な
っ
た
。
テ
ス
ト
一

つ
で
こ
こ
ま
で
子
供

は
変
わ
る
の
か
と
実

感
し
た
瞬
間
だ
っ
た
。

『教育トークライン』
教育技術研究所
タイアップ企画！

&TOSSオリジナル教材ウェブサイトの
「タイアップ企画」からご注文ください。
関連商品のプレゼントなど、様々な特典
をご用意しております。１、２、３月号
でご紹介する商品は、下記の３か月間
ずっとご注文いただけます。
早めの準備をしたい方や、短い期間では
忙しくてつい買いそびれてしまう方にも
安心してお買い求めいただけます。
『教育トークライン』誌とともに、“クラス
全員が熱中する教材”もぜひご利用ください。

【お申込み方法】
各商品の下に記載されているパスワードを、
TOSSオリジナル教材ウェブサイトのタイアップ商
品ページにある限定コードの枠に半角英数字でご入
力ください。
※パスワードには有効期間がございますので、ご
　注意ください。

２月号で紹介！
五色百人一首読み上げCD　3,000円（税込）
１回のご注文につき「五色百人一首下敷き」
をプレゼント！　パスワード：bh3q9q

１月号で紹介！
五色百人一首
　スタートキット 2,000円（税込）
　取り札 1,000円（税込）
　読み札 1,000円（税込）

TOSSオリジナル教材
https://www.tiotoss.jp/

３月号で紹介！
語呂合わせで、完全マスター！
五色百人一首
　４巻セット　7,040円（税込）
　各巻　　　　1,760円（税込）

※消費増税などの影響で、期間中に値上げする可能
性がございます。何とぞ、ご承知おきください。

１回のご注文につき「五色百人一首シール（非売品）」
をプレゼント！　パスワード：mmj429

１回のご注文につき「五色百人一首きんちゃく袋」
をプレゼント！　パスワード：ebmxi2

期間：2019年12月15日～2020年3月14日

「
五
色
百
人
一
首
　
読
み
上
げ
Ｃ
Ｄ
」

（
教
育
技
術
研
究
所
）
で
、
五
色
百
人
一
首

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
そ
う
！

子
供
た
ち
は
強
い
。
そ
れ
が
分
か
る
か
ら
こ
そ
、

力
強
く
褒
め
ら
れ
る
。

青あ
お

木き 

翔し
ょ
う

平へ
い

愛
知
県
名
古
屋
市
立
東
桜
小
学
校

　

国
語
の
時
間
。
休
み
時
間
を
終
え

る
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
り
、
教
室
へ
戻
る

と
五
色
百
人
一
首
の
準
備
が
さ
れ
て

い
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
教
師
の
教
室
で
は

よ
く
見
ら
れ
る
風
景
で
あ
ろ
う
。
教

室
へ
入
る
と
同
時
に
「
ご
用
意
よ
け

れ
ば
空
札
一
枚
」
と
言
え
ば
、
全
員

が
一
気
に
授
業
モ
ー
ド
で
あ
る
。

　

普
段
は
教
師
が
札
を
読
む
の
で
あ

る
が
、「
読
み
上
げ
Ｃ
Ｄ
」
が
あ
る

と
い
つ
も
と
違
う
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
出
せ
る
。

「
読
み
上
げ
Ｃ
Ｄ
」
を
使
う
と
、
教

師
も
五
色
百
人
一
首
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
子
供
た
ち
は
本
当
に

強
い
。
対
戦
し
て
み
る
と
そ
れ
が
よ

く
分
か
る
。
ど
の
子
と
戦
っ
て
も
ほ

と
ん
ど
勝
て
な
い
。
教
師
が
挑
戦
す

る
か
ら
こ
そ
子
供
の
凄
さ
や
子
供
の

努
力
が
分
か
り
、
よ
り
具
体
的
に
実

感
を
込
め
て
褒
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

私
は
ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
に
「
読
み
上
げ
Ｃ

Ｄ
」
の
音
声
を
入
れ
て
い
る
。
こ
の

ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
を
子
供
が
休
み
時
間
に
操

作
し
、
自
分
た
ち
で
練
習
し
て
い
る
。

ラ
ン
ダ
ム
再
生
に
し
て
、
何
度
も
対

戦
す
る
の
だ
。

　

ク
ラ
ス
以
外
だ
と
、「
昔
遊
び
ク

ラ
ブ
」
で
も
「
読
み
上
げ
Ｃ
Ｄ
」
を

活
用
し
て
い
る
。
教
師
が
一
緒
に
行

う
こ
と
で
、
子
供
た
ち
は
燃
え
る
。

先
生
に
勝
っ
て
や
ろ
う
！　

負
け
る

も
ん
か
！　

と
挑
戦
し
て
く
る
。
こ

れ
は
「
読
み
上
げ
Ｃ
Ｄ
」
が
あ
る
か

ら
こ
そ
で
き
る
方
法
で
あ
る
。
ぜ
ひ
、

「
読
み
上
げ
Ｃ
Ｄ
」
を
使
い
、
子
供

た
ち
の
強
さ
を
体
感
し
て
み
る
こ
と

を
お
勧
め
す
る
。

トークライン
読者限定
お得情報!!

くわしくは、下を
ご覧ください。

　

学級をきれいに閉じる
いつまでも子供の後ろ髪を引っ張らない。潔く。

コンテンツ：「終業式の日にも、指名なし発表をさせよう」（旧TOSSランド№ 2175327）

石
いし

坂
ざか

 陽
あきら

石川県金沢市立千坂小学校

　かつて、４年生を担任したとき。修了式の日にクラスの大半が号泣した。そのことをセミナー
で紹介したときに、向山洋一氏から「そんな貧相な実践をしているんじゃない。泣かせよう
と思えば泣かせられる。いつまでも子供の後ろ髪を引っ張ってはいけない」と指導していた
だいた。私は独りよがりだったのである。学年の終わりは、次の学年へバトンを渡すために、
きれいに学級を閉じなければならない。その学級での１年間より、その後の人生の方が圧倒
的に長いのである。したがって、「子供たちの意識がその後に向くようにさせること」が大切
なのだ。TOSSランドに、「終業式の日にも、指名なし発表をさせよう」というコンテンツが
ある。修了式の日であっても、いつもと同じように淡々と授業をする。子供を鍛える。そして、
次の学年へとつなぐ。このようなことを実践に移すためのヒントが満載である。今年も修了
式は、きれいに学級を閉じる。

TOSSランド	 https://land.toss-online.com/（旧TOSSランド　http://www.tos-land.net/）
	 ※TOSSランドは2020年1月11日にリニューアルオープンしました。

TOSSランド
を活用した授業実践報告
TOSSランド
を活用した授業実践報告
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授業が激変！ TOSS指導法最前線

デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説

プリントは、デジタル・
トークラインからダウン
ロードできます。

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　https://tosshoken.com/

保
護
者
が
学
校
に
来
て
、
学
級
の
子
供
を

叱
責
す
る
こ
と
が
あ
る
場
合
、
ど
の
よ
う
に

対
応
す
れ
ば
よ
い
か

 教師必読！  トラブルに巻き込まれないための予備知識 

　

小
学
一
年
生
の
保
護
者
が
、
自

分
の
子
供
に
対
す
る
い
じ
め
を
気

に
し
て
学
校
に
来
ま
す
。
校
長
は
、

「
い
つ
で
も
学
校
に
来
て
い
い
」
と

保
護
者
に
話
し
て
い
る
の
で
す
。

子
供
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た

と
き
な
ど
に
は
、
相
手
の
子
供
を

直
接
叱
責
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

教
育
基
本
法
第
一
三
条
に
よ
れ
ば
、

学
校
と
家
庭
は
連
携
及
び
協
力
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
家
庭
の
代

表
者
で
も
あ
る
保
護
者
と
は
、
教
育
の

た
め
に
連
携
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
ど
の
よ
う
な
連
携
を
す
る

か
に
つ
い
て
は
法
律
上
明
確
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
学
校
の
管
理
権
限
を

有
し
て
い
る
「
校
長
が
保
護
者
と
の
連

携
の
内
容
を
決
定
す
る
」
こ
と
に
な
り

ま
す
。
今
回
は
、
校
長
が
「
い
つ
で
も

学
校
に
来
て
よ
い
」
と
決
め
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
適
法
な
決
定
と
言
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
学
校
に
よ
る
教
育
に
は
一

定
時
間
、
一
定
の
空
間
に
お
い
て
子
供

ら
を
管
理
す
る
側
面
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

学
校
は
「
子
供
た
ち
の
安
全
を
は
か
る

義
務
」
を
負
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
今
回
の
保
護
者
に
よ
る

ほ
か
の
子
供
へ
の
叱
責
が
過
度
な
も
の

に
な
る
場
合
に
は
、
学
校
は
叱
責
し
て

い
る
保
護
者
に
対
し
、
や
め
る
よ
う
に

注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
く
な
り
ま
す
。

　

次
回
の
事
件
例
。
回
答
は
次
号
。

　

昨
年
度
、
い
じ
め
が
あ
り
、
被

害
側
の
保
護
者
が
激
高
し
て
、
学

校
に
怒
鳴
り
こ
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
当
事
者
の
子
供
同
士

を
学
校
で
は
関
わ
ら
せ
な
い
と
約

束
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
新
年
度
、
被
害
側
の
子
供

が
加
害
側
の
子
供
に
ト
イ
レ
で
話

し
掛
け
ら
れ
た
の
で
す
。

　

激
高
し
た
保
護
者
か
ら
電
話
が

掛
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ど
う
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。

copy free

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い 

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
中な

か
　た
に谷 

康や
す
　ひ
ろ博

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

イラスト：木村 雄介

不
登
校
に
真
正
面
か
ら

向
き
合
う
実
践
記
録
②

不
登
校
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
知
り
、

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
対
応
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

で
き
る
だ
け
早
い
予
防
介
入
を
す
る
。

原は
ら

田だ 

朋と
も

哉や

大
阪
府
池
田
市
立
秦
野
小
学
校

４ 

不
登
校
対
策

　

不
登
校
対
策
と
し
て
、

①
予
防
支
援

②
早
期
発
見
早
期
支
援

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

①
予
防
支
援

　

危
険
因
子
を
減
ら
し
、
保
護
因
子

を
増
や
す
。

②
早
期
発
見
早
期
支
援

　

危
険
因
子
が
多
く
、
保
護
因
子
が

少
な
い
子
供
が
リ
ス
ク
児
（
リ
ス
ク

家
庭
）
と
な
る
。
不
登
校
の
初
期
も

含
め
て
、
そ
う
し
た
子
供
の
危
険
因

子
を
減
ら
し
、
保
護
因
子
を
増
や
し

た
り
強
め
た
り
す
る
こ
と
で
、
減
ら

す
こ
と
が
で
き
る
。

＊
危
険
因
子
・
保
護
因
子
に
関
し
て

は
、「
子
ど
も
み
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
Vo.
１
を

参
照

（http://w
w
w
.kodom

o-m
inna.

jp/m
w
bhpw

p/w
p-content/

uploads/N
ew

sletter2016
0822.pdf

）

児
童
生
徒
個
人
の
要
因
が
リ
ス
ク
と

な
る
傾
向
が
強
く
見
ら
れ
た
。

　

登
校
の
問
題
は
い
じ
め
被
害
と
も

関
連
し
て
い
て
、
い
じ
め
被
害
体
験

は
登
校
問
題
の
危
険
因
子
と
な
っ
て

い
た
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
用

時
間
が
長
い
こ
と
も
登
校
問
題
と
関

連
し
て
い
た
。

　

不
登
校
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、

こ
の
危
険
因
子
を
減
ら
し
、
保
護
因

子
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
。

３ 

登
校
問
題
の
保
護
因
子

　

保
護
因
子
と
し
て
は
、
世
帯
収
入

が
多
い
こ
と
、
母
親
の
教
育
歴
が
高

い
こ
と
、
両
親
の
年
齢
が
高
い
こ
と
、

学
習
塾
に
通
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

家
庭
背
景
に
関
す
る
因
子
が
多
く
特

定
さ
れ
た
。

　

ま
た
、「
友
達
の
人
数
が
多
い
」

と
回
答
し
て
い
る
こ
と
、
児
童
生
徒

と
保
護
者
に
つ
い
て
は
「
学
校
風
土

が
良
い
」
と
回
答
し
て
い
る
こ
と
も
、

保
護
因
子
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

ら
、
小
学
校
（
二
八
・
〇
％
）
中
学

校
（
九
・
八
％
）
高
校
（
六
・
二
％
）

と
全
て
の
校
種
で
、
年
々
増
え
続
け

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
歯
止
め
を

掛
け
る
た
め
に
、原
因
（
危
険
因
子
）

を
探
る
必
要
が
あ
る
。

２ 

登
校
問
題
の
危
険
因
子

　

登
校
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
国
籍

が
日
本
以
外
で
あ
る
こ
と
、
自
己
評

価
に
よ
る
成
績
が
低
い
こ
と
、
自
閉

ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注

意
欠
如
・
多
動
症
）、
知
的
障
害
の

疑
い
も
し
く
は
診
断
を
受
け
て
い
る

こ
と
、
抑
う
つ
傾
向
、
不
安
傾
向
、

特
別
な
支
援
の
必
要
性
、
肥
満
傾
向

な
ど
が
危
険
因
子
と
な
っ
て
い
る
。

１ 

不
登
校
の
現
状

　

平
成
三
〇
年
度
に
文
部
科
学
省
が

行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
不
登
校
の

現
状
は
次
で
あ
る
。

　

小
中
高
全
体
で
二
一
七
、
二
五
一

人
で
あ
る
。

　

こ
の
数
字
だ
け
見
る
と
少
な
く
見

え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
前
年
比
か

（文部科学省「平成30年度児
童生徒の問題行動・不登校等生
徒指導上の諸課題に関する調査
結果について」）

小学校：0.70%
　　　（44,841人）
中学校：3.65%
　　　（119,687人）
高　校：1.63%
　　　（52,723人）
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現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

KOKUGO

国語
1年

え
る
。
指
で
た
だ
数
え
て
見
せ
る
。

わ
ざ
と
間
違
え
て
、
同
じ
棒
を
二
回

数
え
る
。
当
然
、
児
童
か
ら
「
さ
っ
き

そ
れ
は
数
え
た
よ
」
と
指
摘
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
以
下
の
よ
う
に
発
問
し
、

数
の
数
え
方
の
こ
つ
を
考
え
さ
せ
る
。

教
師
：
数
え
間
違
い
を
し
な
い
よ
う

に
す
る
に
は
、
ど
う
や
っ
て
数
え

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

児
童
：
ぐ
る
ん
と
丸
を
か
い
て
10
の

ま
と
ま
り
に
す
る
。

児
童
：
こ
う
や
っ
て
線
で
消
し
な
が

ら
数
え
る
と
、
間
違
え
な
い
。

　

児
童
を
前
に
出
て
来
さ
せ
て
、
数

え
方
を
書
か
せ
る
と
よ
い
。

　

百
玉
そ
ろ
ば
ん
で
導
入
す
る
。
順

唱
、
２
と
び
、
５
と
び
、
10
と
び
を

行
っ
た
後
、
基
本
型
を
50
以
下
の
数

字
で
行
う
。

〈
授
業
の
流
れ
〉

①
百
玉
で
基
本
型
を
取
り
入
れ
る

教
師
：
10
の
束
が
２
つ
で
？
（
10
を

２
つ
入
れ
る　
※
イ
ラ
ス
ト
上
段
）

児
童
：
20
。

教
師
：
ば
ら
が
１
、
２
、
３
、
４
で
？

（
１
～
４
を
入
れ
る　

※
イ
ラ
ス
ト

下
段
）

児
童
：
４
。

教
師
：
20
と
４
で
？
（
指
差
し
て
）

児
童
：
24
で
す
。

　

言
い
方
に
慣
れ
て
き
た
ら
、
教
師

と
一
緒
に
児
童
も
言
わ
せ
る
。

教
師
（
児
童
）
：
10
の
束
が
１
、
２

で
20
。
ば
ら
が
１
、
２
、
３
、
４
。

20
と
４
で
24
で
す
。

　

同
様
に
し
て
、
37
や
49
も
行
う
。

②
数
え
方
の
こ
つ
を
考
え
さ
せ
る

　

教
科
書
よ
り
も
小
さ
な
数
の
24
の

数
え
棒
の
絵
を
提
示
し
、
教
師
が
数

〈百玉そろばんで導入〉

群馬県館林市立第二小学校

関
せき

澤
ざわ

 陽
よう

子
こ

SANSU

算数
1年

「おおきい　かず」
導入で百玉そろばんを使い、
10の束とばらで数える型を
教える。次に、数え方のこつ
を考えさせる。

東京書籍・１年下・P.32-47

た
こ
と
を
書
い
て
い
く
。
ペ
ア
で
行

う
こ
と
で
、
苦
手
な
子
で
も
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
え
た
り
、
互
い
に
話
し

合
え
た
り
し
て
、
ど
ん
ど
ん
進
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

２ 

調
べ
た
こ
と
を
発
表
す
る

　

絵
本
を
そ
の
ま
ま
提
示
し
、
＂シ
ョ

ウ
ア
ン
ド
テ
ル
＂ ※
の
形
で
発
表
会
を

行
っ
た
。

　

質
問
を
さ
れ
た
ら
、
読
ん
で
い
た

本
の
中
か
ら
関
係
の
あ
り
そ
う
な

ペ
ー
ジ
を
探
し
て
、
説
明
を
し
て
く

れ
た
。
ど
こ
に
何
が
書
い
て
あ
る
の

か
を
覚
え
て
い
る
こ
と
が
す
ご
い
。

・
不
思
議
と
思
っ
た
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
れ
ば
、
調
べ
た
く

な
る
。
考
え
た
く
な
る
。

・
自
分
で
調
べ
た
ら
話
し
た
く

な
る
。
そ
し
て
そ
の
話
を
聞
い

て
い
る
か
ら
尋
ね
た
く
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
話
す
力
」「
聞
く

力
」
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

１ 

問
い
を
そ
の
ま
ま
応
用
す
る

「
ど
う
ぶ
つ
の
赤
ち
ゃ
ん
」
で
調
べ

る
こ
と
は
、
次
の
二
つ
で
あ
る
。

①
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
様
子

②
大
き
く
な
っ
て
い
く
様
子

　

こ
の
こ
と
を
確
認
し
、
教
科
書
以

外
の
動
物
を
調
べ
た
。
図
書
館
で
関

連
書
籍
を
借
り
て
、
子
供
た
ち
に
ど

の
動
物
を
調
べ
た
い
か
希
望
を
取
っ

た
。

　

調
べ
た
動
物
は
次
の
九
種
類
で

あ
っ
た
。

１
．
パ
ン
ダ　

２
．
キ
リ
ン

３
．
ト
ラ　

４
．
ラ
イ
オ
ン

５
．
ゾ
ウ　

６
．
ア
ザ
ラ
シ

７
．
キ
タ
キ
ツ
ネ

８
．
ウ
リ
ボ
ウ

９
．
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ

　

こ
れ
ら
の
動
物
に
つ
い
て
、
ペ
ア

で
調
べ
て
い
っ
た
。
ノ
ー
ト
に
調
べ

発問  教科書以外の動物の赤ちゃ
んについて調べましょう。

大阪府泉佐野市立第三小学校

勇
いさみ

 和
かず

代
よ

説明文教材の発展学
習
１年生でもできる調べ学習。

光村図書・１年下・p.92-101
「どうぶつの赤ちゃん」

※ 

物
を
見
せ
な
が
ら
説
明
す
る
こ
と
。
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SANSU

算数
2年 KOKUGO

国語
2年

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

兵庫県加古川市立平岡小学校

溝
みぞ

端
はた

 久
く

輝
き

子
こ

「おにごっこ」
音読→段落番号→構成→問い
と答えの順で、説明文の基本
を指導。

光村図書・２年下・p.82-90

そ
び
方
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。」

（
２
）「
お
に
ご
っ
こ
は
、
な
ぜ
そ
の

よ
う
な
あ
そ
び
方
を
す
る
の
で
し
ょ

う
か
。」

説
明 

「
中
」
に
答
え
が
あ
り
ま
す
。

指
示
５ 

一
つ
目
の
答
え
に
線
を
引

き
な
さ
い
。

　

二
段
落
の
一
文
目
だ
。

指
示
６ 

答
え
（
１
）
と
書
い
て
ノ
ー

ト
に
答
え
の
文
を
書
き
な
さ
い
。

発
問
５ 

（
２
）
の
問
い
に
対
す
る

答
え
の
文
は
ど
れ
で
す
か
。

　

二
段
落
の
最
後
の
文
だ
。
し
か
し
、

こ
れ
に
も
省
略
が
あ
る
。

発
問
６ 

こ
の
ま
ま
で
は
正
解
で
あ

り
ま
せ
ん
。「
な
ぜ
」
と
聞
か
れ

て
い
る
の
で
、
最
後
は
何
と
答
え

ま
す
か
。

「
か
ら
」
だ
。

指
示
７ 

「
か
ら
」
を
付
け
て
、
答

え
の
文
を
書
き
な
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、「
問
い
」
に

対
す
る
「
答
え
」
を
ま
と
め
る
。
最

後
に
「
全
部
で
幾
つ
の
遊
び
が
あ
り

ま
し
た
か
」
と
尋
ね
る
。
三
つ
だ
。

　

音
読
後
、
段
落
番
号
を
付
け
る
。

指
示
１ 

段
落
番
号
を
付
け
な
さ
い
。

指
示
２ 

は
じ
め
、
中
、
終
わ
り
の

三
つ
に
分
け
な
さ
い
。

発
問
１ 

「
問
い
」
の
段
落
が
あ
り

ま
す
。
何
段
落
で
す
か
（「
問
い
」

を
「
お
尋
ね
」
と
し
て
も
よ
い
）。

〈
一
段
落
〉

発
問
２ 

「
問
い
」
の
文
は
ど
れ
で

す
か
。

指
示
３	

線
を
引
き
な
さ
い
。

（
１
）「
ど
ん
な
あ
そ
び
方
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
。」（
２
）「
な
ぜ
、
そ

の
よ
う
な
あ
そ
び
方
を
す
る
の
で

し
ょ
う
。」
の
二
文
。

発
問
３ 

「
問
い
」
の
文
と
し
て
は
、

一
文
字
足
り
ま
せ
ん
。
何
で
す
か
。

「
か
」
で
あ
る
。

発
問
４ 

「
問
い
」
の
文
と
し
て
は
、

ま
だ
合
格
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何

が
足
り
ま
せ
ん
か
？

「
お
に
ご
っ
こ
は
」
が
省
略
。

指
示
４ 

「
お
に
ご
っ
こ
は
」
に
続

け
て
書
き
直
し
な
さ
い
。

（
１
）「
お
に
ご
っ
こ
は
、
ど
ん
な
あ

発問① 問いの段落はどこですか。
発問② 問いの文はどれですか。
指示  線を引きなさい。
発問③ 問いの文にするには一文
字足りません。何ですか。

２ステップで解くこと
で難問を攻略させる
２ステップとは、
①問題文からテープ図をかく
②テープ図から立式をさせる

啓林館・2年下・p.78

指
示
８ 

ま
た
４
匹
分
を
隠
し
ま
す
。

指
示
９ 

猫
は
何
匹
で
す
か
？　

○

を
か
き
な
さ
い
。

発
問
３ 

何
匹
で
す
か
？

２　

立
式
す
る

　

答
え
を
確
認
し
た
後
、
再
度
問
題

を
読
み
、
立
式
さ
せ
る
。

指
示
10 

ノ
ー
ト
に
式
を
書
い
て

持
っ
て
来
な
さ
い
。

　

一
分
ほ
ど
時
間
を
取
り
、
挑
戦
さ

せ
る
。
式
・
答
え
を
確
認
後
、
子
供

の
間
違
い
を
取
り
上
げ
る
。

発
問
４ 

ど
ん
な
間
違
い
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
か
？

〈
板
書
〉
15
＋
４　

11
＋
４

発
問
５ 

ど
う
し
て
、
足
し
算
と
間

違
え
た
の
で
し
ょ
う
か
？

説
明
１ 

「
４
ひ
き
多
い
」
っ
て
書

い
て
あ
る
か
ら
で
す
ね
。
犬
の
方

が
４
匹
多
い
っ
て
こ
と
は
、
猫
の

方
は
４
匹
少
な
い
っ
て
こ
と
だ

か
ら
、
引
き
算
に
な
り
ま
す
。

説
明
２ 

間
違
え
な
い
た
め
に
は
、

テ
ー
プ
図
か
ら
式
を
考
え
る
と

い
い
で
す
ね
。

１　

テ
ー
プ
図
を
か
く

　

範
読
、
斉
読
の
後
、「
お
た
す
け

マ
ー
ク
」
を
教
師
が
読
む
。
再
度
、

問
題
を
読
ま
せ
る
。
途
中
、
区
切
り

な
が
ら
図
に
作
業
さ
せ
る
。

指
示
１ 

も
う
一
度
問
題
を
読
み
ま

す
。
さ
ん
は
い
。

「
い
ぬ
は
15
ひ
き
い
ま
す
」

指
示
２ 

ス
ト
ッ
プ
。
犬
15
匹
、テ
ー

プ
図
の
ど
こ
で
す
か
？　

指
で

な
ぞ
り
な
さ
い
。（
隣
確
認
）

指
示
３ 

続
き
を
読
み
ま
す
。
は
い
。

「
⋮
⋮
４
ひ
き
多
い
そ
う
で
す
」

指
示
４ 

ス
ト
ッ
プ
。
多
い
４
匹
、

テ
ー
プ
図
の
ど
こ
で
す
か
？　

指
で
な
ぞ
り
な
さ
い
。（
隣
確
認
）

指
示
５ 

ど
こ
か
ら
で
す
か
？　

線

を
か
き
ま
す
。

指
示
６ 

そ
の
間
が
４
匹
。
テ
ー
プ

図
の
中
に
４
つ
○
を
か
き
な
さ
い
。

指
示
７ 

テ
ー
プ
の
４
匹
分
を
手
で

隠
し
ま
す
。

発
問
１ 

残
り
の
犬
は
何
匹
で
す

か
？　

○
を
か
き
な
さ
い
。

発
問
２ 

何
匹
で
す
か
？

指示① その間が４匹。４つ○を
かきなさい。

指示② テープの４匹分を手で隠
します。

発問  残りの犬は何匹ですか？　
　○をかきなさい。

長野県長野市立緑ヶ丘小学校

小
こ

松
まつ

 裕
ひろ

明
あき

イラスト：ナカジマ ヤヨイイラスト：ナカジマ ヤヨイ

※教科書をもとにかき起こしました。
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KOKUGO

国語
3年SANSU

算数
3年

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

広島県東広島市立龍王小学校

笠
かさ

井
い

 美
み

香
か

町について調べて
しょうかいしよう
～知りたいことについ
て調べ、発表すること
を整理する～
「質問言葉」（いつ・どこで・何・
なぜ・どのように・どれくらい
など）を使って、質問をし、た
くさんのことを知ろう。

発
問
２	

そ
の
他
の
「
質
問
言

葉
」
を
知
っ
て
い
る
人
？

「
ど
こ
」「
誰
」「
ど
の
よ
う
に
し
て
」

「
ど
ち
ら
」「
な
ぜ
」
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
教
科
書
に
例
文

が
書
か
れ
て
な
い
の
で
、
文
を
作
ら

せ
る
。

「
ど
こ
に
、
酒
蔵
は
あ
り
ま
す
か
」

「
誰
が
、
考
え
た
の
で
す
か
」

「
ど
の
よ
う
に
し
て
、
聞
く
の
で
す

か
」

「
ど
ち
ら
が
、
売
れ
て
い
ま
す
か
」

「
な
ぜ
、
そ
こ
に
建
て
ら
れ
た
の
で

す
か
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
作
ら
せ
る
。

　

ま
た
、「
質
問
言
葉
」
を
思
い
出

さ
せ
る
た
め
に
「
質
問
指
」
を
教
え

る
。
親
指
は
、「
い
つ
」、
人
差
し
指

は
、「
ど
こ
で
」、
中
指
が
「
誰
が
」、

薬
指
が
「
ど
の
よ
う
に
」、
小
指
が

「
何
を
し
た
」
を
表
す
、
と
言
う
と
、

指
を
見
な
が
ら
、
質
問
や
話
の
内
容

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

町
に
つ
い
て
調
べ
、
発
表
会
を
す

る
単
元
で
あ
る
。
詳
し
い
人
に
聞
い

た
り
、
本
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
調
べ
た
り
し
て
、
知
り

得
た
こ
と
を
整
理
し
て
発
表
す
る
。

　

知
り
た
い
こ
と
を
書
き
出
す
の
だ

が
、
教
科
書
で
は
、
書
き
出
し
た
内

容
が
質
問
形
式
に
な
っ
て
い
る
。

発
問
１	

教
科
書
の
メ
モ
の
中

に
あ
る
「
質
問
言
葉
」
は
ど

れ
で
す
か
。

指
示	

「
質
問
言
葉
」
に
○
を
付

け
な
さ
い
。

　

教
科
書
に
書
か
れ
て
い
る
の
は
、

「
い
つ
始
ま
っ
た
の
か
」「
ど
ん
な
こ

と
を
す
る
の
か
」「
さ
く
ら
は
何
本

あ
る
の
か
」「
ど
れ
く
ら
い
前
の
も

の
な
の
か
」「
見
ど
こ
ろ
は
何
か
」

の
五
つ
で
あ
る
。「
い
つ
」「
ど
ん
な
」

「
何
本
」「
ど
れ
く
ら
い
」「
何
」（「
質

問
言
葉
」
と
名
付
け
る
）
に
○
を
さ

せ
る
。

発問１ 教科書のメモの中にある
「質問言葉」はどれですか。
指示  「質問言葉」に○を付けなさ
い。

発問２  その他の「質問言葉」を
知っている人？

小数の大きさは数直
線でくらべよう
0.1が何個分？
どちらが数直線の右側？

啓林館・３年下・p.77

青森県十和田市立四和小学校

黒
くろ

滝
たき

 誠
まこ

人
と

の
問
題
、
数
直
線
上
の
0.7
と
1.5
、
ど

ち
ら
が
大
き
い
か
を
考
え
さ
せ
る
。

発
問
５ 

0.7
と
0.1
、
そ
れ
ぞ
れ
0.1
が

何
個
分
で
す
か
。

児
童
：
0.7
は
７
個
分
。
1.5
は
15
個
分

で
す
。

発
問
６ 

ど
ち
ら
が
大
き
い
で
す
か
。

児
童
：
1.5
で
す
。

　

二
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
ど
ち
ら
の
数
が
数

直
線
の
右
側
に
あ
る
か
、

で
あ
る
。

発
問
７ 

0.7
と
1.5
、
ど

ち
ら
の
数
が
数
直
線

の
右
側
に
あ
り
ま
す

か
。

　

右
側
の
数
が
大
き
い

こ
と
は
既
習
事
項
で
あ

る
。

児
童
：
1.5
で
す
。

発
問
８ 

ど
ち
ら
が
大
き
い
で
す
か
。

児
童
：
1.5
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
小
数
の
大
き

さ
を
比
べ
さ
せ
る
と
よ
い
。

　

小
数
の
大
き
さ
を
比
べ
る
一
つ
目

の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
0.1
が
何
個
分
か
」

だ
。
1
の
問
題
は
そ
の
数
え
方
の
基

本
と
な
る
。

発
問
１ 

2.3
は
１
を
何
個
と
0.1
を
何

個
合
わ
せ
た
数
で
す
か
。

　

こ
れ
は
前
時
ま
で
の
復
習
な
の
で

サ
ッ
と
確
認
す
る
。

児
童
：
１
を
２
個
と
0.1
を
３
個
で
す
。

発
問
２ 

2.3
は
0.1
を
何
個
集
め
た
数

で
す
か
。

　

教
科
書
の
数
直
線
で
考

え
さ
せ
る
と
よ
い
。

指
示 

2.3
と
書
か
れ
た
線

分
図
を
指
で
押
さ
え
な

さ
い
。

発
問
３ 

こ
の
線
分
図
一

目
盛
り
の
大
き
さ
は
幾

つ
で
す
か
。

児
童
：
0.1
で
す
。

発
問
４ 

2.3
は
0.1
が
幾
つ

分
で
す
か
。

　

線
分
図
を
使
っ
て
数
え
さ
せ
る
。

児
童
：
23
個
分
で
す
。

　

こ
の
数
え
方
を
基
本
に
し
て
、
2

発問① 0.7と1.5、それぞれ0.1が
何個分ですか。

発問② どちらが大きいですか。
発問③ 0.7と1.5、どちらの数が
数直線の右側にありますか。

発問④ どちらが大きいですか。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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KOKUGO

国語
4年

熟語の意味
一文字隠して、訓読みに注目
させる。

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

　

訓
読
み
で
、
何
と
読
み
ま
す
か
。

と
聞
い
て
、「
ひ
と
し
い
」
と
板
書

す
る
。
同
じ
よ
う
に
、「
等
」
を
隠

し
て
、「
分
」
の
訓
読
み
も
確
認
す

る
。
そ
し
て
、「
わ
け
る
」
と
板
書

す
る
。

３ 

熟
語
の
意
味
の
確
認

　

等
分
は
、「
等
し
い
」
と
「
分

け
る
」
で
、「
等
し
く
分
け
る
」

と
い
う
意
味
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
全
員
で
言
わ
せ
る
。

　

次
に
、「
木
刀
」
で
確
認
し
て
み
る
。

　

木
刀
は
「
き
」
と
「
か
た
な
」

で
「
木
の
刀
」
と
い
う
意
味
で
す
。

　

型
が
身
に
付
い
た
ら
、
残
り
の
熟

語
七
つ
に
つ
い
て
、「
自
分
で
や
っ

て
ご
ら
ん
」
と
言
う
。

１ 

熟
語
の
定
義

　

教
科
書
に
出
て
く
る
熟
語
「
等

分
」と
、₁
の
八
つ
の
熟
語
を
フ
ラ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
に
す
る
。

教
師
：
等
分　
　

児
童
：
等
分

教
師
：
木
刀　
　

児
童
：
木
刀

教
師
：
戸
外　
　

児
童
：
戸
外

　

こ
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
見
せ
な
が
ら
、
熟
語
を
読
ま
せ

る
。

　

子
供
だ
け
で
ス
ラ
ス
ラ
読
め
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
、「
こ
れ
ら
の
よ

う
に
、
二
字
以
上
の
漢
字
の
組
合
せ

で
で
き
た
言
葉
を
、
熟
語
と
言
い
ま

す
」
と
説
明
す
る
。

２ 

訓
読
み
の
確
認

　

ま
ず
は
、
黒
板
に
「
等
分
」
と
書

く
。
そ
し
て
右
側
に
片
仮
名
で
「
ト

ウ
ブ
ン
」
と
書
く
。

　

一
文
字
隠
し
て
ご
ら
ん
。

と
言
っ
て
、「
分
」
を
隠
さ
せ
る
。

〈等分〉
指示  一文字隠してごらん。

発問  訓読みで、何と読みますか。

光村図書・４年下・p.92-93

京都府京都市立深草小学校

安
やす

江
え

 愛
あい

SANSU

算数
4年

千葉県我孫子市立我孫子第三小学校

河
こう

野
の

 健
けん

一
いち

四捨五入するわり算
は、どこまで計算す
るかを判断させる
安心できるところまで計算させ
る。そして、四捨五入させる。
最初は時間が掛かるが、次第に
どこまでやればよいかが分かる。

東京書籍・４年下・p.70

「
10
分
の
１
の
位
ま
で
の
概
数
だ
か

ら
、
１
０
０
分
の
１
の
位
ま
で
求
め

な
さ
い
」

　

こ
の
よ
う
に
機
械
的
に
教
え
て
も
、

分
か
ら
な
い
子
が
戸
惑
う
だ
け
だ
。

　

そ
こ
で
、
次
の
指
示
を
し
た
。

　

気
が
済
む
ま
で
計
算
し
な
さ

い
。

　

そ
し
て
、「
気
が
済
ん
だ
ら
、
四

捨
五
入
し
な
さ
い
」
と
指
示
し
た
。

　

余
計
な
と
こ
ろ
ま
で
計
算
し
て
よ

い
。
そ
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
だ
。

　

練
習
問
題
は
、
時
間
は
掛
か
っ
て

い
た
が
、
自
力
で
解
け
て
い
た
。

　

い
ず
れ
、
効
率
良
く
解
け
る
よ
う

に
な
る
だ
ろ
う
。
実
際
、
上
に
ノ
ー

ト
画
像
を
載
せ
た
子
は
、
テ
ス
ト
の

と
き
は
必
要
最
小
限
で
解
い
て
い
た
。

　

単
元
テ
ス
ト
で
は
、
四
捨
五
入
す

る
問
題
を
間
違
え
た
子
は
一
人
も
い

な
か
っ
た
。

　

非
効
率
的
だ
が
、
確
実
に
解
け
る

方
法
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

小
数
÷
整
数
や
整
数
÷
整
数
で
答

え
が
四
捨
五
入
を
要
す
る
問
題
は
難

関
で
あ
る
。

　

こ
の
問
題
で
は
、
ど
こ
ま
で
計
算

す
れ
ば
い
い
の
か
の
判
断
が
求
め
ら

れ
る
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
こ
れ
で
あ
る
。

　

ど
こ
ま
で
計
算
す
る
の
か
を

教
え
な
い
。

　

例
え
ば
、
東
京
書
籍
の
教
科
書
の

場
合
で
あ
る
。

「
上
か
ら
２
桁
の
概
数
に
し
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

　

式
は
13
÷
３
。
計
算
す
る
と
、
４
．

３
３
３
⋮
⋮
と
な
る
。

　

上
か
ら
２
桁
の
概
数
に
す
る
と
、

約
4.3
と
な
る
。

　

こ
の
場
合
、
最
低
で
も
百
分
の
一

の
位
ま
で
は
計
算
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

算
数
が
苦
手
な
子
に
と
っ
て
、
こ

れ
は
な
か
な
か
難
し
い
。

「
上
か
ら
２
桁
の
概
数
だ
か
ら
、
３

桁
ま
で
求
め
な
さ
い
」

指示  気が済むまで計算しなさい。

ひ
と
し
い

等 ト
ウ　
　
　
　

ブ
ン
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SANSU

算数
5年

石川県金沢市立千坂小学校

石
いし

坂
ざか

 陽
あきら

KOKUGO

国語
5年

説得力のあるスピー
チの指導
説得力のある構成とはどのような
ものか、端的に指導する必要があ
る。短く、シンプルに、説得力の
ある構成の要素について示すこと
で、幅広く応用できるようになる。

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

挙
し
、
二
つ
な
い
し
三
つ
に
す
る
。

　

一
つ
の
こ
と
で
だ
ら
だ
ら
と
話
し

て
し
ま
う
と
、
聞
い
て
い
る
側
が
つ

ら
く
な
っ
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
、

次
の
指
示
を
子
供
に
告
げ
る
。

　

話
を
二
つ
か
三
つ
に
分
け
な

さ
い
。

「
キ
ー
ワ
ー
ド
を
付
け
る
」
と
は
、

分
け
た
話
に
対
し
て
何
ら
か
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
付
け
る
こ
と
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
百
人
一
首
を
推
薦
す
る

ス
ピ
ー
チ
の
場
合
、
百
人
一
首
の
良

さ
に
つ
い
て
キ
ー
ワ
ー
ド
化
す
る
の

で
あ
る
。「
一
つ
目
。
歴
史
の
長
さ
」

「
二
つ
目
。
昔
の
文
章
へ
の
慣
れ
親

し
み
」「
三
つ
目
。
熱
中
状
態
」
と

い
う
よ
う
に
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

次
の
指
示
を
子
供
に
告
げ
る
。

　

分
け
た
話
に
キ
ー
ワ
ー
ド
（
名

前
）
を
付
け
な
さ
い
。

　

な
お
、
ス
ピ
ー
チ
の
手
本
に
つ
い

て
、
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
に

ア
ッ
プ
し
て
あ
る
。

　

説
得
力
が
あ
る
ス
ピ
ー
チ
の
構
成

に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

か
？　

そ
の
一
つ
が
、
次
で
あ
る
。

①
予
告
す
る

②
話
を
分
け
る

③
キ
ー
ワ
ー
ド
を
付
け
る

「
予
告
」
と
は
、「
幾
つ
話
す
か
？
」

「
何
に
つ
い
て
話
す
か
？
」
な
ど
を

冒
頭
で
告
げ
る
こ
と
だ
。
だ
か
ら
こ

そ
、
聞
い
て
い
る
側
は
、
ど
ん
な
話

が
あ
る
の
か
予
測
し
な
が
ら
聞
け
る
。

よ
り
能
動
的
に
聞
く
よ
う
に
な
る
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
次
の
指
示

を
子
供
に
告
げ
る
。

　

何
に
つ
い
て
話
す
か
、
確
定

さ
せ
な
さ
い
。
幾
つ
話
す
か
、

確
定
さ
せ
な
さ
い
。

「
話
を
分
け
る
」
と
は
、
ス
ピ
ー
チ

内
に
お
け
る
理
由
を
二
つ
、
も
し
く

は
、
三
つ
に
分
け
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。「
す
い
せ
ん
し
ま
す
」
の
学

習
で
は
、
自
分
が
よ
い
と
思
う
事
柄

や
人
物
を
薦
め
る
。
そ
の
理
由
を
列

光村図書・５年・p.190-194
「すいせんします」

東京都国立市立国立第六小学校

村
むら

野
の

 聡
さとし

最難関の「割合」を
シンプルに教える
向山洋一氏の指導が最もシン
プルである。
これを追試するのが分かりや
すい。

に
し
ま
す
」

「『
部
分
全
体
』
と
な
り
ま
す
ね
」

「
数
字
を
入
れ
な
さ
い
」

「
部
分
全
体
＝
3
10
と
な
り
ま

す
」

「
分
数
を
わ
り
算
に
換
え
な
さ
い
」

「
3
10
＝
３
÷
10
で
す
ね
」

「
答
え
を
出
し
な
さ
い
」

「
３
÷
10
＝
0.3
と
な
り
ま
す
」

「
0.3
を
〜
割
と
い
う
割
合
に
し
ま

す
」

「
0.3
×
10
＝
３
（
割
）
と
計
算
し
ま

す
」

「
野
球
で
10
回
打
っ
て
、
ヒ
ッ
ト
３

本
は
何
割
で
す
か
」（
３
割
）

「
0.3
を
％
（
百
分
率
）
と
い
う
割

合
に
し
ま
す
」

「
0.3
×
１
０
０
＝
30
（
％
）
と
計
算

し
ま
す
」

「
次
の
こ
と
は
、
全
て
同
じ
で
す
」

3
10
＝
３
÷
10
＝
0.3
＝
３
（
割
）

＝
30
（
％
）

　

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　

割
合
の
指
導
に
つ
い
て
石
田
一
三

氏
は
「
目
に
見
え
な
い
も
の
は
指
導

し
に
く
い
」、
向
山
洋
一
氏
も
「
教

科
書
ど
お
り
で
は
、歯
が
立
た
な
い
」

と
言
っ
て
い
る
。

　

こ
と
ほ
ど
割
合
の
指
導
は
難
し
い

の
で
あ
る
。

　

難
し
い
内
容
ほ
ど
シ
ン
プ
ル
に
教

え
る
必
要
が
あ
る
。
恐
ら
く
向
山
氏

の
指
導
が
最
も
シ
ン
プ
ル
だ
。

『
向
山
型
算
数
教
え
方
教
室
』
誌

（
明
治
図
書
）
二
〇
〇
六
年
三
月
号

に
掲
載
さ
れ
た
指
導
が
あ
る
。

　

こ
の
指
導
法
を
発
問
・
指
示
・
説

明
の
形
に
し
て
み
た
（
前
掲
書
参

照
）。

　

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
全
部
で
10
個
の
お
は
じ
き
が
あ
り

ま
す
。
一
部
分
の
３
つ
だ
け
赤
い
で

す
」

　

○
○
○
○
○
○
○
●
●
●

「
赤
い
の
は
、
全
体
の
ど
れ
だ
け
で

す
か
」

「
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
必
ず
分
数

東京書籍・５年下・p.54-55
「百分率とグラフ」

指示１  何について話すか、確定させな
さい。幾つ話すか、確定させなさい。

指示２ 話を２つか３つに分けなさい。

指示3  分けた話にキーワード（名前）
を付けなさい。

予告する

話を分ける

キーワードを付ける

説明１ 全部で10個のおはじきが
あります。一部分の３つだけ赤
いです。

 ◯◯◯◯◯◯◯●●●
発問  赤いのは、全体のどれだけ
ですか。

説明２ このような問題は、必ず
分数にします。



4849  2020. 2

埼玉県さいたま市立宮原小学校

竹
たけ

岡
おか

 正
まさ

和
かず

KOKUGO

国語
6年

多くの用例があって、
はじめて子供は共通性を
見付けることができる
「同じ訓をもつ漢字」では、多く
の用例を集めさせる。教科書の
例示は一つである。これでは用
例の意味を考えるのが難しい。

山口県下関市立小月小学校

林
はやし

 健
たけ

広
ひろ

SANSU

算数
6年

どの子も教科書の問
題を「全て」してい
るかどうかが大事。
中学入試問題。盛り上がる３
つのポイント。

教育出版・６年下・p.90-91

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

　

こ
れ
で
、
子
供
は
頭
を
使
っ
て
同

じ
用
例
を
集
め
出
す
。「
ど
こ
に
も

当
て
は
ま
ら
な
い
そ
の
他
」
を
作
る

の
も
大
切
で
あ
る
。

指
示
３ 

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
、

ど
の
よ
う
な
と
き
に
使
う
「
は
か

る
」
な
の
か
短
く
名
前
を
付
け
ま

す
。

　

こ
こ
で
グ
ル
ー
プ
に
見
出
し
を
付

け
さ
せ
る
。「
は
か
る
」
を
そ
れ
ぞ

れ
の
分
類
ご
と
に
一
言
で
説
明
さ
せ

る
の
で
あ
る
。

発
問
１ 

「
す
い
み
ん
時
間
を
□

る
。」
の
「
は
か
る
」
は
、
ど
の

グ
ル
ー
プ
と
同
じ
で
す
か
。

　

教
科
書
の
一
つ
の
例
示
と
班
で
分

類
し
た
用
例
を
付
き
合
わ
せ
る
こ
と

に
な
る
。

発
問
２ 

こ
の
「
は
か
る
」
は
、
ど

の
よ
う
な
と
き
に
使
う
の
で
す

か
。

　

こ
れ
を
話
し
合
わ
せ
て
、
最
後
に

辞
典
を
引
い
て
、「
は
か
る
」
の
意

味
を
調
べ
る
。
多
く
の
用
例
が
あ
る

か
ら
こ
そ
、
意
味
が
分
か
る
。

学
入
試
難
問
だ
。
中
学
入
試
の
問
題

を
五
問
程
度
、
黒
板
に
教
師
が
書
く
。

　

ど
れ
で
も
い
い
か
ら
一
問
だ

け
解
き
な
さ
い
。
一
問
解
け
た

ら
一
〇
〇
点
で
す
。

　

盛
り
上
が
る
ポ
イ
ン
ト
が
三
つ
。

　

一
つ
目
が
、
ど
こ
の
中
学
入
試
問

題
な
の
か
、
中
学
校
名
も
黒
板
に
書

く
こ
と
。
や
ん
ち
ゃ
な
男
子
は
女
子

だ
け
の
学
校
を
解
こ
う
と
す
る
。

「
俺
、
モ
テ
モ
テ
に
な
る
な
ぁ
。
ど

う
し
よ
う
」
と
に
こ
に
こ
し
て
い
る
。

　

二
つ
目
が
、
正
解
し
た
と
き
に
、

教
師
は
「
合
格
！
」
と
声
を
掛
け
て

あ
げ
る
こ
と
。

　

三
つ
目
が
、
合
格
し
た
ら
、
黒
板

に
名
前
を
書
か
せ
る
こ
と
。
そ
の
中

学
の
入
試
問
題
の
下
に
書
か
せ
る
。

子
供
た
ち
は
喜
ん
で
自
分
の
名
前
を

書
く
。
す
る
と
、
た
く
さ
ん
合
格
す

る
問
題
と
、
な
か
な
か
合
格
し
な
い

問
題
が
出
て
く
る
。「
よ
し
！　

難

関
中
学
に
挑
む
ぞ
！
」
と
い
う
子
が

出
て
く
る
。
更
に
熱
中
状
態
と
な
る
。

「
同
じ
訓
を
も
つ
漢
字
」
で
は
、
子

供
に
用
例
を
集
め
さ
せ
る
活
動
が
盛

り
上
が
る
。

　

教
科
書
で
は
、

・
す
い
み
ん
時
間
を
□
る
。

・
卵
の
寸
法
を
□
る
。

・
銅
材
の
重
さ
を
□
る
。

の
例
示
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
測
」

「
量
」「
計
」
の
ど
れ
が
当
て
は
ま
る

か
考
え
る
。
も
っ
と
用
例
が
欲
し
い

の
で
、
次
の
指
示
を
出
す
。

指
示
１ 

「
〜
を
は
か
る
。」
と
い
う

一
文
を
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん

書
き
ま
す
。
一
枚
の
カ
ー
ド
に
一

つ
だ
け
で
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
、
カ
ー
ド
を
た
く
さ

ん
用
意
し
て
お
く
。
一
枚
の
カ
ー
ド

に
一
文
だ
け
書
か
せ
る
。
五
分
ほ
ど

時
間
を
取
る
。

指
示
２ 

班
の
メ
ン
バ
ー
で
、
カ
ー

ド
を
分
類
し
ま
す
。
同
じ
意
味
だ

と
思
う
カ
ー
ド
を
仲
間
分
け
す

る
の
で
す
。
三
つ
か
四
つ
ぐ
ら
い

に
分
類
し
ま
す
。
ど
こ
に
も
入
ら

な
い
の
は
「
そ
の
他
」
と
し
ま
す
。

　

二
月
。
六
年
間
の
ま
と
め
を
さ
せ

る
。
大
事
な
こ
と
は
、
子
供
た
ち
が

教
科
書
の
問
題
を
「
全
て
」
ノ
ー
ト

に
解
い
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
教
科
書
チ
ェ
ッ
ク
も
し

て
い
る
。
下
の
よ
う
に
、

で
き
た
ら

。
で
き
な

か
っ
た
ら
／
。
で
き
な

か
っ
た
問
題
だ
け
、
も
う

一
度
す
る
。
で
き
た
ら
横

に

を
入
れ
る
。

　

こ
の
教
科
書
チ
ェ
ッ
ク
を
教
え
る

だ
け
で
、
子
供
た
ち
の
学
力
は
安
定

す
る
。
学
習
内
容
が
定
着
す
る
だ
け

で
は
な
い
。
学
習
方
法
も
身
に
付
く
。

　

中
学
に
進
ん
で
も
、
教
科
書

チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
ん
だ
よ
。
で

き
な
か
っ
た
問
題
だ
け
、
も
う

一
度
す
る
ん
だ
。
こ
れ
だ
け
で
、

中
学
の
テ
ス
ト
が
一
〇
点
は
上

が
る
か
ら
ね
。

　

教
え
子
に
、
毎
年
感
謝
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
た
く
さ
ん
の
難
問
も
さ
せ

る
。
子
供
た
ち
に
好
評
な
の
は
、
中

指示  全て中学の入試問題です。
どれでもいいから１問だけ解き
なさい。１問解けたら100点です。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ

指示１ 「～をはかる。」という一文
をできるだけたくさん書きます。

指示２ 班のメンバーで、カード
を分類します。

指示３ それぞれのグループがど
のようなときに使う「はかる」
なのか短く名前を付けます。
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基礎
・基本

社会社会

「基礎・基本の授業例」と「主体的・対話的で深い学びの授業例」

主体

的・対
話的で深い学び

盾
点
も
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

２ 

主
要
条
文
の
暗
唱

　

上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
右
の
画
像
の
プ
リ
ン

ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

子
供
た
ち
に
読
ま
せ
る
。
学
級
憲
法

を
作
る
見
通
し
と
、
そ
の
た
め
に
主

要
条
文
を
暗
唱
す
る
こ
と
を
知
ら
せ

る
。
私
の
場
合
は
、
前
文
・
一
条
・
九

条
・
十
四
条
・
二
十
五
条
と
し
て
い

る
。
暗
記
し
て
い
る
う
ち
に
、
何
と

な
く
子
供
た
ち
は
意
味
を
理
解
す
る
。

の
よ
う
な
発
問
を
す
る
。「
義
務
教

育
を
受
け
さ
せ
る
親
の
義
務
」
だ
と

い
う
こ
と
が
分
か
る
。「
勤
労
」「
納
税
」

の
義
務
と
、
引
き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト

の
問
題
を
取
り
上
げ
て
も
い
い
。

　

義
務
な
の
に
働
き
場
所
が
な

い
の
は
、
国
の
責
任
で
は
な
い
か
。

の
よ
う
に
話
し
合
っ
て
も
い
い
だ
ろ

う
。
難
し
い
問
題
で
結
論
は
出
な
い

が
、
未
来
を
考
え
て
い
く
に
は
必
要

で
あ
ろ
う
。
後
で
暗
唱
さ
せ
る
二
十

五
条
「
生
存
権
」
と
の
兼
ね
合
い
を

考
え
て
も
面
白
い
。

　

そ
の
後
、
三
つ
の
柱
で
あ
る
「
国

民
主
権
」「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」「
平

和
主
義
」
そ
し
て
「
義
務
」
と
「
権

利
」
を
入
れ
て
見
開
き
ノ
ー
ト
二

ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
さ
せ
る
。「
義
務
」

と
「
権
利
」
が
入
る
こ
と
で
、
憲
法

と
私
た
ち
の
生
活
が
関
係
し
て
い
る

こ
と
も
理
解
で
き
る
。

　

必
ず
感
想
を
入
れ
る
こ
と
で
、
九

条
や
前
述
し
た
義
務
と
、
実
態
の
矛

　

以
下
の
流
れ
で
憲
法
学
習
を
進
め

る
。
学
級
憲
法
作
り
は
向
山
洋
一
氏

の
追
試
で
あ
る
。

１　

見
開
き
ノ
ー
ト
ま
と
め

２　

主
要
条
文
の
暗
唱

３　

学
級
憲
法
作
り

１ 

見
開
き
ノ
ー
ト
ま
と
め

　

最
初
に
教
科
書
を
ざ
ー
っ
と
読
む
。

教
師
が
範
読
し
て
、
子
供
が
立
っ
て

読
む
く
ら
い
で
い
い
。

「
義
務
」
と
「
権
利
」
の
部
分
が
、

子
供
の
生
活
に
一
番
近
い
。

　

な
ぜ
、
学
校
に
来
な
く
て
は

い
け
な
い
の
で
す
か
。

　

向
山
学
級
で
は
「
先
生
は
組
の
象

徴
で
あ
る
」「
主
権
は
生
徒
に
あ
る
」

と
用
語
を
使
い
こ
な
し
て
い
る
。
川

原
学
級
で
は
「
学
級
内
、
ほ
か
の
ク

ラ
ス
と
も
め
ご
と
が
起
こ
っ
た
場
合

は
、
で
き
る
だ
け
先
生
に
頼
ら
ず
、

本
人
た
ち
で
解
決
す
る
。
決
し
て
暴

力
は
振
る
わ
な
い
」「
低
学
年
レ
ベ

ル
の
理
由
で
も
め
て
は
な
ら
な
い
」

な
ど
の
平
和
条
項
も
入
っ
て
い
る
。

　

遊
び
な
が
ら
憲
法
学
習
が
楽
し
く

で
き
る
。

　

こ
う
す
る
と
「
象
徴
」
が
「
先
生
」

で
あ
っ
た
り
、
戦
争
は
「
ク
ラ
ス
の

も
め
ご
と
」
で
あ
っ
た
り
す
る
。
憲

法
の
性
質
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る
と

と
も
に
、
面
白
く
知
的
に
も
な
る
。

　

た
だ
、
こ
れ
だ
け
で
は
実
際
に
創

る
の
は
難
し
い
。
そ
こ
で
向
山
学
級

の
見
本
と
、
全
く
及
ば
な
い
が
川
原

学
級
の
見
本
を
参
考
に
さ
せ
る
。

　

右
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
、
上
が
向
山

学
級
、
下
が
川
原
学
級
の
実
物
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
を
参
考
に
、
ノ
ー
ト

に
自
分
の
学
級
の
憲
法
を
作
っ

て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

一
つ
で
き
た
ら
持
っ
て
来
さ
せ
て

読
む
だ
け
で
、
子
供
た
ち
は
ど
ん
ど

ん
ま
ね
し
て
い
く
。

（
五
〇
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
）

３ 

学
級
憲
法
作
り

　

五
〇
ペ
ー
ジ
の
プ
リ
ン
ト
を
読
ん

で
、
実
際
に
学
級
憲
法
作
り
に
取
り

掛
か
る
。
暗
唱
は
ま
と
め
て
時
間
を

取
る
の
で
は
な
く
、
し
ば
ら
く
の
間
、

授
業
の
始
め
十
分
程
度
を
使
い
、
覚

え
る
時
間
、
テ
ス
ト
の
時
間
を
取
る
。

　

重
要
な
の
が
項
立
て
で
あ
る
。

︿
前
文
﹀

第
一
章　

先
生

第
二
章　

戦
争
（
争
い
）
の
放
棄

第
三
章　

児
童
の
権
利
及
び
義
務

第
四
章　

学
級

第
五
章　

改
正

第
六
章　

最
高
法
規

第
七
章　

補
則
（
そ
の
他
）

学級憲法を作ろう①
ノートまとめ・暗唱
キーワードを入れてのノー
トまとめと、主要条文の暗
唱で、まずは日本国憲法を
理解しよう。

兵庫県丹波篠山市立味間小学校

川
かわ

原
はら

 雅
まさ

樹
き

６年「憲法」

学級憲法を作ろう②
条文を作ろう
日本国憲法の構成と条文を
参考に、学級憲法を作ろう。
項目をまねすることで、憲
法の作りを理解できる。

兵庫県丹波篠山市立味間小学校

川
かわ

原
はら

 雅
まさ

樹
き

６年「憲法」
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・
お
母
さ
ん
が
、
何
に
困
っ
て
い
る

か
、
話
を
聞
い
て
あ
げ
る
。

・
ゲ
ー
ム
を
買
い
に
行
く
の
を
後
に

し
て
、
お
母
さ
ん
の
所
に
行
く
。

・
知
っ
て
い
る
場
所
な
ら
、
道
案
内

を
し
て
あ
げ
る
。

・
泣
い
て
い
る
子
供
を
あ
や
し
て
あ

げ
る
。

・
友
達
に
は
、「
先
に
行
っ
て
」
と

声
を
掛
け
る
。

「
行
動
の
定
義
」
に
照
ら
し
合
わ
せ

な
が
ら
、
自
分
の
行
動
を
考
え
さ
せ

る
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
場
面
で
ど

う
行
動
す
れ
ば
よ
い
か
が
、
自
然
と

身
に
付
い
て
い
く
。

⑤
最
後
ま
で
読
み
聞
か
せ
る

　

資
料
を
ゆ
っ
く
り
と
、
最
後
ま
で

読
み
聞
か
せ
る
。

⑥
感
想
を
書
か
せ
る

　

行
動
の
定
義
を
教
え
る
か
ら
、
定

義
を
足
場
に
し
て
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
議
論
す
る
に
し
て
も
同
じ
。

　

行
動
の
定
義
は
、
最
初
に
教
え
て

お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

最
初
に
行
動
の
定
義
を
教
え
る
。

繰
り
返
し
読
ま
せ
、
覚
え
さ
せ
る
。

②
資
料
を
読
み
聞
か
せ
る

　

こ
の
話
は
最
後
ま
で
読
み
聞
か
せ

る
と
、
あ
つ
し
の
行
動
に
流
さ
れ
て

し
ま
う
。
お
母
さ
ん
が
道
に
迷
っ
て

困
る
と
こ
ろ
ま
で
を
読
み
聞
か
せ
る
。

③
簡
単
に
内
容
を
確
認
す
る

発
問
１	

登
場
人
物
は
誰
で
す
か
。

・
あ
つ
し
、
子
供
を
ベ
ビ
ー
カ
ー
に

乗
せ
た
お
母
さ
ん
、
友
達

発
問
２ 

あ
つ
し
は
、
何
を
し
に
行

く
と
こ
ろ
で
し
た
か
。

・
待
ち
に
待
っ
た
ゲ
ー
ム
を
買
い
に

行
く
と
こ
ろ
。

発
問
３ 

お
母
さ
ん
が
困
っ
て
い
た

こ
と
は
何
で
す
か
。

・
道
に
迷
っ
た
こ
と
。

・
子
供
が
泣
き
出
し
た
こ
と
。

④
「
行
動
の
定
義
」
に
照
ら
し
合
わ

せ
て
、
行
動
を
考
え
る

発
問
４ 

あ
な
た
な
ら
、
こ
の
場
面

で
ど
の
よ
う
な
行
動
を
し
ま
す

か
。「
親
切
」
の
五
つ
の
項
目
を

参
考
に
し
て
考
え
て
ご
ら
ん
。

１ 

﹁
行
動
の
定
義
﹂
を
教
え
よ

　

十
一
月
号
で
、
内
容
項
目
の
定
義

を
最
初
に
扱
う
こ
と
を
提
案
し
た
。

「
言
葉
の
定
義
」
は
、
辞
書
を
引
け

ば
分
か
る
。
子
供
た
ち
に
必
要
な
の

は
、
言
葉
の
定
義
で
は
な
い
。

行
動
の
定
義

で
あ
る
。
例
え
ば
、「
親
切
と
は
、

こ
の
よ
う
に
行
動
す
る
こ
と
で
あ

る
」
と
い
う
こ
と
が
分
か
れ
ば
、
子

供
た
ち
は
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

日
本
の
道
徳
は
、
気
持
ち
ば
か
り

で
行
動
を
規
定
し
な
い
の
で
、
行
動

で
き
る
子
が
育
た
な
い
の
で
あ
る
。

２ 

﹁
気
づ
く
心
﹂
の
授
業

〈
あ
ら
す
じ
〉
あ
つ
し
は
、
ゲ
ー
ム

の
発
売
日
に
友
達
と
待
ち
合
わ
せ
て

ゲ
ー
ム
を
買
い
に
行
く
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
子
連
れ
の
母

親
が
道
に
迷
っ
て
い
る
の
を
見
掛
け

る
。
あ
つ
し
は
、
友
達
を
先
に
行
か

せ
、
母
親
の
道
案
内
を
す
る
。

①
行
動
の
定
義
を
教
え
る

指
示	

「
親
切
に

す
る
」
と
は
、

次
の
よ
う
に
す

る
こ
と
で
す
。

読
ん
で
ご
ら
ん
。

「行動の定義」を
教え、具体的行動
を考えさせる授業
日本の道徳は、気持ち重視
のため、勝手気ままな論議
になる。「行動の定義」を
基に考えれば、自ずと正し
い行動が論議される。

兵庫県洲本市立洲本第一小学校

堀
ほり

田
た

 和
かず

秀
ひで

　学習指導要領対応　 道徳・英語の授業実践新

3年道徳

教育出版・３年・p.17-19
「気づく心」

「W
hen	is	his	birthday?

」「H
ave	

you	ever	seen	him
?

」「W
hat	do	

you	w
ant	to	do	w

ith	him
?

」

「W
hat	do	you	know

	about	
him

?

」	

な
ど
の
質
問
が
使
わ
れ
て
い

る
。
ほ
か
に
も
、「W

here	is	he	
from

?

」「W
hats	his	favorite	

food?

」「W
hat	is	he	fam

ous	
for?

」
な
ど
の
質
問
も
で
き
る
だ
ろ

う
。３ 

フ
リ
ー
ト
ー
ク
も
大
切

　

た
だ
し
、
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
の
数
は

六
つ
ま
で
に
絞
っ
た
方
が
い
い
。
こ

れ
以
上
つ
な
げ
る
と
、
ペ
ア
の
会
話

が
長
く
な
り
す
ぎ
る
。
そ
れ
よ
り
、

「like

」「have

」「w
ant

」
な
ど
の

既
習
事
項
を
使
っ
て
、
フ
リ
ー
ト
ー

ク
に
も
っ
て
い
く
。

　

フ
リ
ー
ト
ー
ク
は
自
分
た
ち
で
会

話
の
流
れ
を
作
ら
な
い
と
い
け
な
い

の
で
、
簡
単
で
は
な
い
。
た
と
え
短

時
間
で
も
練
習
時
間
を
取
り
、
試
行

錯
誤
の
体
験
を
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
。

ロ
ー
グ
を
一
つ
加
え
て
い
く
。

２ 

ク
ラ
ス
に
合
っ
た 

 
 

ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
を

　

し
か
し
、
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
の
パ

タ
ー
ン
は
一
つ
だ
け
で
は
な
い
。
指

導
者
の
ね
ら
い
と
学
級
の
実
態
に
合

わ
せ
て
、
様
々
な
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
が

作
れ
る
。
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
の
長
さ
と

会
話
の
難
易
度
は
、
ク
ラ
ス
の
実
態

に
合
わ
せ
る
べ
き
だ
。

　

例
え
ば
、
昨
年
度
の
井
戸
砂
織
氏

の
五
年
生
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
一
覧
表
で

は
、「W

ho	is	your	hero?

」「W
hy?	

」

１ 

ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
の
基
本
形

「U
nit9

」
は
、「
自
分
が
憧
れ
て
い

る
人
」
に
つ
い
て
話
す
単
元
で
あ
る
。

　

単
元
末
に
、
次
の
よ
う
な
ス
ピ
ー

チ
例
が
あ
る
。

１
）T

his	is	m
y	hero.	

２
）She	is	m

y	sister.	

３
）She	can	play	the	flute	very	

　
　

w
ell.	

４
）She	is	good	at	playing	the	

　
　

piano,	too.	

５
）She	is	cool.	

６
）She	is	m

y	hero.	

　

単
元
の
終
わ
り
に
こ
の
よ
う
な
ス

ピ
ー
チ
が
言
え
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
、
左
の
枠
内
の
よ
う
な
会
話
文
を

練
習
さ
せ
る
と
よ
い
。
一
時
間
目
は

①
の
会
話
だ
け
を
練
習
。
二
時
間
目

は
②
を
導
入
し
、
①
に
加
え
る
。
こ

の
よ
う
に
毎
時
間
新
し
い
ダ
イ
ア

クラスに合った
ダイアローグを
作ろう
憧れの人について英語で
話そう。

長崎県私立精道三川台小学校

渡
わた

邊
なべ

治
おさ

人
む

5年英語

We Can ! 1・p.66-73
「Unit9 Who is your hero?」

※ 

参
考　

http://w
w
w
.m
ext.go.jp/a_m

enu/shotou/sankou/__icsFiles/afi eldfi le/2019/08/02/1419850-2.pdf

①Ａ:	I＇m	Taro.	I	am	good	at	soccer.	
　 	What	are	you	good	at?
　Ｂ:	I	am	good	at	baseball.	
②Ａ:	Who	is	your	hero?	
　Ｂ:	This	is	my	hero.	He	is	Satoshi.	
③Ａ:	Please	tell	me	about	him.
　Ｂ:	Sure.	He	is	my	brother.	
④Ａ:	How	old	is	he?
　Ｂ:	He	is	fifteen.	
　Ａ:	What	can	he	do?
　Ｂ:	He	can	play	soccer.
⑤Ａ:	What	is	he	good	at?
　Ｂ:	He	is	good	at	English.	
⑥Ａ:	What	is	he	like?
　Ｂ:	He	is	very	kind.	
（平成30年度TOSS・文部科学省受託事業
５年カリキュラム）
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音楽国語

に
練
習
時
間
を
つ
く
っ
た
り
、
お
互

い
の
パ
ー
ト
の
進
み
具
合
を
確
認
し

て
練
習
を
組
ん
だ
り
し
て
い
た
。

　

そ
の
練
習
で
、
生
徒
た
ち
は
、
イ

メ
ー
ジ
を
伝
え
る
た
め
に
ど
の
よ
う

に
歌
い
た
い
の
か
話
し
合
い
、
確
認

し
合
っ
て
、
練
習
を
続
け
て
い
た
。

Ｃ
：
出
だ
し
は
、
ど
ん
な
色
を
思
い

浮
か
べ
て
い
る
？

Ｃ
：
暖
か
い
色
だ
か
ら
、
目
を
開
け

て
明
る
い
顔
を
し
て
歌
っ
て
み

よ
う
よ
。

Ｃ
：
ど
ん
な
景
色
を
見
て
い
る
？　

パ
ー
ト
ご
と
で
意
見
を
言
っ
て

く
だ
さ
い
。

Ｃ
：
ソ
プ
ラ
ノ
と
男
子
の
イ
メ
ー
ジ

を
合
わ
せ
て
、
そ
の
景
色
を
み
ん

な
で
見
よ
う
よ
。

　

自
分
た
ち
が
歌
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、

誰
の
た
め
に
歌
う
の
か
、
誰
に
聞
い

て
ほ
し
い
の
か
と
い
う
こ
と
も
含
め

て
練
習
し
て
い
た
。

　

合
唱
授
業
で
の
教
え
を
生
か
し
て
、

生
徒
ら
で
つ
く
り
上
げ
る
合
唱
と

な
っ
て
い
く
。

　

ア
・
カ
ペ
ラ
で
も
よ
し
、
ピ
ア
ノ

付
き
で
も
よ
し
の
曲
だ
。「
あ
な
た

が
ま
い
た
小
さ
な
種
」
か
ら
始
ま
る
。

素
敵
な
花
に
な
る
、
未
来
の
た
め
に

今
頑
張
る
と
い
う
内
容
だ
。

２ 

イ
メ
ー
ジ
を
届
け
た
い

　

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
終
わ
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
始
め
る
の
は
、
卒
業
期
に
歌

う
曲
だ
。
響
き
を
つ
く
る
こ
と
や
歌

詞
か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と

を
授
業
で
や
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、

次
に
生
か
さ
れ
て
い
く
。

　

こ
の
響
き
を
体
育
館
一
杯
に

響
か
せ
て
み
な
い
？　

変
声
が

落
ち
着
い
た
男
子
の
声
と
凛り
ん

と

し
た
女
子
の
声
は
、
一
年
生
に

は
ま
ね
は
で
き
な
い
。
三
年
生

に
な
る
と
、
こ
ん
な
響
き
を
出

せ
る
よ
う
に
な
れ
る
ん
だ
、
と

い
う
姿
を
見
せ
て
ほ
し
い
。

　

こ
の
よ
う
な
語
り
を
し
て
か
ら
、

練
習
に
入
っ
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
昼
休
み
や
放
課
後

　

三
年
生
を
送
る
会
、
卒
業
式
が
あ

る
。
ど
ん
な
歌
を
歌
っ
て
い
る
だ
ろ

う
か
。
響
き
や
イ
メ
ー
ジ
を
大
事
に

し
た
歌
を
幾
つ
か
紹
介
す
る
。

１ 

響
き
を
届
け
る
選
曲

◆
「
あ
な
た
に
会
え
て
⋮
」

　

作
詞
・
作
曲
：
山
崎
朋
子

　

混
声
三
部

　

冒
頭
と
中
間
に
同
じ
メ
ロ
デ
ィ
ー

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
冒
頭
が
ア
・
カ

ペ
ラ
で
、
中
間
は
ピ
ア
ノ
付
き
に
で

き
る
。「
奇
跡
の
よ
う
に
出
会
っ
た

私
た
ち
、
あ
な
た
に
会
え
て
よ
か
っ

た
、
だ
か
ら
今
の
私
が
い
る
」
と
い

う
内
容
だ
。　

◆
「
ぜ
ん
ぶ
」	（
卒
業
バ
ー
ジ
ョ
ン
）

　

作
詞
：
さ
く
ら
も
も
こ

　

作
詞
：
相
澤
直
人

　

混
声
三
部

　

ア
・
カ
ペ
ラ
で
も
よ
し
、
ピ
ア
ノ

付
き
で
も
よ
し
の
曲
だ
。
ピ
ア
ノ
付

き
の
場
合
、
歌
と
ピ
ア
ノ
の
旋
律
が

互
い
に
響
き
合
い
、
お
し
ゃ
れ
な
感

じ
に
な
る
。「
大
切
な
こ
と
は
ぜ
ん

ぶ
こ
こ
に
あ
る
」
と
い
う
歌
詞
で
始

ま
る
。
日
常
の
些さ

細さ
い

な
こ
と
を
大
事

に
し
た
く
な
る
内
容
だ
。

◆
「
花
」（
空
の
キ
ャ
ン
バ
ス
よ
り
）

　

作
詩
：
岡
倉
ケ
ン
ジ	

　

作
曲
：
周
藤
諭

　

混
声
四
部

劣
な
や
つ
だ
」
と
悟
っ
た
と
大
き

く
変
化
し
て
い
る
か
ら
。

・
生
ま
れ
て
初
め
て
盗
み
を
犯
す
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
。

〈
７
の
出
来
事
〉

・
最
初
は
あ
ま
り
謝
り
た
く
な
か
っ

た
が
、
最
後
に
は
犯
し
た
罪
を
反

省
し
、
謝
ろ
う
と
変
化
し
て
い
る

か
ら
。

〈
８
の
出
来
事
〉

・ 「
一
度
起
き
た
こ
と
は
、
も
う
償

い
の
で
き
な
い
も
の
だ
と
い
う

こ
と
を
悟
っ
た
」
か
ら
。

・
題
名
が
「
少
年
の
日
の
思
い
出
」

な
の
で
、
ち
ょ
う
を
潰
し
て
、
少

年
時
代
を
思
い
出
に
し
た
か
ら
。

　

そ
の
後
、
討
論
ま
で
発
展
し
て

い
っ
た
。
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
定
義

を
基
に
し
て
、
生
徒
た
ち
は
自
ら
の

意
見
を
構
築
し
て
い
た
。
内
容
を
分

か
り
や
す
く
ま
と
め
た
上
で
、
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
の
検
討
を
し
た
の
で
、

生
徒
は
長
文
教
材
で
も
飽
き
ず
に
授

業
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

７　

⑲
～
�　

僕
が
エ
ー
ミ
ー
ル
に

謝
る
。

８　

�　

僕
が
自
分
の
ち
ょ
う
を

粉
々
に
潰
す
。

２ 

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
検
討
す
る

発
問
「
僕
」
が
最
も
変
化
し
た

出
来
事
（
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
）

は
ど
こ
で
す
か
。

　

長
文
だ
が
出
来
事
に
分
け
て
あ
り
、

簡
単
な
要
約
文
が
あ
る
こ
と
で
生
徒

は
場
面
を
捉
え
や
す
く
な
る
。

　

ま
た
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
定
義

を
次
の
よ
う
に
明
示
し
た
。

⑴
登
場
人
物
が
大
き
く
変
化
す
る
。

⑵
作
品
の
主
題
と
関
わ
る
。

⑶
作
品
の
中
で
最
も
盛
り
上
が
る
。

　

生
徒
の
意
見
は
、
出
来
事
の
５
、

７
、
８
に
集
中
し
て
い
た
。

〈
５
の
出
来
事
〉

・
盗
ん
だ
と
き
は
満
足
感
を
感
じ
て

い
た
の
に
、
見
付
か
り
そ
う
に
な

り
良
心
が
目
覚
め
た
瞬
間
に
「
下

　

長
編
な
の
で
、
扱
う
と
こ
ろ
を

絞
っ
て
、
生
徒
が
思
考
す
る
時
間
を

十
分
に
取
り
た
い
。

１ 

出
来
事
に
分
け
る

　

範
読
し
、
生
徒
に
音
読
さ
せ
る
。

飽
き
な
い
よ
う
に
、
様
々
な
方
法
で

音
読
を
さ
せ
た
。

　

設
定
（
人
・
場
・
時
）
を
確
認
し

た
後
、
場
面
分
け
を
す
る
。

指
示	

こ
の
作
品
を
、
八
つ
の

出
来
事
に
分
け
な
さ
い
。

　

今
回
は
教
師
側
か
ら
出
来
事
を
提

示
し
、
形
式
段
落
で
は
ど
こ
か
ら
ど

こ
ま
で
か
を
考
え
さ
せ
た
。
形
式
段

落
（
丸
囲
み
数
字
）
は
次
の
よ
う
に

な
る
。

１　

①
～
⑦　

客
と
私
が
ち
ょ
う
の

話
を
す
る
。

２　

⑧
～
⑨　

僕
が
ち
ょ
う
集
め
に

熱
心
に
な
る
。

３　

⑩
～
⑪　

僕
が
青
い
コ
ム
ラ
サ

キ
を
エ
ー
ミ
ー
ル
に
見
せ
る
。

４　

⑫　

僕
が
、
エ
ー
ミ
ー
ル
が
ク

ジ
ャ
ク
ヤ
マ
マ
ユ
を
さ
な
ぎ
か

ら
か
え
し
た
こ
と
を
知
る
。

５　

⑬
～
⑯　

僕
が
エ
ー
ミ
ー
ル
の

ち
ょ
う
を
盗
む
。

６　

⑰
～
⑱　

僕
が
盗
ん
だ
ち
ょ
う

を
潰
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
気

付
く
。

イメージを
伝えたい
生徒たちが自発的に考え、
話し合い、つくり上げる
合唱。

「少年の日の
思い出」
クライマックスを
検討する。

埼玉県熊谷市立妻沼西中学校

豊
とよ

田
だ

 雅
まさ

子
こ

埼玉県朝霞市立朝霞第四中学校

伊
い

藤
とう

 圭
けい

一
いち

※ 

Ｃ
は
生
徒
。

参
考
文
献
：『
思
考
力
を
育
て
る
学
年
観
点
別
「
分
析
批
評
」
ワ
ー
ク 

中
学
校
編
』（
石
黒
修
監
修　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
石
黒
塾
編　

明
治
図
書
）

光村図書・１年・p.202-217
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で
、
何
を
話
し
合
う
の
か
、
ど
の
部

分
で
合
意
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
い
つ

終
わ
る
の
か
が
は
っ
き
り
と
す
る
。

 

問
題
行
動
は
﹁
日
常
生
活
、 

 

学
習
面
、
対
人
関
係
﹂
の 

 

三
つ
に
分
類
す
る

　

色
々
と
課
題
が
出
る
だ
ろ
う
が
、

冒
頭
の
三
つ
に
分
類
す
る
作
業
を
保

護
者
と
や
っ
て
ほ
し
い
。

　

す
る
と
、
三
つ
の
中
で
も
多
く
出

る
項
目
が
あ
る
は
ず
だ
。

　

そ
の
最
も
多
く
分
類
が
あ
っ
た
部

分
が
、

「
最
重
要
支
援
項
目
」

で
あ
る
。

　

そ
こ
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
支

援
を
す
る
の
か
を
具
体
的
に
決
め
て

い
く
。

保
護
者
と
の
支
援
会
議
に
お
け
る
問
題
行
動
の
共
有
②

支
援
方
針
と
支
援
期
間
・
評
価
を
明
確
に
し
よ
う
。

小こ

嶋じ
ま 

悠ゆ
う

紀き

長
野
県
長
野
市
立
川
田
小
学
校

から見た特別支援教育医師の目「この問題行動場面」での合理的配慮はこれだ小嶋が答える 概
念
化
が
苦
手
な
Ａ
Ｓ
Ｄ
（
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ

ム
症
）
の
人
の
ラ
ベ
リ
ン
グ
を
助
け
る　

Ａ
Ｓ
Ｄ 
の
人
た
ち
は
、
そ
の
認
知
の
特
徴
に
よ
っ
て
、
日
常
生
活
で
様
々
な
困
難
に

直
面
し
て
い
る
。
ラ
ベ
リ
ン
グ
を
手
伝
い
、
選
択
肢
を
示
す
こ
と
で
そ
れ
を
乗
り

越
え
て
い
け
る
。

１　

Ａ
Ｓ
Ｄ
の
人
の
認
知
の
特
徴

　

Ａ
Ｓ
Ｄ
の
人
た
ち
の
認
知
の
特
徴
の
一
つ
に
、

「
同
じ
よ
う
な
」
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
が
あ
る
。「
同
じ
よ
う
な
」
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
。

　

ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
⋮
⋮
。
こ
う
続
け
ば
、「
あ
あ
コ
ン

ビ
ニ
ね
」
と
普
通
の
人
は
考
え
る
。
自
然
に
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
い
う
概
念
で
く
く
っ

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

　

Ａ
Ｓ
Ｄ
の
人
は
形
で
判
断
し
て
し
ま
う
。

　

前
述
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
三
社
は

マ
ー
ク
が
違
う
し
、
店
舗
の
色
も
異
な
る
。
Ａ

Ｓ
Ｄ
の
人
た
ち
は
、
そ
れ
を
「
同
じ
よ
う
な
も

の
」
と
は
認
識
で
き
な
い
。
彼
ら
は
、
そ
れ
を

W
ikipedia

で
調
べ
て
、
定
義
を
見
て
や
っ
と

「
同
じ
」
と
判
断
す
る
。
普
通
の
人
と
同
じ
よ

う
に
感
覚
的
に
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
こ
が
一
番
の
問
題
で
あ
る
。

２　
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
の
に
必
要
な
の
は

　

一
般
的
に
、
新
し
い
こ
と
で
あ
っ
て
も
、

「
同
じ
よ
う
な
こ
と
」
だ
と
分
か
る
か
ら
挑

戦
で
き
る
。

　

し
か
し
、
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
人
は
新
し
い
こ
と
、
予

測
の
立
た
な
い
こ
と
を
と
て
も
嫌
が
る
。

　

例
え
ば
、
今
度
、
初
め
て
葬
式
に
出
る
Ａ
Ｓ

Ｄ
の
人
が
い
る
と
す
る
。
こ
の
人
は
、
結
婚
式

に
は
出
た
こ
と
が
あ
る
と
す
る
。
そ
う
い
う
人

に
、「
結
婚
式
と
葬
式
は
ほ
ぼ
一
緒
だ
よ
」
と

教
え
て
あ
げ
る
。
親
戚
や
友
人
が
集
ま
る
こ
と
、

儀
式
で
あ
る
こ
と
、
正
装
し
て
参
加
す
る
こ
と

な
ど
共
通
点
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
う
教
え
る

こ
と
で
、
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
人
も
安
心
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
同
じ
よ
う
な
こ
と
」
で
あ
っ

て
も
、
そ
う
だ
と
認
識
で
き
な
い
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
人

た
ち
は
、
毎
日
真
新
し
い
こ
と
を
し
て
い
る
の

と
同
じ
で
あ
る
。
自
分
に
掛
か
る
負
荷
は
大
き

く
な
り
、
恐
怖
も
大
き
く
な
る
。

３　

日
常
生
活
の
こ
と
を
自
分
で

　
　

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

　

Ａ
Ｓ
Ｄ
の
人
は
、
自
身
の
身
体
的
な
感
覚
が

ラ
ベ
リ
ン
グ
で
き
て
い
な
い
た
め
に
、
日
常
生

活
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
多
い
。

　

例
え
ば
、
お
腹
が
減
っ
て
い
る
こ
と
が
自
覚

で
き
な
い
の
で
、
ご
飯
を
食
べ
な
い
。
眠
い
と

い
う
感
覚
が
分
か
ら
な
い
の
で
、
な
か
な
か
寝

よ
う
と
し
な
い
な
ど
で
あ
る
。

　

こ
う
い
っ
た
場
合
に
は
、
保
護
者
が
代
わ

り
に
子
供
の
体
の
状
態
を
ラ
ベ
リ
ン
グ
し
て

あ
げ
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。

「
お
腹
が
ぐ
～
っ
て
鳴
っ
た
ね
。
胃
の
辺
り
が

少
し
痛
む
の
？　

お
腹
が
空
い
た
ん
だ
ね
。

じ
ゃ
あ
、
ご
飯
を
食
べ
よ
う
ね
」
こ
の
よ
う
な

働
き
掛
け
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
身
体

の
状
態
が
ラ
ベ
リ
ン
グ
さ
れ
て
い
く
。「
あ
あ
、

お
腹
が
減
っ
た
ん
だ
な
。
ご
飯
を
食
べ
よ
う
」

と
思
え
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

宮尾 益知
どんぐり発達クリニック 
院長／ギフテッド研究所 
理事長／東京大学大学院
情報理工学系知能機械情
報学 非常勤講師／国立成
育医療研究センター 医療
機器開発部 共同研究員／
白百合女子大学 発達臨床
センター 顧問

医
学
博
士
　
宮み

や

尾お 

益ま
す

知と
も

　
　
　
構
成
：
佐さ

藤と
う 

祐ゆ
う

三ぞ
う

東
京
都
杉
並
区
立
杉
並
第
二
小
学
校

2

　

具
体
的
な
支
援
会
議
の
方
針
を
示

す
。

 

言
い
っ
放
し
の
支
援
会
議
に 

 

し
な
い
た
め
に

　

そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
困
っ
て

い
る
こ
と
や
、
要
求
だ
け
を
突
き
付

け
る
支
援
会
議
に
し
な
い
よ
う
に
し

た
い
。

　

そ
こ
で
、
冒
頭
で
し
っ
か
り
と
次

の
こ
と
を
確
認
す
る
。

「
お
互
い
に
要
求
だ
け
を
す
る
会
に

す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
具
体
的

に
太
郎
君
に
ど
の
よ
う
な
支
援
を
す

る
か
を
、
二
～
三
個
は
決
め
て
終
え

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
時
間
は
、

ど
ん
な
に
長
く
て
も
四
十
五
分
以
内

で
終
わ
り
に
し
ま
し
ょ
う
」

　

こ
の
よ
う
に
、
明
確
に
す
る
こ
と

「
○
○
の
場
面
で
、
●
が
、
△
△
△

の
よ
う
に
支
援
す
る
」

と
、
ど
の
場
面
で
、
誰
が
ど
の
よ
う

に
支
援
す
る
か
を
具
体
的
に
決
め
て

い
く
。「
様
子
を
見
る
」「
見
守
る
」

と
い
う
よ
う
な
曖
昧
な
表
現
は
で
き

る
だ
け
し
な
い
。
具
体
的
な
「
行
動
」

で
示
し
て
い
く
。

 

支
援
期
間
を
﹁
短
期
﹂  

 

﹁
長
期
﹂
に
分
け
る

　

子
供
の
問
題
行
動
や
、
支
援
す
べ

き
こ
と
に
対
す
る
支
援
期
間
は
、
そ

れ
ぞ
れ
違
う
。
し
か
し
、
お
お
む
ね

「
一
か
月
～
三
か
月
以
内
で
達
成
し

た
い
短
期
方
針
」

「
三
か
月
以
上
掛
け
て
達
成
し
て
ほ

し
い
長
期
目
標
」

の
二
つ
に
分
け
て
決
め
る
。

 

そ
の
子
の
良
い
特
徴
を
三
つ 

 

挙
げ
る

　

最
近
、
そ
の
子
の
良
い
特
徴
を
三

つ
、
保
護
者
と
支
援
主
体
者
に
挙
げ

て
も
ら
う
こ
と
を
し
て
い
る
。

　

パ
ッ
と
挙
が
ら
な
い
こ
と
も
多
い
。

し
か
し
、
そ
の
子
の
良
い
と
こ
ろ
を

見
付
け
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
褒
め

る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

　

実
は
、
こ
の
「
良
い
と
こ
ろ
」
は
、

支
援
す
べ
き
こ
と
と
相
対
し
て
い
る

こ
と
が
多
い
の
だ
。
支
援
し
て
、
そ

の
子
の
良
い
と
こ
ろ
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
共
有
し
た
い
。

5 

支
援
に
対
す
る
評
価
を
行
う

　

短
期
・
長
期
方
針
を
決
め
た
ら
、

そ
の
対
応
方
針
の
効
果
が
あ
っ
た
か

ど
う
か
を
必
ず
評
価
を
し
た
い
。

　

そ
の
対
応
方
針
で
子
供
に
変
化
が

な
い
場
合
、
早
く
て
一
週
間
、
遅
く

と
も
三
週
間
で
支
援
の
方
法
を
変
更

し
て
い
く
の
が
適
切
で
あ
る
。

　

一
回
ご
と
の
支
援
会
議
で
評
価
し

て
い
く
の
が
理
想
で
あ
る
。

1

3

4
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小お

野の 

隆た
か

行ゆ
き

「この学習困難場面」での合理的配慮はこれだ小野が答えるプロが教え
る

プロが教え
る 過

敏
に
お
け
る

健
常
と
障
害
の
違
い
と
対
策

　

感
覚
刺
激
に
対
す
る
感
じ
方
は
、
敏
感
で

あ
っ
た
り
、
鈍
感
で
あ
っ
た
り
、
何
も
感
じ
な

か
っ
た
り
、
快
感
で
あ
っ
た
り
、
不
快
で
あ
っ

た
り
、
逃
げ
た
く
な
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
り
と
、

個
人
差
が
あ
る
。
感
じ
方
が
極
端
な
場
合
、
子

供
の
健
康
状
態
や
、
家
庭
や
学
校
で
の
生
活
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
る
。
触
覚
、
聴
覚
、

視
覚
、
味
覚
、
嗅
覚
、
前
庭
覚
 ※
な
ど
に
お
い

て
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
わ

が
ま
ま
、
我
慢
強
く
な
い
、
変
人
だ
と
判
断
さ

れ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
本
人
に

と
っ
て
は
気
持
ち
が
悪
く
、
異
常
な
ほ
ど
に
違

和
感
を
も
ち
、
落
ち
着
か
な
い
よ
う
で
あ
る
。

１　

健
常
と
障
害
の
違
い 

　

少
々
の
過
敏
さ
や
鈍
感
さ
は
誰
に
で
も
あ
る
。

そ
れ
を
わ
が
ま
ま
と
捉
え
ず
に
、
生
理
的
現
象

と
し
て
理
解
し
て
あ
げ
る
と
、
子
供
は
精
神
的

に
安
定
し
て
、
感
覚
の
過
敏
さ
や
鈍
感
さ
が
薄

ら
ぐ
こ
と
が
あ
る
。
幼
児
期
で
発
達
途
上
に
あ

る
場
合
は
、
大
人
と
比
べ
て
過
敏
さ
が
目
立
つ

こ
と
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、
何
気
な
い

音
、
触
れ
合
い
、
臭
い
な
ど
の
感
覚
に
よ
っ
て

生
活
が
困
難
に
な
り
、
支
障
を
き
た
す
場
合
に

は
、
感
覚
統
合
障
害
と
し
て
判
断
し
、
支
援
方

法
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

感
覚
系
の
検
査
に
、
質
問
紙
法
の
日
本
感
覚

統
合
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
（Japanese	Sensory	

Inventory	Revised

：JSI-R

）
が
あ
り
、
誰

で
も
検
査
を
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。
活
用
す
る

こ
と
で
、
子
供
の
問
題
点
を
具
体
的
に
把
握
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

検
査
結
果
は
三
段
階
で
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
質
問
事
項
の
検
査
項
目
の
解
釈
を
深
め

る
に
は
、
感
覚
系
の
神
経
生
理
学
的
見
解
を
学

び
、
発
達
期
の
現
象
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
ほ
か
に
、
子
供
の
家
庭
生
活
状
況

を
参
考
に
し
て
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

感
覚
系
の
解
釈
に
当
た
っ
て
は
、
発
達
系
を
専

門
に
し
て
い
る
作
業
療
法
士
と
一
緒
に
行
う
こ

と
で
、
神
経
生
理
学
的
見
解
の
学
び
も
可
能
と

な
り
、
対
策
の
検
討
に
も
な
る
。

２　

学
校
生
活
で
の
応
用

　

例
え
ば
、
触
覚
・
視
覚
・
聴
覚
系
が
過
敏
で

あ
る
場
合
、
座
席
が
前
後
左
右
で
近
す
ぎ
る
と
、

学
業
内
容
の
理
解
が
で
き
ず
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た

と
き
に
過
敏
さ
が
台
頭
す
る
。
あ
る
子
は
、
前

や
横
の
友
達
が
動
い
た
り
発
声
し
た
り
す
る
こ

と
で
、
身
の
危
険
を
感
じ
て
思
わ
ず
た
た
い
た

り
蹴
飛
ば
し
た
り
し
て
、「
乱
暴
な
子
」
と
ら

く
印
を
押
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ

の
と
き
は
、
座
席
を
一
番
後
ろ
に
し
、
友
達
と

の
距
離
を
片
腕
の
長
さ
く
ら
い
離
す
こ
と
で
、

落
ち
着
い
て
授
業
に
臨
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

感
覚
過
敏
に
な
り
や
す
い
刺
激
を
軽
減
で
き

る
よ
う
、
教
室
環
境
を
調
整
し
て
授
業
す
る
こ

と
で
、
子
供
が
安
泰
に
学
習
に
取
り
組
め
る
。

教室でできる

岡
山
県
岡
山
市
立
西
小
学
校

作業療法

作
業
療
法
士
　
福ふ

く

田だ 

恵え

美み

子こ

　
　
構
成
：
関せ

き

根ね 

朋と
も

子こ

福田 恵美子

障害科学博士
長野保健医療大学
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T
O
S
S
音
楽
教
育
サ
ー
ク
ル

※ 

筋
肉
の
調
節
機
能
な
ど
に
関
す
る
感
覚
。

１ 

耳
慣
れ
な
い
言
葉
は
困
難

　

古
文
や
漢
文
は
、
耳
慣
れ
な
い
言

葉
で
あ
る
。
そ
れ
が
困
難
性
の
最
も

大
き
な
原
因
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
係
の

用
語
で
あ
れ
ば
、
好
き
な
人
は
な
じ

み
が
あ
る
た
め
理
解
し
や
す
い
が
、

苦
手
な
人
は
全
く
理
解
で
き
な
い
。

こ
れ
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

　

耳
慣
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
記

憶
の
定
着
に
向
か
な
い
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
、
古
文
や
漢

文
を
「
耳
慣
れ
た
」
状
態
に
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
。

　

こ
れ
に
、
最
も
簡
単
で
効
果
を
発

揮
す
る
の
が
「
五
色
百
人
一
首
」（
教

育
技
術
研
究
所
）
で
あ
る
。

　

ゲ
ー
ム
な
の
で
、
失
敗
し
て
も
構

わ
な
い
。
ま
た
、
繰
り
返
し
な
が
ら

覚
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
を
古
文
の
授
業
だ
け
で
学
習

さ
せ
よ
う
と
思
う
か
ら
拒
否
反
応
が

出
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
日
常
的
に

行
う
の
が
よ
い
。

「
五
色
百
人
一
首
」
に
親
し
ん
で
い

た
子
は
、
古
文
に
全
く
と
い
っ
て
い

い
ほ
ど
抵
抗
感
を
も
た
な
い
。

　

既
に
耳
慣
れ
た
言
葉
に
な
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
勉
強
が
で
き
な
い

子
ほ
ど
顕
著
に
表
れ
る
。

2 

節
を
付
け
て
読
む
と
効
果
的

　

向
山
洋
一
氏
の
音
声
Ｃ
Ｄ
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
向
山
氏

は
、
少
し
節
を
付
け
て
読
む
。
関
東

読
み
と
か
つ
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
節
を
付
け
て
読
む
こ
と
で
、

五
・
七
・
五
・
七
・
七
の
リ
ズ
ム
が

取
り
や
す
く
な
る
。
そ
の
こ
と
で
、

記
憶
も
楽
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

子
供
た
ち
が
家
で
練
習
し
て
い
る

と
、
そ
れ
を
聞
い
て
い
る
弟
や
妹
も

覚
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
よ
く
聞
く
。
節
を
付
け
る
こ
と

で
、
覚
え
や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と

を
表
し
て
い
る
。

3 

百
人
一
首
の
後
に
漢
文
が
○

　

五
色
百
人
一
首
を
し
た
後
に
、
漢

文
を
扱
う
と
、
不
思
議
と
子
供
た
ち

に
は
ほ
と
ん
ど
抵
抗
が
な
い
。

　

子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
、
両
方
と

も
古
い
言
語
で
あ
り
、
親
し
み
が
な

い
と
い
う
点
で
同
じ
で
あ
る
。

　

ど
ん
な
こ
と
で
も
、
０
か
ら
１
と

い
う
の
は
大
変
だ
が
、
１
か
ら
２
と

い
う
の
は
、
あ
ま
り
苦
労
は
な
い
。

　

つ
ま
り
、
百
人
一
首
と
い
う
古
い

言
い
回
し
の
言
葉
に
慣
れ
て
１
の
状

態
に
な
っ
て
い
る
子
に
、
２
の
漢
文

の
抵
抗
は
少
な
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
百
人
一
首
と
同
じ
よ
う
に
、

文
体
に
リ
ズ
ム
が
あ
る
の
が
、
漢
文

の
特
徴
で
あ
る
。

　

そ
の
リ
ズ
ム
を
使
っ
た
読
み
を
多

く
聞
か
せ
る
こ
と
が
、
漢
文
へ
の
抵

抗
感
を
な
く
す
こ
と
に
な
る
。

4 

漢
文
は
暗
唱
を
使
う

　

漢
文
の
リ
ズ
ム
は
心
地
良
い
。
こ

の
心
地
良
さ
を
感
じ
さ
せ
れ
ば
、
抵

抗
感
は
な
く
な
っ
た
状
態
に
な
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
暗
唱
を
使
う
の
が

よ
い
。
覚
え
る
ま
で
繰
り
返
し
繰
り

返
し
練
習
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

子
供
た
ち
は
リ
ズ
ム
で
覚
え
る
。

つ
ま
り
、
身
体
全
体
で
覚
え
る
よ
う

に
な
る
。
こ
の
こ
と
が
重
要
だ
。
ま

た
、
友
達
が
練
習
し
て
い
る
音
を
何

十
回
、
何
百
回
と
聞
く
こ
と
に
な
る
。

　

つ
ま
り
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
耳

慣
れ
た
言
語
に
な
る
の
で
あ
る
。

古
文
・
漢
文
で
の
困
難
性
と
対
応

耳
慣
れ
な
い
言
語
だ
と
い
う
こ
と
が
、
困
難
性
の
最
も
大
き
な
原
因
で
あ
る
。
耳
慣
れ
な
い
と

感
じ
る
と
、
苦
手
な
子
ほ
ど
拒
否
反
応
を
も
っ
て
し
ま
う
。
ど
の
よ
う
に
し
て
、
こ
れ
ら
の
言
葉
に

親
和
性
を
も
た
せ
る
の
か
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。
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教師が取り組む
教育実践の
「エビデンス」

　　　　　の教育課題新しい時代

ゼロから始める
プログラミング

教育

　

テ
ス
ト
は
、
答
え
を
修
正
し
た
方
が
よ
い
。

考
え
抜
い
た
答
え
の
方
が
、
総
じ
て
正
し
い

場
合
が
多
い
。（Philip	A

.	H
igham

	and	
Catherine	Gerrard

（2005

）「N
ot	all	

errors	are	created	equal:	M
etacognition	

and	changing	answ
ers	on	m

ultiple-
choice	tests

」Canadian	Journal	of	
E
xperim

ental	Psychology/R
evue	

C
an

ad
ien

n
e	d

e	P
sy

ch
olog

ie	
Experim

entale	59,	N
o.1

）

　

こ
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
自
信

を
も
っ
て
、「
テ
ス
ト
は
見
直
し
を
し
な
さ
い
。

見
直
し
の
結
果
、
最
初
に
書
い
た
答
え
が
間

違
っ
て
い
る
と
思
っ
た
ら
、
思
い
切
っ
て
書
き

直
し
な
さ
い
」
と
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

私
は
そ
う
指
導
し
て
い
る
。

1 

忘
れ
た
ら
学
べ
ば
よ
い

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
私

は
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
う
。忘
れ
る
か
ら
、せ
っ

か
く
身
銭
を
切
っ
て
学
ん
だ
の
に
、
学
校
で
実

践
で
き
な
い
。自
分
は
頭
が
悪
い
の
だ
と
、ず
っ

と
思
っ
て
い
た
。

　

医
学
部
生
は
学
ん
だ
こ
と
の
五
〇
％
以
上

を
数
か
月
で
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

医
学
部
一
年
生
の
と
き
、
解
剖
学
の
試
験
で

ト
ッ
プ
の
成
績
を
取
っ
た
と
し
て
も
、
一
年

後
に
同
じ
解
剖
学
の
試
験
を
受
け
た
ら
、
落

第
し
か
ね
な
い
の
だ
。（M

arcel	F	D
Eon

（2006

）「K
now

ledge	loss	of	m
edical	

students	on	fi	rst	year	basic	science	courses	
at	the	university	of	Saskatchew

an

」BM
C	

M
edical	Education	6

）

　

医
学
部
に
合
格
す
る
ほ
ど
優
秀
な
生
徒
で
さ

え
、
学
ん
だ
内
容
を
忘
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

い
わ
ん
や
鈴
木
良
幸
を
や
。
学
び
続
け
る
し
か

な
い
。

2 

見
直
し
を
す
る
と
点
数
が
下
が
る
？

　

高
校
生
は
聞
い
て
く
る
。

「
先
生
、
テ
ス
ト
を
解
き
終
え
た
ら
見
直
し
を

し
た
方
が
い
い
で
す
か
？
」

　

右
下
の
画
像
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の

質
問
に
ど
の
よ
う
に
答
え
る
だ
ろ
う
か
？

１　

答
え
を
変
え
る
べ
き
？

２　

最
初
の
感
覚
や
考
え
を
信
じ
る
べ
き
？

　

皆
さ
ん
は
、
ど
う
指
導
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。

うん、しっかりと見直しをして、
自分の答えが間違っている
と思ったら答えを書き直すんだよ。

この前、見直しをして答えを書き直した
ら、間違っていました。
書き直す前の答えが正解だったんです。
それでも見直しをした方がいいですか？

テストを解き終えたら、
見直しをした方がいいですか？

　

五
年
生
の
国
語
で
「
俳
句
」
を
教
材
と
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
行
っ
た
。
最
初
に
次

の
俳
句
を
提
示
し
た
。
教
育
出
版
の
教
科
書
に

載
っ
て
い
る
作
品
で
あ
る
。

赤
と
ん
ぼ
飛
び
立
つ
田
ん
ぼ
黄
金
色

　

ノ
ー
ト
に
写
さ
せ
た
後
、次
の
指
示
を
出
し
た
。

指
示
1	

自
分
の
読
み
方
で
三
回
読
ん
だ
ら
座

り
な
さ
い
。

 

季
語
と
季
節
を
確
認
し
、
次
の
発
問
を
し
た
。

発
問
1	

話
者
は
ど
こ
か
ら
と
ん
ぼ
を
見
て
い

ま
す
か
。

指
示
2	

こ
の
俳
句
を
絵
で
表
し
て
、
話
者
の

目
玉
を
描
き
な
さ
い
。

　

描
け
た
子
に
は
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
来
さ
せ
た
。

早
い
子
に
は
板
書
さ
せ
た
。

発
問
2	

話
者
は
と
ん
ぼ
を
上
か
ら
見
て
い
ま

す
か
。
下
か
ら
見
て
い
ま
す
か
。

　

学
級
の
意
見
が
分
か
れ
た
の
で
、
討
論
の
時

間
を
取
っ
た
。「
上
か
ら
（
話
者
Ａ
派
）」
の
意

見
は
「
上
空
か
ら
見
て
い
る
か
ら
、
田
ん
ぼ
の

黄
金
色
が
は
っ
き
り
見
え
る
」
と
い
う
も
の
が

多
か
っ
た
。
対
し
て
、「
下
か
ら
（
話
者
Ｂ
派
）」

の
意
見
は
、「
飛
び
立
つ
と
い
う
言
葉
は
、
飛

ぶ
瞬
間
が
見
え
て
い
な
い
と
使
わ
な
い
」
と
い

う
も
の
が
多
か
っ
た
。

こ
こ
で
タ
ブ
レ
ッ
ト

パ
ソ
コ
ン
を
配
付
す

る
。
ビ
ス
ケ
ッ
ト
 ※

を

開
か
せ
て
、
次
の
よ
う

に
指
示
し
た
。

指
示
3	

俳
句
の
情
景

を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

で
表
現
し
な
さ
い
。

　

勤
務
校
の
設
備
上
、
二
人
で
一
台
の
パ
ソ
コ

ン
で
あ
る
。
子
供
た
ち
は
ペ
ア
で
相
談
し
な
が

ら
、
俳
句
の
情
景
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
表
現

し
た
。
ビ
ス
ケ
ッ
ト
は
動
き
を
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
視
点
の
動
き
に
ま
で
細
か
い
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
を
付
け
て
い
る
ペ
ア
が
い
た
。
さ

ら
に
ビ
ス
ケ
ッ
ト
の
背
景
機
能
で
、
夕
焼
け
空

や
青
空
な
ど
に
こ
だ
わ
る
子
が
多
く
見
ら
れ
た
。

作
品
交
流
で
は
「
黄
金
色
が
強
調
さ
れ
て
い
る

か
ら
、
青
空
だ
と
考
え
ま
し
た
。
夕
焼
け
だ
と

田
ん
ぼ
も
赤
く
染
ま
っ
て
黄
金
色
に
は
見
え
な

い
か
ら
で
す
」
と
い
う
考
え
を
発
表
す
る
子
も

い
た
。
向
山
型
分
析
批
評
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

と
連
携
さ
せ
る
と
様
々
な
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
実
感
し
た
。今
後
も
実
践
を
進
め
て
い
き
た
い
。

俳
句
の「
視
点
」を「
ビ
ス
ケ
ッ
ト
」で

表
現
さ
せ
る

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
分
析
批
評
の
連
携
を
目
指
し
た
。

「
話
者
の
目
玉
」
を
動
か
し
て
解
釈
す
る
。

塩し
お

谷や 

直な
お

大ひ
ろ

北
海
道
斜
里
町
立
斜
里
小
学
校

〈
児
童
作
品
②
〉

視
点
が
田
ん
ぼ
の
中
に
描
か

れ
る
。

〈
児
童
作
品
①
〉

話
者
が
虫
取
り
網
で
追
い
掛

け
る
。

鈴す
ず

木き 

良よ
し

幸ゆ
き

東
京
都
立
八
王
子
東
高
等
学
校

テ
ス
ト
で
は
思
い
切
っ
て
書
き
直
せ
！

変
え
る
べ
き
？
　
最
初
の
感
覚
や
考
え
を
信
じ
る
べ
き
？
　

素
朴
な
疑
問
に
答
え
を
出
す
。

教育出版・国語
５年下・p.40-41

※ V
iscuit

（
ビ
ス
ケ
ッ
ト
）

 https://w
w
w
7.viscuit.com
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チャレン
ジング

教師の

62 2020. 263

授業技量向上の法則

１ 

学
ん
だ
の
に
う
ま
く
い
か
な
い

「
一
番
、
推
古
天
皇
の
摂
政
に
な
っ
た
人
の
名

前
」「
二
番
⋮
⋮
」

「
先
生
、
速
い
！
」

　

授
業
の
冒
頭
に
口
頭
復
習
問
題
を
取
り
入
れ

て
い
る
。
セ
ミ
ナ
ー
で
講
師
の
先
生
が
実
際
に

や
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
そ
の
テ
ン
ポ
の
速
さ

に
驚
い
た
。
す
ぐ
に
追
試
し
た
。

　

チ
ャ
イ
ム
と
同
時
に
始
ま
る
の
で
、
何
も
準

備
を
し
て
い
な
か
っ
た
生
徒
は
焦
っ
て
い
る
。

「
先
生
、
速
い
！
」
と
言
う
の
は
、
ぎ
り
ぎ
り

ま
で
廊
下
で
友
達
と
話
し
て
い
た
Ａ
君
だ
。
構

わ
ず
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
っ
た
。
こ
れ
で
よ
い

と
思
っ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
は
勘
違
い
で
あ
っ
た
。

「
テ
ン
ポ
が
速
く
て
つ
い
て
い
け
ま
せ
ん
」

　

定
期
考
査
に
設
け
て
い
る
感
想
欄
に
書
か
れ

た
生
徒
の
言
葉
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
感
想
は

一
人
や
二
人
で
は
な
い
。
二
桁
は
い
た
。

「
目
の
前
の
子
供
た
ち
」
を
私
は
見
て
い
な

か
っ
た
の
だ
。
そ
こ
で
テ
ン
ポ
を
ゆ
っ
く
り
に

し
て
み
た
。
す
る
と
、
授
業
は
も
っ
た
り
し
て

い
き
、
生
徒
も
だ
ら
っ
と
し
て
い
っ
た
。
単
純

に
テ
ン
ポ
を
落
と
せ
ば
よ
い
の
で
は
な
か
っ
た
。

２ 
方
向
性
は
間
違
っ
て
い
な
い

　

セ
ミ
ナ
ー
や
サ
ー
ク
ル
で
学
ん
で
い
く
う
ち

に
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先
生
方
が
、
た
だ
テ
ン
ポ
良

く
進
ん
で
い
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が

分
か
っ
た
。
さ
ら
に
向
山
洋
一
氏
の
著
書
を
読

む
こ
と
で
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先
生
方
の
授
業
に
組

み
込
ま
れ
て
い
る
技
術
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。

　

例
え
ば
、
Ａ
君
に
は
「
繰
り
返
し
問
題
を
言

う
」「
答
え
が
載
っ
て
い
る
教
科
書
の
ペ
ー
ジ

を
さ
り
げ
な
く
教
え
る
」
な
ど
を
し
て
み
た
。

「
あ
ー
こ
れ
か
」
と
つ
ぶ
や
い
た
Ａ
君
は
、
す
っ

と
活
動
に
入
っ
て
い
っ
た
。
Ａ
君
に
と
っ
て
や

り
や
す
い
方
法
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
当
然
、
ほ

か
の
生
徒
に
は
、ま
た
別
の
方
法
が
必
要
に
な
る
。

　

一
人
一
人
、
ど
の
方
法
だ
と
う
ま
く
い
く
の

か
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
以
降
、「
つ
い
て
い
け
な
い
」
と
い
う

感
想
は
減
っ
て
い
っ
た
。

３ 

目
の
前
の
子
供
か
ら
学
ぶ

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
学
ん
だ
と
お
り
に
や
っ
て
い
れ

ば
よ
い
と
勘
違
い
し
て
い
た
。
大
切
な
の
は

「
目
の
前
の
子
供
た
ち
が
成
長
し
て
い
る
の

か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
子
供
が
困
っ
て
い

れ
ば
、
そ
れ
は
私
の
課
題
な
の
だ
。

「
子
供
の
事
実
」
に
即
し
た
修
業
を
こ
れ
か
ら

も
続
け
る
。

「
目
の
前
の
子
供
」
が
教
え
て
く
れ
る

幾
ら
学
ん
で
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。

そ
れ
は
目
の
前
の
子
供
が
見
え
て
い
な
い
か
ら
だ
。

守も
り

屋や 

遼り
ょ
う

太た

郎ろ
う

東
京
都
足
立
区
立
第
十
二
中
学
校

　

主
張
が
疑
問
の
形
と
な
っ
て
い
る
。

⑴
な
ぜ
「
教
育
技
術
」
が
現
場
に
広
が
っ
て
い
か

な
い
の
か
。

⑵
な
ぜ
「
学
級
経
営
」
が
軽
く
扱
わ
れ
て
い
る
の
か
。

⑶
な
ぜ
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
」
が
進
ま
な
い
の
か
。

　

鼎て
い

談だ
ん

で
こ
れ
ら
の
疑
問
を
解
い
て
い
く
。
す
る

と
新
し
い
時
代
の
教
育
の
カ
タ
チ
が
見
え
て
く
る
。

本
書
は
そ
の
よ
う
な
仕
掛
け
が
施
し
て
あ
る
。

　

教
育
現
場
に
い
た
者
と
し
て
、
こ
の
作
業
に
参

加
し
て
み
た
。
一
旦
、
本
を
閉
じ
、
自
分
な
り
に

考
え
て
み
た
。
そ
の
後
、
現
状
を
確
認
す
る
。
そ

の
よ
う
な
読
み
方
を
し
た
。
紙
幅
の
関
係
で
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
に
絞
る
。

　

三
十
年
前
、
勤
務
校
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
研
究

指
定
を
受
け
て
い
た
。
黎
明
期
で
あ
り
、
先
行
実

践
も
少
な
く
、
環
境
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

第
一
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
な
く
て
も
誰
も
困
っ
て

い
な
か
っ
た
。
研
究
協
議
で
は
次
の
よ
う
な
発
言

が
相
次
い
だ
。

①
授
業
は
チ
ョ
ー
ク
と
黒
板
で
済
む
。
な
ぜ
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
使
う
の
か
。

②
ソ
フ
ト
の
作
成
に
時
間
が
掛
か
る
。
現
実
的
で

は
な
い
。

③
機
器
な
ど
が
使
え
る
環
境
と
な
っ
て
い
な
い
。

　

要
す
る
に
や
り
た
く
な
い
の
で
あ
る
。
動
か
ぬ

者
を
ど
う
や
っ
て
使
う
気
に
さ
せ
る
か
。
前
提
条

件
こ
そ
が
実
質
的
な
テ
ー
マ
だ
っ
た
。
流
れ
を
つ

く
っ
た
の
は
校
長
だ
っ
た
。

「
こ
の
分
野
の
機
能
は
今
後
驚
異
的
に
進
化
し
て

い
く
は
ず
。
そ
の
さ
き
が
け
を
願
い
た
い
。
私
た
ち

の
研
究
は
た
ぶ
ん
残
ら
な
い
。
そ
れ
で
い
い
。
後
世

の
た
め
の
仕
事
だ
と
受
け
止
め
て
ほ
し
い
。
そ
う

い
う
人
が
い
て
時
代
は
進
む
。
ま
ず
使
う
こ
と
。

子
供
の
身
体
を
通
さ
な
け
れ
ば
何
も
始
ま
ら
な
い
」

　

討
議
が
具
体
的
に
な
っ
た
。
授
業
で
ど
う
使
う

の
か
。
研
究
を
、
こ
の
一
点
に
焦
点
を
当
て
る
。

ど
ん
な
難
点
を
解
決
で
き
る
の
か
を
考
え
る
。
実

現
し
た
い
授
業
像
を
描
き
、
そ
こ
に
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
機
能
を
位
置
付
け
る
。
研
究
主
任
が
「
口
で

ソ
フ
ト
を
作
る
」
こ
と
を
勧
め
た
。
私
は
次
の
提

案
を
し
て
研
究
授
業
を
や
っ
た
。

・
短
距
離
走
で
、
数
秒
で
消
え
て
し
ま
う
「
過
程
」

を
形
に
し
た
い
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
あ
れ
ば
、

四
十
メ
ー
ト
ル
走
の
「
ス
ピ
ー
ド
曲
線
」
を
グ

ラ
フ
化
で
き
る
。
グ
ラ
フ
に
各
自
の
走
り
の
過

程
が
残
る
。
そ
こ
か
ら
問
題
点
を
引
き
出
す
こ

と
が
で
き
な
い
か
。
ソ
フ
ト
の
部
分
は
関
係
者

に
委
ね
た
。

　

あ
れ
か
ら
三
十
年
が
経
つ
。
本
書
を
読
み
、
日

本
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
現
状
を
知
っ
た
。
こ
こ
十
年

間
の
研
究
に
よ
り
、「
教
師
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
う
」

こ
と
に
つ
い
て
の
研
究
は
終
わ
っ
て
い
る
。
後
は

学
校
が
取
り
込
め
ば
よ
い
。
と
こ
ろ
が
な
か
な
か

広
が
ら
な
い
。「
先
生
た
ち
が
や
り
た
が
る
か
」「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
は
授
業
論
」
と
い
っ
た
発
言
が
問
題
の

核
心
を
つ
い
て
い
る
。
日
本
は
諸
外
国
か
ら
か
な

り
遅
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
は
今
や
授
業
だ
け

の
問
題
で
は
な
い
。
日
本
は
世
界
の
中
で
突
出
し

て
人
口
が
減
り
つ
つ
あ
る
。
先
端
技
術
を
使
わ
な

い
と
仕
事
が
回
ら
な
い
社
会
に
直
面
し
て
い
る
。

情
報
化
の
遅
延
が
、
そ
の
国
の
経
済
に
直
結
す
る

時
代
を
迎
え
て
い
る
。
そ
の
方
向
に
む
け
て
の
第

一
歩
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
な
の
だ
。

『子どもも教師も元気になる   
 「これからの教室」の
 つくりかた』
（堀田龍也、赤坂真二、谷和樹、
佐藤和紀著　学芸みらい社）

授業力向上に
役立つこの１冊

吉永順一の読書論 授業力向上に
役立つこの１冊

新
し
い
時
代
の
学
校
と

教
師
の
役
割

良
い
も
の
が
な
ぜ
か
広
が
ら
な
い
。「
現
状
認
識
の
甘
さ
」
と
「
現
状
批
判
の
弱
さ
」
が
、

こ
の
状
況
を
も
た
ら
し
た
。
大
き
な
変
換
期
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
条
件
が
揺
れ
て
新
し
い

も
の
が
見
え
て
く
る
。
本
書
に
は
そ
の
ヒ
ン
ト
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

吉よ
し

永な
が 

順じ
ゅ
ん

一い
ち

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
熊
本
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を
持
っ
て
来
る
子
が
出
て
き
た
の
で

あ
る
。

　

そ
れ
ら
の
子
供
た
ち
に
も
私
は
驚

き
、
花
丸
を
与
え
た
。
そ
の
上
で
、

ノ
ー
ト
チ
ェ
ッ
ク
が
一
通
り
終
わ
っ

た
後
、
板
書
し
て
取
り
上
げ
た
。

「
心
意
て
」
の
次
は
こ
れ
で
あ
る
。

２　

指
手

　

私
は
言
っ
た
。

　

将
棋
の
作
戦
。
指
し
手
と
い

う
も
ん
な
。
計
画
を
立
て
る
と

い
う
か
、
作
戦
を
立
て
る
と
い

う
感
じ
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　

そ
の
次
は
こ
れ
だ
。

３　

静
い
て

　

こ
れ
は
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。
皆
さ

ん
な
ら
、
こ
の
間
違
い
に
ど
う
意
味

付
け
し
ま
す
か
。

　

並
ん
で
い
る
子
た
ち
も
笑
顔

に
な
っ
た
。
こ
う
な
る
と
列
が

で
き
よ
う
と
、
関
係
な
い
。
次
、

谷
先
生
は
何
て
言
う
の
だ
ろ
う

と
興
味
津
々
に
並
ん
で
い
る
様

子
で
あ
っ
た
。
列
が
で
き
な
い

に
越
し
た
こ
と
は
な
い
の
だ
ろ

う
が
、
対
応
次
第
で
列
が
問
題

に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
の
だ

な
ぁ
と
思
っ
た
。
子
供
た
ち
の

間
違
い
を
こ
こ
ま
で
価
値
付
け

た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　

列
が
で
き
て
も
問
題
な
か
っ
た
と

書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
正
確
に

は
「
列
は
三
人
だ
け
」「
そ
の
子
た

ち
も
意
図
的
に
巻
き
込
ん
で
い
た
」

の
で
あ
る
。
映
像
で
見
る
限
り
、
ほ

か
の
場
面
で
は
列
は
生
じ
て
い
な
い
。

２ 

出
て
き
た
﹁
間
違
い
﹂
に
対 

 

し
て
、
更
に
意
味
付
け
る

　

そ
の
ク
ラ
ス
の
子
た
ち
は
発
想
が

豊
か
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
別
の
答
え

　

前
号
の
「
し
い
て
」
を
漢
字
に
直

す
問
題
の
続
き
で
あ
る
。

１ 

長
く
対
応
し
な
い
の
が
、 

 

本
来
は
基
本
で
あ
る

　

ノ
ー
ト
を
持
っ
て
来
た
一
人
の
子

に
、
私
は
激
し
く
反
応
し
た
。
す
る

と
時
間
が
掛
か
る
。
漢
字
だ
け
を
見

る
「
簡
単
な
ノ
ー
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
だ
。

普
通
は
一
人
一
秒
以
内
。
多
少
声
を

掛
け
る
子
が
い
て
も
二
秒
程
度
で
あ

る
。
そ
う
し
な
い
と
「
列
」
が
で
き

て
し
ま
う
。
普
通
は
「
正
解
」「
よ
し
」

「
は
い
」
な
ど
と
だ
け
言
え
ば
よ
い
。

　

反
応
し
な
い
。

　

こ
れ
が
、
基
本
な
の
だ
。

　

と
こ
ろ
が
、「
心
意
て
」
と
書
い

た
子
に
私
が
対
応
し
た
時
間
は
、
ど

れ
く
ら
い
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

約
二
十
六
秒

　

映
像
を
見
る
と
、
こ
の
間
三
人
の

子
が
列
を
作
っ
て
待
っ
て
い
る
。
し

か
し
、だ
れ
た
感
じ
は
し
な
い
。待
っ

て
い
る
子
た
ち
も
や
り
取
り
を
集
中

し
て
聞
い
て
い
る
。
そ
の
三
人
の
子

た
ち
に
も
話
し
掛
け
る
形
で
、
意
図

的
に
巻
き
込
ん
で
い
る
か
ら
だ
。
担

任
の
先
生
は
、
次
の
よ
う
な
感
想
を

書
い
て
く
だ
さ
っ
た
。

授業のベーシック
スキル６
「授業での対応・
応答」㉓
ノートチェックで誤答に対応しす
ぎると列ができる。通常は対応し
ない。×だけを付けるのが基本だ。
基本を知った上で、時にはバリ
エーションを付ける。

東京都・玉川大学教職大学院 教授

谷
たに

 和
かず

樹
き

授業のベーシック
　スキル
ベーシックベーシック
　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル
ベーシック
　スキル

伴
一
孝
の
教
師
道

伴ば
ん 

一か
ず

孝た
か

長
崎
県
長
与
町
立
長
与
小
学
校

　

教
員
採
用
試
験
の
合
格
倍
率
が
低
下
し
て
い

る
。
あ
る
県
は
一
倍
、
つ
ま
り
全
員
合
格
に
迫

る
勢
い
だ
。
な
ぜ
か
。
幾
つ
か
理
由
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
現
場
に
居
れ
ば
分
か
る
こ
と
だ
が
、

あ
ま
り
に
も
残
業
が
多
す
ぎ
る
。
そ
れ
も
無
給

で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
に
当
時
の
文
部
省
が

日
本
教
職
員
組
合
と
取
り
決
め
た
「
教
職
調
整

額
」
シ
ス
テ
ム
が
諸
悪
の
根
源
だ
。
五
十
年

た
っ
て
も
当
時
の
レ
ー
ト
の
ま
ま
。
こ
ん
な
業

界
が
ほ
か
に
あ
る
な
ら
教
え
て
ほ
し
い
。
す
ず

め
の
涙
の
一
定
額
で
、
無
制
限
に
残
業
を
さ
せ

ら
れ
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
だ
。

　

部
活
動
を
も
た
さ
れ
て
い
る
教
師
は
も
っ
と

悲
惨
だ
。
本
人
の
希
望
と
は
関
係
な
し
に
割
り

振
ら
れ
る
。
平
日
は
も
ち
ろ
ん
、休
日
の
遠
征
・

練
習
・
合
宿
。
こ
れ
は
日
本
に
し
か
な
い
シ
ス

テ
ム
だ
。
皆
が
そ
れ
を
知
ら
ず
、
流
れ
で
や
っ

て
い
る
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
も
ひ
ど
い
。
こ
れ
は
一
八
九
七
年
に

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．の
一
部
で
生
ま
れ
た
シ
ス

テ
ム
だ
。
こ
れ
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
日
本
に
も
ち
こ
ん

で
全
国
展
開
し
た
。
戦
前
は
「
愛
国
母
の
会
」

な
ど
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
銀
座
の
泰
明
小
学

校
が
発
祥
。
無
論
、
挙
国
一
致
体
制
下
で
の
一

時
的
組
織
だ
。

　

先
日
、
あ
る
教
師
か
ら
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
の
悩

み
」
を
聞
か
さ
れ
た
。
担
当
に
な
っ
た
が
、
保

護
者
は
ほ
と
ん
ど
作
業
に
来
な
い
。
一
人
で
編

集
作
業
か
ら
何
か
ら
や
っ
て
い
る
と
言
う
。
や

め
て
し
ま
え
ば
よ
い
の
だ
。
そ
ん
な
新
聞
が
な

く
て
も
、
誰
も
困
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
本
職
大

手
の
新
聞
会
社
す
ら
存
続
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
。
全
く
時
代
に
合
わ
な
い
こ
と
を
「
前

例
踏
襲
」
で
や
ら
さ
れ
て
い
る
だ
け
。
こ
ん
な

仕
事
に
意
味
な
し
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
そ
の
も
の
を
潰
し

て
し
ま
っ
て
も
、
誰
も
困
ら
な
い
。
む
し
ろ
感

謝
さ
れ
る
。「
夏
の
除
草
作
業
な
ど
は
ど
う
な

る
？
」
と
も
言
わ
れ
た
が
、
な
ぜ
こ
れ
を
保
護

者
や
教
師
が
無
償
で
や
っ
て
い
る
の
か
？　

そ

れ
も
土
日
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
参
加
し
な
い
教
師

は
白
い
眼
で
見
ら
れ
る
。
学
校
施
設
の
管
理
責

任
は
所
属
官
庁
に
あ
る
。
税
金
で
運
営
し
て
い

る
学
校
の
「
草
刈
り
」
だ
け
が
、
な
ぜ
に
納
税

者
の
奉
仕
で
賄
わ
れ
る
の
か
。
は
っ
き
り
言
っ

て
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
「
悪
の
組
織
」
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
の

シ
ョ
ッ
カ
ー
と
同
じ
だ
（
古
い
！
）。
善
意
で

誠
心
誠
意
活
動
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々

が
ほ
と
ん
ど
な
の
は
承
知
し
て
い
る
。
し
か
し
、

根
本
が
間
違
っ
て
い
る
。
日
本
は
同
調
圧
力
が

強
い
か
ら
、
気
付
か
ぬ
う
ち
に
駄
目
な
シ
ス
テ

ム
を
継
承
し
て
し
ま
う
。
村
社
会
だ
。

　

こ
ん
な
こ
と
は
、
別
に
私
が
書
か
な
く
と
も
、

情
報
化
社
会
で
は
簡
単
に
バ
レ
て
し
ま
う
。「
教

師
に
な
り
た
く
な
い
」
は
普
通
の
感
覚
な
の
だ
。

教
育
界
に
「
人
材
」
が
来
な
く
な
る
時
代
だ

「
子
供
が
好
き
だ
か
ら
」
教
師
に
な
る
。
当
然
の
こ
と
だ
。
神
戸
の
い
じ
め
教
師
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
話
も
あ
る
が
、
多
く
の

教
師
は
誠
実
な
理
由
で
教
師
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
待
っ
て
い
る
の
は
理
想
と
は
真
逆
の
現
実
だ
。「
子
供
た
ち
の
た
め
に
」
と
い

う
錦
の
御
旗
を
掲
げ
て
、
訳
の
分
か
ら
な
い
仕
事
が
押
し
寄
せ
る
。
無
差
別
爆
撃
。
毎
日
疲
れ
果
て
て
家
に
戻
る
。
倒
れ
る
よ
う
に
し
て

眠
る
。
し
か
し
、
仕
事
は
回
っ
て
い
な
い
。
当
然
、
し
わ
寄
せ
は
目
の
前
の
子
供
た
ち
に
来
る
。
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
「
ど
う
で
も

よ
い
（
は
ず
の
）
こ
と
」
に
軸
足
が
移
っ
て
し
ま
う
。
子
供
た
ち
が
見
え
な
く
な
る
。
そ
う
い
う
教
師
た
ち
を
何
人
も
見
て
き
た
。
か
つ

て
私
も
そ
う
だ
っ
た
。
今
は
絶
対
に
や
ら
な
い
。



口
に
二
画
の
漢
字
の
授
業

「
一
番
多
く
書
け
た
子
が
板
書
す
る
」
の
で
は
な
い
。

「
八
個
を
通
過
し
た
人
」
が
二
、
三
人
ぐ
ら
い
の
と
き
に
板
書
す
る
の
だ
。
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実践日誌
長谷川博之の

長は

谷せ

川が
わ 

博ひ
ろ

之ゆ
き

私が
読み落としていた

向山洋一の
この文章

マニアック編
「
口
に
二
画
の
漢
字
」
の
授
業
は
、

四
月
の
授
業
び
ら
き
で
た
く
さ
ん
の

先
生
が
追
試
さ
れ
て
い
る
。

　

熱
中
す
る
授
業
だ
と
思
っ
て
い
る

の
で
、
な
か
な
か
意
見
が
出
な
い
と
、

「
今
年
の
子
供
た
ち
、
反
応
悪
い
な
」

と
思
っ
て
し
ま
う
。
本
当
は
、
正
確

な
追
試
を
し
て
い
な
い
自
分
の
対
応

が
悪
い
の
に
。
向
山
洋
一
氏
の
論
文

「
正
確
な
追
試
は
、
な
か
な
か
で
き

な
い
」（『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
誌　

二
〇
一
〇
年
八
月
号　

明
治
図
書
）

を
読
み
、「
例
示
の
仕
方
」「
黒
板
へ

の
書
か
せ
方
」
が
ま
る
で
違
っ
た
こ

と
に
気
付
か
さ
れ
た
。

　

授
業
の
始
め
に
、
次
の
よ
う
に
言

い
、
指
示
を
出
す
。

「
口
に
二
画
の
漢
字
を
一
つ
書

を
掛
け
る
よ
う
に
向
山
氏
の
実
況
中

継
が
始
ま
る
。

「
山
田
君
は
現
在
、
小
学
校
二

年
生
を
通
過
中
。
青
坂
さ
ん
は

小
学
校
三
年
生
を
通
過
し
ま
し

た
」
と
い
う
よ
う
に
、
何
人
か

を
示
す
。

　

こ
の
言
葉
で
熱
中
度
の
ボ
ル
テ
ー

ジ
は
最
高
潮
だ
。
そ
し
て
で
き
た
漢

字
を
黒
板
に
書
か
せ
て
い
く
の
だ
が
、

そ
の
書
か
せ
方
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

　

向
山
実
践
は
「
一
番
多
く
書

け
た
子
が
板
書
す
る
」
の
で
は

な
い
。
こ
の
よ
う
に
す
る
と
「
黒

板
に
出
る
子
」
が
少
な
く
な
る

か
ら
だ
。

「
小
学
校
三
年
生
に
突
入
し
た

人
い
ま
す
か
」
と
い
う
よ
う
な

聞
き
方
を
す
る
。

「
八
個
通
過
し
た
人
い
ま
す
か
」

と
い
う
言
い
方
を
す
る
時
も
あ

る
。
八
個
通
過
し
た
人
が
、
二
、

三
人
ぐ
ら
い
の
時
に
発
す
る
の

で
あ
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
時
点

で
は
「
一
番
多
く
書
け
た
人
」

で
あ
る
場
合
も
あ
る
。（
中
略
）

　

つ
け
た
し
は
、
三
個
で
あ
る
。

「
一
つ
、
つ
け
足
し
」
は
し
な
い
。

授
業
が
つ
ま
ら
な
い
も
の
に
な

る
か
ら
だ
。

「
八
個
書
い
た
人
」
に
続
け
て
、

ク
ラ
ス
全
員
が
「
プ
ラ
ス
三
個
」

に
挑
戦
す
る
。

　

黒
板
に
二
十
個
を
す
ぎ
る
頃

か
ら
、
な
か
な
か
出
て
こ
な
い

よ
う
に
な
る
。

　

少
し
と
ぎ
れ
た
ら
「
二
個
」

に
へ
ら
す
の
で
あ
る
。「
二
個
つ

け
足
し
な
ら
で
き
る
」
と
、
出

て
く
る
子
が
い
る
。

「
ク
ラ
ス
全
員
が
『
プ
ラ
ス
三
個
』

に
挑
戦
す
る
」。
こ
の
視
点
が
な
い

と
つ
ま
ら
な
い
も
の
に
な
る
。

い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」
と
い
っ

て
、「
一
人
」
を
指
名
し
て
、
例

示
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。「
今
、

答
え
て
も
ら
っ
た
目
の
よ
う
な

漢
字
を
さ
が
す
の
で
す
ね
」

　

教
室
に
は
「
口
に
二
画
で
は
、
す

ぐ
に
分
か
ら
な
い
子
が
い
る
」
た
め

で
あ
る
。
向
山
氏
は
、
千
葉
大
の
大

学
生
で
さ
え
も
一
人
指
名
し
た
。

　

さ
ら
に
基
準
を
示
す
。「
三
つ
書

け
た
ら
一
年
生
レ
ベ
ル
、
六
つ
書
け

た
ら
二
年
生
レ
ベ
ル
」
と
。
そ
し
て
、

「
こ
の
よ
う
に
す
る
と
、
六
年
生

で
は
、
十
八
個
書
け
る
こ
と
で
す

ね
」「
み
ん
な
大
丈
夫
か
な
？ 

」

と
言
う
。
こ
れ
で
、
子
供
た
ち
の
や

る
気
度
は
上
が
る
。
更
に
追
い
打
ち

口
に
二
画
の
漢
字
の
授
業

「
一
番
多
く
書
け
た
子
が
板
書
す
る
」
の
で
は
な
い
。

「
八
個
を
通
過
し
た
人
」
が
二
、
三
人
ぐ
ら
い
の
と
き
に
板
書
す
る
の
だ
。

笠か
さ

井い 

美み

香か

広
島
県
東
広
島
市
立
龍
王
小
学
校

埼
玉
県
熊
谷
市
立
奈
良
中
学
校

一
面
の
み
の
「
事
実
」
に
潜
む
不
備
不
足

完
成
形
の
み
を
見
せ
る
の
は
あ
る
意
味
で
ご
ま
か
し
で
あ
る
。
完
成
形
を
示
す
な
ら
ば
、

ス
タ
ー
ト
の
状
態
も
同
様
に
示
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
間
の
伸
び
を
こ
そ
、
問
題
に

す
べ
き
な
の
だ
。

　

学
力
が
低
い
集
団
で
は
、
学
習
指
導
以
外
の

様
々
な
問
題
が
勃
発
す
る
。
学
力
の
低
さ
の
裏

側
に
、
認
知
力
の
問
題
の
み
な
ら
ず
、
虐
待
、

ネ
グ
レ
ク
ト
、
貧
困
、
発
達
障
害
な
ど
の
要
因

が
幾
重
に
も
重
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

中
高
の
い
わ
ゆ
る
「
指
導
困
難
校
」
で
働
く

教
師
は
、
通
常
の
学
級
経
営
や
授
業
、
部
活
動

指
導
の
ほ
か
に
、
そ
れ
ら
を
倍
す
る
生
活
指
導

や
特
別
支
援
と
毎
日
毎
日
組
み
合
っ
て
い
る
。

　

私
自
身
も
若
い
頃
か
ら
そ
の
よ
う
な
厳
し
い

環
境
で
仕
事
を
し
て
き
た
。
そ
う
い
う
私
が
、

　

出
来
上
が
り
の
状
態
だ
け
見
て
判
断
す

る
な
。
ス
タ
ー
ト
地
点
か
ら
の
伸
び
を
こ

そ
評
価
せ
よ
。

と
言
う
こ
と
で
、
救
わ
れ
る
仲
間
が
た
く
さ
ん

い
る
。
毎
週
の
よ
う
に
届
く
便
り
や
メ
ー
ル
に

は
、
彼
ら
の
本
音
が
縷る

る々

つ
づ
ら
れ
て
お
り
、

読
む
た
び
に
学
び
や
気
付
き
を
も
ら
っ
て
い
る

の
が
事
実
で
あ
る
。

　

気
付
き
の
一
つ
が
、
セ
ミ
ナ
ー
で
講
師
が
見

せ
る
「
出
来
上
が
り
」
の
状
態
を
見
て
、
自
分

を
責
め
て
し
ま
う
教
師
が
少
な
く
な
い
と
い
う

案
件
だ
。
悪
い
意
味
で
の
比
較
を
し
て
、
傷
つ

く
人
々
が
い
る
わ
け
だ
。

　

最
初
か
ら
七
〇
点
レ
ベ
ル
の
集
団
を
八
八
点

に
す
る
の
は
た
や
す
い
。
講
師
を
務
め
る
よ
う

な
レ
ベ
ル
で
な
く
と
も
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
学
ん
で

な
く
と
も
、
そ
れ
は
可
能
だ
。

　

学
力
が
高
い
集
団
は
体
育
祭
で
も
文
化
祭
で

も
ま
と
ま
り
が
よ
く
、
水
準
以
上
の
結
果
を
楽

に
出
し
て
い
く
事
実
を
、
大
学
院
時
代
、
臨
床

で
山
ほ
ど
見
て
き
た
。

　

例
え
ば
、
中
学
一
年
時
か
ら
入
試
の
結
果
で

学
級
編
成
を
す
る
学
校
が
あ
っ
た
。「
一
番
か

ら
四
十
番
ま
で
が
Ａ
組
、
四
十
一
番
か
ら
八
十

番
ま
で
が
Ｂ
組
」
の
よ
う
に
で
あ
る
。
実
態
を

知
ら
な
い
教
師
は
、「
勉
強
が
苦
手
で
も
、
そ

れ
を
バ
ネ
に
ス
ポ
ー
ツ
で
頑
張
る
は
ず
だ
」
な

ど
と
一
般
論
を
語
る
。
だ
が
、
現
実
は
違
う
。

逆
転
は
な
い
。
何
を
や
っ
て
も
Ａ
組
が
一
番
を

取
り
、
Ｅ
組
は
全
て
の
行
事
で
四
位
か
五
位
な

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
時
を
経
る
ご
と
に
荒
れ

が
進
ん
で
い
く
。
い
じ
め
が
横
行
し
、
不
登
校

が
増
え
、自
殺
未
遂
な
ど
重
大
な
事
件
も
起
こ
る
。

　

高
校
も
し
か
り
。
体
育
科
が
あ
れ
ば
体
育
祭

の
み
当
然
の
ご
と
く
逆
転
が
起
こ
る
が
、
そ
れ

以
外
は
推
し
て
知
る
べ
し
。

　

そ
れ
は
そ
れ
は
、
驚
き
を
超
え
る
ほ
ど
露
骨

な
差
な
の
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
し
ん
ど
い
現
場
で
奮
闘
す
る

仲
間
に
言
い
た
い
。
上
辺
の
姿
を
比
較
し
て
傷

つ
く
必
要
は
な
い
。
ス
タ
ー
ト
か
ら
の
伸
び
を

こ
そ
評
価
の
対
象
に
し
よ
う
、
と
。
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高
段
者
編

回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q

A

」

＆

川か
わ

原は
ら 

雅ま
さ

樹き

兵
庫
県
篠
山
市
立

味
間
小
学
校

A

Q

教
科
書
は
大
体
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
で
小
単
元
で

す
。
こ
の
タ
イ
ト
ル
を
写
し
て
い
く
と
、
単
元

構
成
が
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
を
指
導
計
画
と
し

ま
す
。

　

裏
技
？　
と
し
て
「
○
○
さ
ん
の
話
」
な
ど
の

「
人
の
話
」
の
部
分
を
ざ
っ
と
見
ま
す
。
単
元

目
標
と
な
る
「
工
夫
・
苦
労
」
が
分
か
り
ま
す
。

３　

資
料
と
調
べ
る
箇
所
の
決
定

　

第
一
時
で
使
う
資
料
を
決
め
ま
す
。
多
く
の

場
合
は
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
で
す
。
読
み
取
り
で

何
が
矛
盾
点
に
な
る
か
調
べ
る
課
題
を
決
め
ま

す
。
そ
し
て
「
何
で
調
べ
さ
せ
る
か
」（
例
：

見
学
、
書
籍
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
）
を
決

め
ま
す
。
そ
こ
か
ら
「
ま
と
め
」
と
し
、
授
業

を
組
み
立
て
て
い
き
ま
す
。

　
川
原
先
生
が
社
会
科
の
教
材
研
究
を

す
る
際
、
ど
の
よ
う
な
手
順
を
踏
ん
で

い
ま
す
か
？

　
ま
ず
学
習
指
導
要
領
を
見
て
、
次
に

…
…
、
な
ど
、
具
体
的
に
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
　

学
習
指
導
要
領
解
説
の
目
標
、
内
容
、

内
容
の
取
り
扱
い
を
箇
条
書
き
に
し
ま
す
。

次
に
教
科
書
の
タ
イ
ト
ル
を
箇
条
書
き
に
し
ま

す
。
最
後
に
単
元
第
一
時
に
出
す
資
料
を
決
定

し
、
何
で
調
べ
さ
せ
る
か
決
め
、
単
元
を
組
み

ま
す
。

１　

学
習
指
導
要
領
解
説

　

学
習
指
導
要
領
を
見
る
の
は
、
研
究
授
業
の

と
き
だ
け
で
す
。
若
い
と
き
は
、
長
期
休
み
に

次
の
学
期
分
だ
け
は
ま
と
め
て
箇
条
書
き
に
し

て
い
ま
し
た
。
学
習
指
導
要
領
の
文
は
長
い
の

で
、
短
く
箇
条
書
き
に
す
る
と
、
教
え
る
内
容

が
大
体
分
か
り
ま
す
。

　

重
要
な
の
は
「
内
容
の
取
り
扱
い
」
で
す
。

こ
こ
に
選
択
や
具
体
的
に
扱
う
事
例
が
載
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。

２　

教
科
書
の
タ
イ
ト
ル

　

ふ
だ
ん
の
教
材
研
究
は
こ
こ
か
ら
始
め
ま
す
。

社
会
科
　
教
材
研
究
の
手
順

手
順
・
ポ
イ
ン
ト
・
裏
技
な
ど
、
具
体
的
に
お
教
え
し
ま
す
。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ

１ 

五
分
間
動
画
の
完
成

　

ア
ニ
ャ
ン
ゴ
こ
と
向
山
恵
理
子
さ

ん
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
、「『
五
色
百
人

一
首
』
を
教
室
で
初
め
て
行
う
と
き

の
指
導
の
仕
方
」
と
い
う
公
式
動
画

を
作
成
し
た
。
大
会
用
の
厳
格
な

ル
ー
ル
紹
介
が
目
的
で
は
な
い
。
日

本
中
の
教
室
や
家
庭
で
、
初
心
者
に

も
「
五
色
百
人
一
首
」
を
楽
し
ん
で

も
ら
う
た
め
の
動
画
で
あ
る
。

２ 

向
山
学
級
の
や
り
方

　

台
本
を
徹
底
的
に
検
討
し
た
。
書

き
直
し
五
回
。
微
修
正
た
く
さ
ん
。

る
百
人
一
首
で
握
手
と
い
う
西
洋
的

な
挨
拶
は
不
自
然
で
は
あ
る
。（
た

だ
し
、「
大
会
ル
ー
ル
で
決
め
た
の

な
ら
そ
こ
で
や
る
こ
と
は
あ
っ
て
も

よ
い
」
と
向
山
氏
）

　

向
山
氏
は
ご
く
簡
潔
に
百
人
一
首

の
紹
介
と
遊
び
方
を
話
さ
れ
た
。
そ

れ
を
台
本
に
取
り
入
れ
た
。

　

百
人
一
首
は
五
七
五
七
七
の

歌
で
で
き
て
い
ま
す
。
五
七
五

を
聞
い
て
、
七
七
の
札
を
取
り

ま
す
。「
下
の
句
」
と
言
い
ま
す
。

先
生
が
下
の
句
を
二
回
読
み
ま

す
か
ら
、
下
の
句
を
取
る
ん
で

す
よ
。
途
中
で
取
っ
て
も
構
い

ま
せ
ん
。

　

十
七
枚
目
の
札
を
読
み
終
え
る
と

き
。
向
山
氏
は
最
後
の
札
を
ゆ
っ
た

り
読
み
、
そ
の
ま
ま
続
け
て
言
う
。

　

お
し
ま
い
～
～
～
。

　

伸
ば
し
た
調
子
か
ら
、
い
か
に
も

「
終
わ
り
で
す
」
と
い
う
感
じ
が
す

る
。
対
戦
終
了
時
。
私
の
台
本
は
書

き
込
み
で
ゴ
テ
ゴ
テ
し
て
い
た
。

「
勝
っ
た
人
？　

お
め
で
と
う
。
負

け
た
人
？　

勝
負
は
時
の
運
。
次
頑

張
ろ
う
。
ご
挨
拶
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
握
手
」

　

向
山
氏
の
終
わ
り
方
。

　

は
い
、
お
片
付
け
で
す
。

　

こ
れ
だ
け
だ
。
す
ご
い
。

　

台
本
に
「
ご
用
意
よ
け
れ
ば
空か
ら

札ふ
だ

い
ち
ま
い
～
」
と
「
空
札
」
を
読
む

場
面
を
入
れ
た
と
こ
ろ
、
小
宮
氏
に

指
摘
さ
れ
た
。

「
最
初
の
指
導
で
は
、
向
山
氏
は
空

札
は
扱
わ
な
か
っ
た
。
い
き
な
り
、

ゆ
っ
く
り
一
枚
読
ん
だ
」

　

確
か
に
そ
の
方
が
ス
ッ
キ
リ
す
る
。

（
空
札
っ
て
何
？
）
と
い
う
混
乱
は

最
初
は
避
け
る
。
空
札
は
後
か
ら
入

れ
て
い
け
ば
よ
い
。
納
得
し
た
。

　

動
画
作
り
で
た
く
さ
ん
の
我
流
を

見
付
け
、
向
山
学
級
の
「
五
色
百
人

一
首
」
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
動
画
は
下
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア

ク
セ
ス
し
、
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
れ
ば
誰
で

も
見
ら
れ
る
。

　

私
が
原
案
を
作
り
、
谷
和
樹
氏
や

小
宮
孝
之
氏
は
じ
め
多
く
の
先
生
に

検
討
し
て
も
ら
い
、
最
後
に
向
山
洋

一
氏
に
見
て
も
ら
っ
た
。

　

最
初
の
場
面
。
向
か
い
合
っ
た
二

人
で
「
ご
挨
拶
」「
握
手
」
と
書
い
た
。

向
山
氏
の
チ
ェ
ッ
ク
。

　

握
手
な
ん
か
し
な
い
よ
。

　

地
方
の
大
会
で
握
手
さ
せ
て
き
た

の
で
、
そ
の
ま
ま
教
室
で
も
さ
せ
て

き
た
が
、
向
山
学
級
に
握
手
と
い
う

作
法
は
な
か
っ
た
。

　

確
か
に
、
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ

五
色
百
人
一
首
公
式
動
画
作
り
で

分
か
っ
た
、
私
の
我
流

初
め
て
教
室
で
ど
う
教
え
る
か
。
必
要
最
小
限
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

一
つ
一
つ
教
え
て
い
け
ば
よ
い
。
向
山
学
級
の
や
り
方
を
学
び
、

幾
つ
も
の
我
流
を
見
付
け
た
。

木き

村む
ら 

重し
げ

夫お

東
京
都
・
日
本
文
化
大
學	

講
師
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向
むこう

山
やま

 恵
え

理
り

子
こ世界初女性

ニャティティ奏者
アニャンゴこと

オクム師匠の教え㉓
あれこれ考えている時間はない。
きっとこれがワールドミュージックの最前線。

　

フ
ラ
ン
ス
・
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル

で
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
最
終
日
。

私
た
ち
の
出
番
は
最
終
日
の
ト
リ
、

い
わ
ゆ
る
「
ヘ
ッ
ド
・
ラ
イ
ナ
ー
」

で
、
し
か
も
演
奏
は
二
時
間
。
テ

レ
ビ
ク
ル
ー
も
入
る
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
リ
ハ
ー
サ
ル
時
間

は
、
サ
ウ
ン
ド
チ
ェ
ッ
ク
も
合
わ

せ
て
僅
か
九
十
分
だ
け
。
そ
の
上
、

急
に
カ
メ
ル
ー
ン
出
身
の
シ
ン

ガ
ー
二
人
も
コ
ー
ラ
ス
と
し
て
加

わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

あ
れ
こ
れ
考
え
て
い
る
時
間
は

な
い
。
き
っ
と
こ
れ
が
ワ
ー
ル
ド

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
最
前
線
。
メ
ン

バ
ー
を
信
じ
、
自
分
を
信
じ
、
何

よ
り
楽
し
ん
で
ラ
イ
ブ
を
し
よ
う

と
思
う
こ
と
に
し
た
。

　

演
奏
が
始
ま
っ
た
。
気
が
付
く

と
ベ
ー
ス
の
リ
ヴ
ァ
は
ず
っ
と
私

の
方
を
見
て
、
私
の
音
楽
か
ら
外

れ
ま
い
と
、
グ
ル
ー
ヴ
で
寄
り
添

い
リ
ズ
ム
を
支
え
て
く
れ
て
い
た
。

　

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
ボ
ニ
は
、

そ
の
真
逆
と
い
う
か
、
自
分
こ
そ

が
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
王
様
と

い
っ
た
堂
々
と
し
た
派
手
や
か
な

演
奏
。

　

も
ち
ろ
ん
私
も
最
初
か
ら
飛
ば

し
ま
く
っ
た
か
ら
、ア
ニ
ャ
ン
ゴ
・

ト
リ
オ
の
演
奏
は
、
超
個
性
的
な

ス
テ
ー
ジ
に
な
っ
た
。

　

だ
っ
て
、
日
本
人
の
ニ
ャ
テ
ィ

テ
ィ
に
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
人
の

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
マ
ダ
ガ
ス
カ

ル
人
の
ベ
ー
ス
だ
も
の
。

　

と
こ
ろ
が
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

も
終
盤
に
差
し
掛
か
ろ
う
と
し
た

そ
の
と
き
だ
っ
た
。
バ
リ
バ
リ
と

い
う
音
が
し
た
と
思
っ
た
ら
、
突

然
、
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
が
聞
こ
え
な

く
な
り
、
結
局
そ
れ
が
最
後
の
曲

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

ノ
イ
ズ
の
原
因
が
分
か
ら
な
い

ま
ま
舞
台
の
袖
に
下
が
る
と
、
客

席
か
ら
ア
ン
コ
ー
ル
。

　

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
は
無
理
だ
と
判

断
し
、
た
っ
た
一
人
で

ス
テ
ー
ジ
に
戻
り
「
神

よ
、
ア
フ
リ
カ
に
祝
福

を
」
を
ア
カ
ペ
ラ
で

歌
っ
た
。

　

そ
れ
が
、
逆
に
客
席

に
は
ウ
ケ
た
よ
う
だ
っ

た
。

　

ち
な
み
に
、「
神
よ
、

⋮
⋮
」
は
、
サ
ハ
ラ
以

南
の
ア
フ
リ
カ
で
よ
く

歌
わ
れ
る
賛
美
歌
で
、

タ
ン
ザ
ニ
ア
と
南
ア
フ

リ
カ
共
和
国
が
国
歌
と

し
て
使
用
し
て
い
る
。

　

私
が
東
ア
フ
リ
カ
音

楽
の
バ
ン
ド
「
ブ
ル
ケ

ン
ゲ
」
を
や
っ
て
い
た

と
き
、
最
初
に
覚
え
た
曲
の
一
つ
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
大
盛
況
で

終
わ
り
、
朝
ま
で
セ
ッ
シ
ョ
ン
大

会
が
続
い
た
。

　

し
か
し
、
私
の
中
で
は
新
た
な

課
題
が
見
え
て
き
た
ツ
ア
ー
で
も

あ
っ
た
。
楽
器
だ
け
で
な
く
、
機

材
に
つ
い
て
も
大
き
な
見
直
し
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
で
の
ラ
イ
ブ
）

騒人社の引っ越し、
事務局会議も
研究所アネックスで
―研究所のみなさんに助けられてー

１　

騒
人
社
の
引
っ
越
し

　

第
二
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ビ
ル
の
騒
人
社

が
、
過
日
の
台
風
で
雨
漏
り
の
被

害
に
あ
っ
た
。
美
崎
さ
ん
は
じ
め
、

皆
さ
ん
心
配
し
て
く
れ
て
、
何
度

も
来
て
く
れ
た
。
三
階
立
て
の
二

階
が
雨
漏
り
で
、
み
ん
な
不
思
議

が
っ
て
、
あ
れ
こ
れ
対
応
策
を
考

え
て
く
れ
た
。
雨
の
翌
日
、
騒
人

社
の
電
話
と
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
上
に

傘
が
さ
し
て
あ
っ
て
、
そ
の
優
し

さ
に
心
が
温
か
く
な
っ
た
。

　

雨
漏
り
が
契
機
と
な
り
、
あ
っ

と
い
う
間
に
引
っ
越
し
が
決
ま
っ

た
。
引
っ
越
し
先
は
、
教
育
技
術

研
究
所
の
隣
の
二
階
、
ア
ニ
ャ
ン

ゴ
さ
ん
が
事
務
所
と
し
て
使
っ
て

い
た
と
こ
ろ
だ
。

　

無
事
引
っ
越
し
が
終
わ
っ
た
。

一
番
う
れ
し
い
こ
と
は
、
い
つ
も

隣
に
は
研
究
所
の
人
が
い
て
安
心

で
き
る
こ
と
、
駐
車
場
も
空
い
て

い
る
と
き
は
使
う
こ
と
が
で
き
、

徒
歩
五
歩
で
入
口
だ
。

　

日
当
た
り
が
良
く
て
明
る
く
て
、

天
気
の
い
い
日
は
、
暖
房
も
い
ら

な
い
。
騒
人
社
に
は
社
員
は
い
な

い
か
ら
、
私
一
人
で
仕
事
を
し
て

い
る
。
編
集
や
デ
ザ
イ
ン
を
し
て

く
れ
る
嫁
の
有
紀
江
は
、
在
宅
で
、

会
計
処
理
な
ど
必
要
な
と
き
に
来

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

第
二
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ビ
ル
で
不
満
に

思
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
け
ど
、

こ
う
し
て
引
っ
越
し
て
み
る
と
、

あ
ま
り
の
快
適
さ
に
顔
が
緩
ん
で

し
ま
う
。
全
て
研
究
所
や
向
山
先

生
の
お
か
げ
で
、
こ
う
し
て
居
場

所
を
作
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
感
謝

し
か
な
い
。

　

研
究
所
へ
の
企
画
提
案
の
た
め
、

山
口
の
稲
田
先
生
が
始
発
の
飛
行

機
で
来
ら
れ
て
、
最
終
便
ま
で
一

日
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ	

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
の
打

合
せ
を
し
た
。
い
い
事
務
所
だ
と

褒
め
て
く
れ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
。

　

翌
日
は
、
経
済
広
報
セ
ン
タ
ー

の
企
画
で
作
っ
て
い
る
『
キ
ー

ワ
ー
ド
で
教
え
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』
の

本
の
編
集
作
業
。
コ
ピ
ー
し
て
使

う
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
付
き
だ
。
板
倉

先
生
が
校
正
を
し
て
く
れ
て
い
る
。

皆
に
助
け
て
も
ら
っ
て
い
る
。

２　

中
央
事
務
局
の
会
議
室

　

第
二
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ビ
ル
を
引
き
上

げ
る
の
で
、
中
央
事
務
局
の
会
議

は
、
騒
人
社
の
引
っ
越
し
先
の
一

階
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

研
究
所
の
荷
物
を
全
部
出
す
と
、

驚
く
ほ
ど
広
い
部
屋
に
な
っ
た
。

　

向
山
先
生
か
ら
絨じ
ゅ
う

毯た
ん

を
敷
い

た
方
が
よ
い
と
言
わ
れ
、
壁
紙
を

張
り
替
え
、
絨
毯
を
敷
く
と
、
見

違
え
た
。
安
田
さ
ん
が
四
十
人
入

れ
る
よ
う
に
計
算
し
つ
く
し
、
新

し
い
机
も
入
れ
た
。

３　

大
阪
向
山
・
谷
塾

　

十
二
月
に
は
、
一
門
合
宿
、
京

都
学
会
を
控
え
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
参
加
者
が
い

て
う
れ
し
か
っ
た
。

　

向
山
先
生
が
小
学
校
の
授
業
で
、

ど
の
よ
う
に
討
論
を
作
り
上
げ
て

い
っ
た
か
知
り
た
く
て
、
討
論
を

テ
ー
マ
に
続
け
て
い
く
。

〈
負
け
る
も
ん
か
〉

　

師
尾
が
、
研
究
所
の
玄
関
で

ず
っ
こ
け
て
大
き
な
音
を
立
て
て

し
ま
っ
た
。

　

研
究
所
の
み
な
さ
ん
が
、「
大

丈
夫
で
す
か
？
」
と
心
配
そ
う
に

声
を
掛
け
て
く
れ
た
。
そ
ん
な
中
、

美
崎　

大
丈
夫
で
す
か
⋮
⋮
？　

玄
関
は
⋮
⋮
。

　

別
の
日
、

美
崎　

研
究
所
で
お
仕
事
で
き
て

幸
せ
で
す
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
入
っ

て
私
は
変
わ
り
ま
し
た
。
人
と

話
す
の
が
嫌
い
で
、
無
口
だ
っ

た
ん
で
す
よ
。

師
尾　

え
え
っ
そ
う
な
の
。
昔
の

方
が
よ
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
？

と
ち
ょ
っ
と
や
っ
つ
け
ま
し
た
。
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向山洋一の
日常から学ぶ仕事術一 

﹁
感
謝
﹂
は
共
通
の
道
徳
的
価
値

　

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
に
お
け
る
「
コ
モ
ン

モ
ラ
リ
テ
ィ
と
し
て
の
感
謝
」
研
究
が
二
〇

〇
三
年
以
降
盛
ん
に
な
っ
た
。
感
謝
が
幸
福

感
、
対
人
指
向
性
、
心
理
的
健
康
に
及
ぼ
す

影
響
な
ど
に
関
す
る
研
究
論
文
は
多
数
に
上

り
、
日
本
と
タ
イ
の
大
学
生
の
感
謝
に
関
す

る
比
較
文
化
研
究
な
ど
、
国
際
的
に
も
広

が
っ
て
い
る
。
昨
年
六
月
の
日
本
道
徳
教
育

学
会
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
テ
ー

マ
も
「
感
謝
に
つ
い
て
の
研
究
︱
国
際
比
較

の
た
め
の
基
礎
研
究
︱
」
で
あ
っ
た
。

　

羽
生
結
弦
は
「
困
難
を
乗
り
越
え
る
力
は

逆
境
に
感
謝
す
る
心
に
あ
る
」
こ
と
を
母
か

ら
学
ん
だ
と
、
テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

語
っ
て
い
る
。「
感
謝
」
と
い
う
世
界
共
通

の
道
徳
的
価
値
に
つ
い
て
の
学
術
的
研
究
が
、

比
較
文
化
的
視
点
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

は
大
変
興
味
深
い
。

　

国
連
は
二
〇
一
五
年
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
を
掲
げ
て
い
る
が
、

早
期
の
児
童
発
育
へ
の
投
資
が
十
七
の
目
標

の
う
ち
八
項
目
を
占
め
、
家
庭
支
援
政
策
を

最
重
要
視
し
て
い
る
。
特
に
成
功
し
て
い
る

の
は
親
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
世
界
の
五
大

医
学
雑
誌
『
ラ
セ
ッ
ト
』
は
、
乳
幼
児
特
集

を
組
み
、
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

達
成
の
た
め
の
子
供
の
出
生
初
期
に
投
資
し
、

子
供
た
ち
に
養
育
ケ
ア
を
提
供
す
る
家
庭
の

支
援
と
い
う
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
訴
え
て
い
る
。

　

五
歳
ま
で
の
「
非
認
知
能
力
」
を
育
む
家

庭
支
援
政
策
と
、
保
育
士
の
精
神
的
健
康
の

悪
化
に
よ
る
保
育
の
質
の
低
下
を
克
服
す
る

政
策
に
投
資
す
る
「
未
来
へ
の
投
資
」
こ
そ

が
、
道
徳
教
育
を
核
と
す
る
「
教
育
再
生
」

の
最
重
要
課
題
で
あ
る
。
保
育
士
の
精
神
的

健
康
の
低
下
の
主
因
は
、
変
化
す
る
「
子
供

へ
の
対
応
・
理
解
」
と
「
保
護
者
の
対
応
」

の
ス
ト
レ
ス
で
あ
る
こ
と
が
各
種
調
査
に

よ
っ
て
判
明
し
て
い
る
。
子
供
の
発
達
と
関

わ
り
方
に
つ
い
て
の
科
学
的
知
見
を
共
有
す

る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

二 

Ｇ
７
倉
敷
教
育
大
臣
会
合
と 

 
 

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

　

近
年
日
本
で
は
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
」
や
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

な
ど
の
学
び
の
在
り
方
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、

知
識
を
習
得
す
る
と
い
う
学
び
か
ら
、
能
動

的
に
自
ら
考
え
る
と
い
う
学
び
へ
の
転
換
が

提
唱
さ
れ
て
い
る
。
慶
應
義
塾
大
学
の
鈴
木

寛
教
授
は
、
文
部
科
学
省
副
大
臣
の
と
き
に
、

日
本
の
教
育
の
課
題
を
「
指
示
待
ち
人
間
」

髙た
か

橋は
し 

史し

朗ろ
う

麗
澤
大
学
大
学
院
特
任
教
授

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
教
授

脳
科
学
と
教
育　

第
十
一
回

日本の　　 のために

「
創
造
社
会
」
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
と
Ｇ
７
「
倉
敷
宣
言
」

TOSSのラグビーワールド
カップ推進教育のおかげで、
貴重な思い出ができた
歴史的な瞬間に立ち会った！

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
組
織
委
員
会

と
連
携
し
、
二
〇
一
五
年
か
ら
ラ

グ
ビ
ー
推
進
教
育
事
業
を
行
っ
て

き
た
。
セ
ミ
ナ
ー
の
運
営
や
テ
キ

ス
ト
を
作
成
し
て
全
国
で
授
業
が

実
施
さ
れ
た
。

　

日
本
チ
ー
ム
が
決
勝
リ
ー
グ
に

進
め
る
か
ど
う
か
の
試
合
を
観
戦

し
た
。
ラ
グ
ビ
ー
に
全
く
興
味
関

心
の
な
か
っ
た
私
は
、
試
合
時
間

が
前
後
半
四
十
分
ず
つ
で
あ
る
こ

と
を
観
戦
前
日
に
知
っ
た
ほ
ど
無

知
な
「
に
わ
か
」
フ
ァ
ン
。
ル
ー

ル
も
知
ら
ず
、「
電
車
が
混
ん
で
嫌

だ
な
」「
雨
が
降
っ
た
ら
行
か
な

い
」。
行
っ
て
も
「
風
邪
ぎ
み
だ
か

ら
前
半
で
帰
ろ
う
」
な
ど
、
後
ろ

向
き
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
た
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
私
が
試
合
の

最
後
ま
で
い
た
。
熱
気
に
包
ま
れ

た
ス
タ
ジ
ア
ム
で
歓
声
を
あ
げ
、

旗
を
振
り
、
見
知
ら
ぬ
人
と
ハ
イ

タ
ッ
チ
ま
で
や
っ
て
の
け
た
。

　

こ
れ
も
隣
に
座
っ
た
山
梨
県
の

根
津
盛
吾
先
生
の
お
か
げ
だ
っ
た
。

　

根
津
先
生
は
、
試
合
中
、
私
の

専
属
解
説
者
と
な
っ
て
、
ル
ー
ル

の
説
明
か
ら
選
手
の
名
前
や
選
手

の
動
き
の
意
味
な
ど
を
逐
一
教
え

て
く
れ
た
。
そ
の
根
津
先
生
が
、

日
本
が
試
合
に
勝
っ
た
瞬
間
、
タ

オ
ル
に
顔
を
埋
め
て
号
泣
さ
れ
た
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
ラ
グ
ビ
ー
教
育
を

推
進
す
る
根
津
先
生
は
、
ご
自
身

も
ラ
グ
ビ
ー
経
験
者
。
日
本
の
ラ

グ
ビ
ー
の
黎れ
い

明め
い

期
を
知
っ
て
い
る

だ
け
に
、
六
万
人
を
超
え
る
人
で

埋
ま
っ
た
ス
タ
ジ
ア
ム
を
見
て
、

そ
し
て
歴
史
的
な
瞬
間
に
立
ち
会

え
、
感
無
量
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

　

根
津
先
生
の
男
泣
き
の
姿
に
感

激
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

︿
お
ま
け
﹀
モ
ロ
ち
ゃ
ん

　

散
歩
の
途
中
に
、
研
究
所
に
カ

ン
ち
ゃ
ん
が
来
た
。
カ
ン
ち
ゃ
ん

と
は
、
二
歳
に
な
る
向
山
先
生
の

お
孫
さ
ん
。
そ
の
カ
ン
ち
ゃ
ん
が
、

私
の
顔
を
見
て
「
モ
ロ
ち
ゃ
ん
、

モ
ロ
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ん
だ
。
恵
理

子
さ
ん
が
「
み
さ
き
さ
ん
だ
よ

～
」
と
カ
ン
ち
ゃ
ん
に
言
う
と

「
ミ
シ
ャ
キ
さ
ん
」
と
呼
ん
で
く

れ
た
け
ど
、
な
ぜ
私
を
見
て
モ
ロ

ち
ゃ
ん
と
呼
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。

①
中
年
の
お
姉
さ
ん
を
見
る
と
、

モ
ロ
ち
ゃ
ん
。

②
お
し
ゃ
べ
り
は
、
モ
ロ
ち
ゃ
ん
。

③
怖
い
人
は
、
モ
ロ
ち
ゃ
ん
。

④
き
れ
い
な
人
は
、
モ
ロ
ち
ゃ
ん
。

　

師
尾
先
生
に
こ
の
話
を
し
た
ら
、

始
め
は
「
髪
形
か
な
あ
」
と
言
っ

て
い
た
の
に「
き
れ
い
な
人
と
言
っ

た
か
ら
、
承
知
し
た
」
で
す
と
。

「
何
で
上
か
ら
目
線
？
」
と
思
っ

た
が
、
も
ち
ろ
ん
、
私
は
④
以
外

で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

本当は、大の仲良し?! 10月のメルマガ、今月の一言「五色
百人一首向山学級では一試合五分く
らいでした。毎日やっていました」

根津先生と戸村先生に挟まれ、水川さん
に借りたユニフォームで応援。にわかに
は見えない？

美
み

崎
さき

 眞
ま

弓
ゆみ特定非営利

活動法人	TOSS
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２ 月 か
ら
脱
却
さ
せ
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ナ
ー

（
自
発
的
な
学
び
手
）」
に
し
て
い
く
こ
と
だ

と
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
い
つ
の
間
に
か
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
「
す
り
替
え
ら

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
危
惧
」
が
あ
る

と
鈴
木
教
授
は
警
告
し
て
い
る
。

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
は
学
び
手

を
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
画
一
的
な

方
法
を
導
入
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
の
「Education	2030

」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
二
〇
三
〇
年
の
教
育
に
何
が
必

要
か
が
徹
底
的
に
議
論
さ
れ
て
い
る
。「
知

識
」
を
覚
え
る
の
で
は
な
く
、
予
測
不
可
能

な
複
雑
系
の
世
界
の
、
個
別
の
「
状
況
に
応

じ
る
力
」「
個
別
暫
定
解
を
求
め
る
力
」
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
状
況
に
応
じ
て
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
頼
ら
ず
ス
キ
ル
を
ど
う
使
う
か
が
課

題
に
な
っ
て
い
る
。
平
成
二
十
八
年
に
開
催

さ
れ
た
Ｇ
７
倉
敷
教
育
大
臣
会
合
で
は
、「
教

育
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、「
倉

敷
宣
言
」
が
発
表
さ
れ
、
工
業
・
産
業
社
会

の
人
材
育
成
か
ら
、「
創
造
社
会
」
の
た
め

の
人
材
育
成
へ
の
転
換
と
い
う
歴
史
認
識
が

示
さ
れ
た
。
こ
の
「
創
造
社
会
」
へ
の
パ
ラ

ダ
イ
ム
転
換
に
つ
い
て
、
鈴
木
教
授
は
「
脱

近
代
」
や
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
」
で
は
な
く
、

近
代
を
リ
ス
ペ
ク
ト
し
つ
つ
も
卒
業
し
て
い

く
と
い
う
意
味
で
、「
卒
近
代
」
と
い
う
用

語
を
使
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
学
校
は
、ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
（
創
造
的
な
学
び
）
の
た
め
の

「
つ
く
る
」
経
験
を
積
む
場
と
な
り
、
教
師

は
児
童
生
徒
が
「
つ
く
る
」
こ
と
を
支
援
す

る
だ
け
で
な
く
一
緒
に
問
題
に
挑
戦
し
、
一

緒
に
つ
く
る
こ
と
に
取
り
組
む
仲
間
、「
ジ
ェ

ネ
レ
ー
タ
ー
」
に
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
、
と
慶
應
義
塾
大
学
の
井
庭
崇
教
授
は

述
べ
て
い
る
（『
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
︱
創
造
社
会
の
学
び
と
教
育
』
井
庭

崇
著　

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
）。
一
言
で

言
え
ば
、「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

と
は
つ
く
る
中
で
学
び
を
深
め
る
学
び
方
で

あ
る
。
こ
れ
を
道
徳
教
育
に
お
い
て
、
い
か

に
実
践
化
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

同
教
育
大
臣
会
合
に
お
い
て
、
人
の
心
の

問
題
に
介
入
す
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
理
由

か
ら
道
徳
教
育
に
慎
重
で
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス

が
、
道
徳
教
育
を
重
視
す
る
立
場
に
転
換
し

た
。
さ
ら
に
、
同
会
合
の
重
要
議
題
の
一
つ

で
あ
っ
た
「
共
通
価
値
の
尊
重
」
の
中
で
、

議
長
国
で
あ
る
日
本
が
最
優
先
事
項
と
し
て

提
出
し
た
「
生
命
の
尊
重
」
に
対
し
、一
年
前

の
ユ
ネ
ス
コ
の
会
議
で
「
自
由
と
民
主
主
義
」

な
ど
「
命
よ
り
も
大
事
な
価
値
が
あ
る
」
と

し
て
大
反
対
し
た
フ
ラ
ン
ス
や
ア
メ
リ
カ
が

賛
成
に
転
じ
、
日
本
の
提
案
が
採
用
さ
れ
た
。

一
年
間
で
劇
的
に
変
わ
っ
た
背
景
に
は
、
相

次
ぐ
テ
ロ
事
件
が
影
響
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
革
新
に
よ
る
社
会
全
体

の
変
革
、
す
な
わ
ち
「
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
変
容
）」
が
起
こ

り
、
世
界
の
構
造
を
変
え
つ
つ
あ
る
。
こ
の

世
界
構
造
の
転
換
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

「
創
造
的
な
学
び
」
へ
の
教
育
の
パ
ラ
ダ
イ

ム
転
換
が
必
要
だ
。
個
人
が
多
様
な
人
々
と

協
力
し
て
新
し
い
創
造
社
会
を
担
っ
て
い
く

学
び
の
場
を
作
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
世
界
の
教
育
改
革
の
最
新
動

向
を
踏
ま
え
、「
生
命
の
尊
重
」
を
中
核
と

し
た
新
た
な
道
徳
教
育
学
の
樹
立
が
時
代
の

要
請
と
言
え
る
。
価
値
観
の
強
制
と
い
う
従

来
の
固
定
観
念
か
ら
脱
却
し
、「
モ
ラ
ル
サ

イ
エ
ン
ス
の
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
発
達
支

援
」
へ
の
転
換
こ
そ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

全
国
の
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
紹
介

http://circle.tos-land.net/

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！　

授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

最新セミナー情報
http://seminar.tos-land.net/

【お知らせ】
TOSSでは、このページでご紹介した以外にもたくさ
んのセミナーを全国で開催しています。
各セミナーの詳細・お申込みは「TOSS最新セミナー
情報」へ！
県別・月別・キーワード検索ができます。

神奈
川県

TOSS中高横浜

神奈川県横浜市立みなと総合高等学校

佐
さ

藤
とう

 泰
やす

弘
ひろ

連絡先：Yasu6sato@gmail.com

中高教師が部活動指導を終えジャージ姿で
　2002年立ち上げ。毎月１回土曜日18時30分
～ 20時30分、横浜駅そばで開催。中高教師が
部活動指導を終え、ジャージ姿で集う。懇親
会からの参加もある。井上好文氏の映像分析
から始まる。その後、向山洋一氏の文章を読
む。そして論文検討。やりたいことを文章に
書くのだが、思うようにいかない。最後は模
擬授業。和歌の授業ではポイントだけを示し、
システムにすべきだとコメントがあった。

日本の　　 のために

北海道
TOSSファミリー

北海道斜里町立斜里小学校

塩
しお

谷
や

 直
なお

大
ひろ

連絡先：shioya.naohiro@toss2.com

お子さん連れ大歓迎のサークル
　授業のやり方、学級経営の実践など、町内
の先生方で交流する自主的な研修の会だ。月
に１回、主に土曜日に開催している。家族連
れ、お子さん連れでも大歓迎。いつもアット
ホームな雰囲気で開催中だ。最近では、プロ
グラミング教育についても研修している。
様々なやり方や方法を交流し、シェアして、
教師の「引き出し」を増やしてほしい。一緒
に研修してみたい方は、ご連絡いただきたい。

最新環境セミナー in沖縄　ほか （TOSS中央事務局　手塚美和）

◆第85回最新環境教育セミナー in沖縄◆
【開催日時】2020年2月29日（土）10：00 ～ 11：40（受付開始９：40）
【講師】椿原正和氏（熊本県公立小学校教諭）

林健広氏（山口県公立小学校教諭）
【開催場所】沖縄産業支援センター
【参加費】無料
【講座内容】	（１）テキストをこの学年・単元・領域で活用する！　実践模擬授業
	 （２）CO2テキストを使った模擬授業講評・解説
	 （３）「いつも同じ子たちが発言する」話し合い活動を
	 「どの子も自分から意見を発言できる」話し合いにするための３つの手立て
	 （４）どの教科にも応用できる！　主体的・対話的で深い学びを実現する３つのポイント
	 （５）教師が必ず身に付けたい特別支援を要する子への対応術の基本10
	 （６）最新トレンドテーマを授業化！　基調提案授業

◆第62回産業金融教育シンポジウムin沖縄◆
【開催日時】2020年2月29日（土）12：30 ～ 15：40（受付開始12：10）
【講師】千葉雄二氏（東京都公立小学校教諭）

谷和樹氏（玉川大学教職大学院教授）
【開催場所】沖縄産業支援センター
【参加費】無料
【講座内容】	（１）テキストをこの学年・単元・領域で活用する！　実践模擬授業
	 （２）金融テキストを使った授業
	 （３）特別講演
	 （４）学習が苦手な子も授業で活躍できるための３つの微細技術
	 （５）授業がみるみる上達する！　教師のベーシックスキル
	 （６）荒れたクラスを立て直す教育技術10
	 （７）最新トレンドテーマを授業化！　基調提案授業
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十
一
月
一
日
㈮ 

夕
方
か
ら
名
取
監
督
と
授
業

技
量
検
定
九
段
の
先
生
方
（
井
上
・
木
村
・

小
森
・
松
崎
・
関
根
先
生
）
と
打
合
わ
せ
。

十
一
月
二
日
㈯ 

伊
勢
神
宮
参
拝
と
京
都
旅
行
。

名
古
屋
か
ら
バ
ス
で
伊
勢
へ
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の

メ
ン
バ
ー
二
十
人
と
外
宮
特
別
拝
観
、
御
神

楽
を
楽
し
む
。
京
都
へ
移
動
し
、
夜
は
、
水

炊
き
の
店「
新
三
浦
」で
宴
会
。
京
都
に
宿
泊
。

十
一
月
三
日
㈰ 

京
都
「
わ
ら
じ
や
」
で
昼
食

後
、
帰
京
。
向
山
、
雨
宮
、
師
尾
。

十
一
月
五
日
㈫ 

夕
方
か
ら
、
正
進
社
と
会
議
。

十
一
月
六
日
㈬ 

夕
方
か
ら
、
三
井
住
友
銀
行

と
打
合
せ
。
恵
理
子
も
。

十
一
月
七
日
㈭ 

午
後
、
研
究
所
で
経
営
会
議
。

恵
理
子
た
ち
と
。
夜
、
デ
ジ
タ
ル
会
議
。

十
一
月
八
日
㈮ 

夕
方
か
ら
、
三
井
住
友
銀
行

と
打
合
せ
。
恵
理
子
も
。
十
八
時
か
ら
日
本

郵
便
本
社
で
、
郵
便
教
育
委
員
会
に
出
席
。

行
雄
は
委
員
長
。
洋
一
は
特
別
顧
問
。

十
一
月
九
日
㈯ 

月
島
で
桜
木
先
生
セ
ミ
ナ
ー
。

十
一
月
十
四
日
㈭ 

午
後
、
研
究
所
で
経
営
会

議
。
恵
理
子
た
ち
と
。
三
時
半
、
日
本
教
育

新
聞
社
長
と
。
夕
方
か
ら
、
中
央
事
務
局
。

四
十
名
。「
木
曽
路
」
で
懇
親
会
。

十
一
月
十
五
日
㈮ 

午
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ	

Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
の
決
算
で
、
税
理
士
長
崎
先
生
と
打
合
せ
。

そ
の
後
、
谷
先
生
と
打
合
せ
。

十
一
月
十
八
日
㈪ 

午
後
、
朝
日
新
聞
の
取
材
。

授
業
で
な
ぜ
定
規
を
使
う
の
か
と
い
う
テ
ー
マ
。

十
一
月
十
九
日
㈫ 

向
山
洋
一
直
伝
教
材
ユ
ー

ス
ウ
ェ
ア
セ
ミ
ナ
ー
。
十
回
の
開
催
が
終
了

し
た
。
連
続
し
て
参
加
さ
れ
た
愛
知
の
青
木

先
生
と
埼
玉
の
和
智
先
生
を
表
彰
す
る
。
懇

親
会
は
中
華
「
鵬
龍
」。
青
年
事
務
局
と
合
流
。

十
一
月
二
十
日
㈬ 

第
二
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ビ
ル
の
引

越
し
。
こ
れ
か
ら
は
、
研
究
所
と
な
り
の
ア

ネ
ッ
ク
ス
で
会
議
を
す
る
。
ア
ネ
ッ
ク
ス
の

二
階
に
は
、
騒
人
社
が
移
っ
て
き
た
。

十
一
月
二
十
三
日
㈯  

荏
原
五
中
の
同
期
会
を

木
曽
路
開
催
。
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

十
一
月
二
十
六
日
㈫  

浅
草
「
飯
田
屋
」
に
て

三
人
会
。
板
倉
先
生
、
師
尾
先
生
と
向
山
で
。

十
一
月
二
十
七
日
㈬  

谷
先
生
、
長
谷
川
先
生

と
打
合
せ
。
懇
親
会
は
そ
ば
屋
「
百
々
亭
」。

向
山
、
師
尾
、
恵
理
子
、
安
田
、
美
崎
。

十
一
月
二
十
八
日
㈭  
午
後
、
研
究
所
で
経
営

会
議
。
恵
理
子
た
ち
と
。
そ
の
後
、
大
和
証

券
と
打
合
せ
。

十
一
月
二
十
九
日
㈮  

品
川
「
五
十
三
次
」
で

懇
親
会
。
向
山
、師
尾
、稲
田
、雨
宮
、美
崎
と
。

十
一
月
二
日
㈯　

伊
勢
神
宮
を
参
拝
。
向
山
代

表
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
メ
ン
バ
ー
と
。
心
洗
わ
れ

る
。
参
拝
後
、
そ
の
ま
ま
陸
路
で
高
知
へ
。

十
一
月
三
日
㈰　

岡
山
の
小
野
氏
と
高
知
で
産

業
セ
ミ
ナ
ー
。
地
元
の
先
生
方
と
空
港
で
一
献
。

十
一
月
五
日
㈫　

谷
企
画
チ
ー
ム
会
議
。

十
一
月
六
日
㈬　

フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
開
発
の

た
め
の
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会
議
を
開
始
。

十
一
月
八
日
㈮　

郵
便
教
育
推
進
委
員
会
。
郵

便
教
育
は
年
々
躍
進
！　
向
山
氏
、行
雄
氏
と
！

十
一
月
九
日
㈯　

小
平
第
五
小
学
校
の
研
究
会

で
講
演
。
教
科
書
分
析
の
視
点
を
中
心
に
。

十
一
月
十
日
㈰　

中
国
、
深
セ
ン
の
最
先
端
社

会
と
教
育
を
視
察
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
ン
バ
ー
二

十
名
。
深
セ
ン
は
ス
マ
ホ
前
提
の
社
会
。
日

本
は
圧
倒
的
に
世
界
か
ら
遅
れ
て
い
る
。

十
一
月
十
六
日
㈯　

玉
川
学
生
サ
ー
ク
ル
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
和
の
卒
業
生
の
結
婚
式
へ
。
う
る
う
る
。

十
一
月
十
八
日
㈪　

デ
ジ
タ
ル
チ
ー
ム
会
議
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン
事
業
の
十
二
月
完

全
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
ス
マ
ホ
対
応
に
向
け
て

急
ピ
ッ
チ
で
作
業
の
詰
め
が
進
ん
で
い
る
。

十
一
月
二
十
二
日
㈮　
Ｊ
Ｒ
東
海
と
「
リ
ニ
ア

テ
キ
ス
ト
」
に
つ
い
て
。
二
万
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
突
破
。

2019年11月

向
山
日
記

向山・谷日記

谷
日
記

日本郵便と創る！
北海道から提案する町おこし企画
　たった一枚のはがきが、手紙が、人と人とをつなげていく。そこに温かい交流
をもたらしていく。いうならば、友情を運び、尊敬を運び、驚きを運んでいく。
そういった役割を果たしていきます。これからも手紙を書くこと、はがきを書く
こと。そういったことを大事にして、このような日本にあるすばらしい文化を皆
さんが大事にして、そして、周りの人に広げていっていただきたいなと思います。

（平成28年度　「はがきでコミュニケーション　全国発表大会」
向山洋一あいさつより）

『教育コミュニティ』誌とは、1994年に創刊された『ジュニア・ボランティア教育』誌を前身とし、
2014年3月にリニューアル創刊した、教師の社会貢献活動を支える雑誌です。2019年4月号より、『教
育トークライン』誌と合体し、ウェブ展開をスタートしました。

教育コミュニティWEB　２月号
CONTENTS
●教育コミュニティ２月号
【連載】

１．０から始める教師の社会貢献……清田直紀氏
２．学校外でのビジネスマナー……田村純子
３．越智敏洋のNPO運営講座11……越智敏洋氏

【特別コンテンツ】
●「手紙の書き方テキスト」を大紹介！

・	小学校向け、中学校向け、高校向けなど、各種ご紹介します。
●各地で行われている郵便教育（ギャラリー）

・	セミナーで、教室で、子どもTOSSデーで、様々行われている郵便教育！
※編集部からのお知らせ
「教育コミュニティ WEB」では、全国で社会貢献活動をされている方々からの報告を募集
いたします。「公序良俗に反しないもの」「社会貢献活動に関する内容」など、最低限の規準
をクリアしたものは全て掲載いたします（謝礼は発生いたしません）。
　字数は100字～ 1000字程度でご自由に。画像もOKです（著作権にはご配慮ください）。
<contact@tiotoss.jp>まで、件名に「教育コミュニティ投稿」と付けてお送りください。

■教育コミュニティWEB　閲覧方法
①PC・スマートフォンでアクセス　http://kc.tiotoss.jp
②あとは見るだけ、読むだけ、掲示板に書き込むだけ！
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１ 

﹁
キ
ッ
ト
パ
ス
﹂
は
楽
し
い
！

　

毎
年
開
催
し
て
い
る
お
手
紙
教
室
。

今
回
の
目
玉
は
日
本
理
化
学
工
業
の

「
キ
ッ
ト
パ
ス
」
で
あ
る
。

「
キ
ッ
ト
パ
ス
」
は
、
水
に
溶
け
る

パ
ス
テ
ル
。
ク
レ
ヨ
ン
よ
り
伸
び
が

よ
く
、
色
付
け
が
簡
単
に
で
き
る
。

塗
っ
た
後
、
水
の
付
い
た
筆
で
な
ぞ

れ
ば
絵
の
具
に
も
な
る
。
ガ
ラ
ス
や

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
も
描
い
て
消
せ

る
の
で
、
使
い
方
の
幅
が
と
て
も
広

い
。

⑧
年
号
や
賀
詞
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど

を
書
く
。

　

こ
の
と
き
、「
キ
ッ
ト
パ
ス
」
が

手
に
付
く
と
は
が
き
が
汚
れ
る
の
で
、

絵
の
部
分
に
紙
を
載
せ
る
と
よ
い
。

〈
出
来
上
が
っ
た
年
賀
状
〉

〈
子
供
た
ち
の
感
想
〉

「
キ
ッ
ト
パ
ス
を
指
で
や
る
の
が
楽

し
か
っ
た
」（
二
年
生
）

「
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
か
ら
、
家

で
も
や
っ
て
み
た
い
」（
四
年
生
）

「
年
賀
状
作
り
を
し
て
、
す
ご
く
楽

し
か
っ
た
で
す
」（
五
年
生
）

ぐ
。

④
枠
に
色
を
付
け
る
。

　

汚
れ
て
い
い
紙
を
敷
き
、
長
丸
の

縁
に
キ
ッ
ト
パ
ス
で
色
を
付
け
る
。

好
き
な
色
を
塗
っ
て
い
い
。

⑤
指
で
色
を
延
ば
す
。

　

④
の
紙
を
ク
リ
ッ
プ
で
は
が
き
に

留
め
る
。
キ
ッ
ト
パ
ス
を
指
で
内
側

に
延
ば
し
て
い
く
。
枠
が
ず
れ
な
い

よ
う
に
押
さ
え
な
が
ら
す
る
。
全
部

塗
り
潰
さ
ず
、
内
側
に
白
い
と
こ
ろ

が
残
っ
た
方
が
き
れ
い
に
な
る
。
で

き
た
ら
紙
を
外
す
。

　

日
本
理
化
学
工
業
は
、
学
校
で
よ

く
使
わ
れ
る
ダ
ス
ト
レ
ス
チ
ョ
ー
ク

を
製
造
す
る
会
社
だ
。
知
的
障
害
者

の
雇
用
は
七
割
以
上
。
そ
の
う
ち
重

度
の
障
害
者
は
三
分
の
一
を
超
え
る
。

こ
う
し
た
障
害
者
雇
用
を
六
十
年
も

続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ど
の
会
場
で
も
保
護
者
の
皆
さ
ん

が
真
剣
に
う
な
ず
き
な
が
ら
聞
い
て

く
だ
さ
っ
た
。「
す
て
き
な
会
社
で

す
ね
。『
キ
ッ
ト
パ
ス
』
を
う
ち
で

も
買
い
ま
す
」
と
感
想
を
頂
い
た
。

３ 

全
道
に
﹁
キ
ッ
ト
パ
ス
﹂
を 

 

広
め
る

　

十
一
月
四
日
、
北
海
道
五
会
場

（
札
幌
、
函
館
、
旭
川
、
釧
路
、
苫

小
牧
）
で
郵
便
ツ
ア
ー
を
開
催
し
た
。

参
加
者
は
総
勢
六
一
七
名
。
全
会
場

で
「
キ
ッ
ト
パ
ス
」
を
使
っ
て
授
業

を
行
っ
た
。
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
の

メ
デ
ィ
ア
も
取
材
に
来
た
。
ど
の
会

場
も
大
盛
況
だ
っ
た
。

　

今
回
、
日
本
郵
便
北
海
道
支
社
が
、

「
キ
ッ
ト
パ
ス
」
二
五
〇
セ
ッ
ト
を

一
括
購
入
。
各
地
の
局
に
振
り
分
け

て
使
っ
た
。
今
後
も
各
地
で
借
用
で

⑥
耳
を
描
く
。

　

好
き
な
色
を
決
め
る
。
ま
ず
は
奥

の
耳
を
描
く
。「
か
ま
ぼ
こ
を
一
つ
」

と
言
い
な
が
ら
描
く
と
イ
メ
ー
ジ
し

や
す
い
。
次
に
手
前
の
耳
。
か
ま
ぼ

こ
で
も
ま
ん
丸
で
も
よ
い
。

⑦
顔
と
尻
尾
を
描
く
。

　

ま
ず
、
目
と
鼻
と
し
て
丸
を
三
つ

描
く
。
次
、
ひ
げ
を
二
本
ず
つ
描
く
。

最
後
、
尻
尾
を
く
る
り
ん
と
付
け
る
。

ね
ず
み
完
成
。

き
る
の
で
、
開
催
に
掛
か
る
費
用
が

抑
え
ら
れ
る
。

４ 

﹁
キ
ッ
ト
パ
ス
﹂
で
社
会  

 

貢
献
活
動
を
始
め
よ
う

　

北
海
道
五
会
場
同
時
開
催
と
い
う

大
規
模
の
郵
便
ツ
ア
ー
を
行
っ
た
が
、

始
ま
り
は
北
海
道
支
社
長
と
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
小
樽
代
表
山
本
雅
博
氏
と
の
つ
な

が
り
だ
っ
た
。

　

地
方
の
小
樽
局
、
倶
知
安
局
で
小

規
模
な
が
ら
続
け
て
き
た
「
お
手
紙

教
室
」
の
実
績
か
ら
、
支
社
主
催
の

札
幌
郵
便
ツ
ア
ー
が
始
ま
り
、
さ
ら

に
全
道
規
模
の
郵
便
ツ
ア
ー
へ
と
つ

な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

「
キ
ッ
ト
パ
ス
」
は
扱
い
や
す
い
か

ら
、
活
動
の
幅
を
広
げ
ら
れ
る
。
絵

の
具
と
し
て
使
用
し
て
絵
手
紙
作
り

を
す
る
、
郵
便
局
の
窓
に
直
接
絵
を

描
く
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な
ど
、
様
々

な
可
能
性
が
広
が
る
。

「
キ
ッ
ト
パ
ス
」
を
、
ぜ
ひ
、
使
っ

て
み
て
ほ
し
い
。

２ 

﹁
キ
ッ
ト
パ
ス
﹂
を
使
っ
た
授
業

（
原
実
践
：
在
田
裕
子
氏
）

①
完
成
し
た
は
が
き
を
提
示
。

　

イ
メ
ー
ジ
を
も
た
せ
る
。

②
長
丸
を
描
く
。

　

は
が
き
よ
り

小
さ
め
の
紙
に
、

鉛
筆
で
長
丸
を

描
く
（
ね
ず
み

に
な
る
）。
後

で
切
り
取
る
の

で
周
り
を
残
す
。

③
枠
を
作
る
。

　

線
の
と
お
り
に
、
は
さ
み
で
長
丸

を
切
り
抜
く
。
外
側
が
枠
に
な
る
。

切
れ
目
を
入
れ
て
い
た
ら
、
セ
ロ
ハ

ン
テ
ー
プ
を
裏
側
か
ら
貼
っ
て
つ
な

〈
参
観
日
の
取
り
組
み
〉

　

参
観
日
に
も
同
様
の
授
業
を
行
っ

た
。
保
護
者
や
一
緒
に
来
た
幼
児
も

熱
中
し
た
。

　

お
手
紙
紙
教
室
で
も
参
観
日
で
も
、

最
後
に
「
キ
ッ
ト
パ
ス
」
を
作
っ
て

い
る
日
本
理
化
学
工
業
を
紹
介
し
た
。

（https://w
w
w
.rikagaku.co.jp/

）

日
本
郵
便
と
創
る
！

北
海
道
か
ら
提
案
す
る
町
お
こ
し
企
画

簡
単
、
き
れ
い
、
楽
し
い
！

「
キ
ッ
ト
パ
ス
」
は
お
手
紙
教
室
で
大
好
評
！

小お

野の 

正ま
さ

史ふ
み

北
海
道
蘭
越
町
立
蘭
越
小
学
校
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編
集
後
記		

▼
こ
れ
ま
で
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
の

「
谷
編
集
長
の5m

in.

ア
ン
サ
ー
」
は
、
ユ
ー

ザ
ー
か
ら
の
質
問
に
答
え
る
形
式
で
し
た
。

し
か
し
今
年
度
は
、
向
山
氏
の
著
書
を
谷
編

集
長
が
解
説
す
る
形
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。

二
月
号
は
、『
プ
ロ
教
師
向
山
洋
一
の
ザ
・
父

親
学
』（
騒
人
社
）
で
す
。
谷
氏
は
こ
の
本
を

ど
う
分
析
さ
れ
た
の
か
？　

ぜ
ひ
、
ご
覧
く

だ
さ
い
！
（
久
野
）

▼
三
年
前
、
地
元
熊
谷
に
て
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
TM

推
進
教
育
セ
ミ

ナ
ー
を
開
き
、
教
師
、
首
長
、
議
員
な
ど
計

百
三
十
名
の
参
加
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
高
校
生
相
手
に
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
授
業
を
す
る
機
会

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
大
会
も
終
わ
り
、「
レ
ガ

シ
ー
」
を
い
か
に
活
用
す
る
か
の
フ
ェ
ー
ズ

に
移
っ
て
い
ま
す
。
本
特
集
が
お
役
に
立
て

ば
幸
い
で
す
。（
長
谷
川
）

▼
五
色
百
人
一
首
公
式
動
画
を
見
て
、
木
村

氏
の
解
説
の
う
ま
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
動
画

制
作
の
裏
話
を
木
村
氏
が
今
月
号
に
公
開
。

開
始
の
握
手
や
空
札
の
こ
と
、
十
七
枚
読
み

終
わ
り
や
対
戦
終
了
時
の
作
法
、
全
て
向
山

氏
直
々
の
伝
授
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。
動
画
の
す
ば
ら
し
さ
に
も
納
得
で
し

た
。
算
数
セ
ミ
ナ
ー
講
師
は
も
ち
ろ
ん
、
百

人
一
首
講
師
で
も
満
点
で
す
。（
板
倉
）

サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌６・7ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

今月のデジタル・トークライン
今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ TOSS教師に聞く！
Ｑ＆Ａ 「授業理論②」３

４

（動画） （動画）

※アクセス方法は表紙裏を
　ご覧ください。

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

ID：TL2　パスワード： 2jpevy

プロ教師向山洋一のザ・父親学

像
は、
に
す！

本
ま
で

この１年で子供たちがこんなに変わった！
TOSS流「楽しいドラマがあったね」の学年まとめ特集

『教育トークライン』3月号
予告　2月15日発行

谷和樹　　石坂陽　　　小田哲也　橋本信介
椿原正和　長谷川博之　鈴木良幸　原田朋哉
山本東矢　河田孝文　　木村重夫　上木信弘
福井慎　　河野健一　　林健広

教育トークライン：第518号
編集人：向山洋一
編集：谷和樹（編集長）、戸村隆之（副編集長）、手塚美和、
　　　橋本信介、久野歩、小嶋悠紀、長谷川博之、
　　　板倉弘幸（校正）、田村純子（編集実務）
発行人：向山洋一
発行所：教育技術研究所、TOSS
〒142-0064	東京都品川区旗の台2-4-12	TOSSビル
電話	：03-3787-6564　
FAX	：03-5702-2384
印刷所：株式会社光陽メディア
DTP・編集：株式会社プラウ21



がいっぱい！ががががががいいいいいいっっっっっっぱぱぱぱぱいいいいいい！！

＊TOSSランドの
殿堂入りコンテンツ
もこのパスワードで
ご覧いただけます。

今月のトークラインID・パスワード

2 j p e v y
（に・ジェイ・ピー・イー・ブイ・ワイ）

※有効期間：
　2020年1月15日～ 4月14日ID：TL2ID・パスワードなしで見られるお試しページを開設

しました。周囲の方に、ぜひ、ご紹介ください‼

ダウンロードコンテンツも満載！

お試し版もはじめました！

そのほかの内容は p.80 をご覧ください。

谷編集長の濃厚すぎる 5分間
今月は「プロ教師向山洋一の
ザ・父親学」

今、ここでしか
見られない動画！

トップページの下
にあるこのバナー
をクリック！

本誌PDFデータも
ダウンロードできます！

36ページの連動企画
では、そのまま使え
る資料をダウンロー
ドできます！

か月の
期間限定公開！
今すぐアクセス！

購読者限定
WEBサービス デジタルトークライン 検索

http://talkline.tos-land.net

とてつもなく大好評！
TOSS教師Q&Aは、伴一孝氏の
「授業理論②」

3
＜アクセス方法＞
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインを
クリックし、IDとパスワードを
入力してください。
※TOSS-SNSに入会されている方は、
　 SNSからアクセスできます。

五色百人一首
　スタートキット　2,000円（税込）
　取り札　　　　　1,000円（税込）
　読み札　　　　　1,000円（税込）
１回のご注文につき「五色百人一首きん
ちゃく袋」をプレゼント！
パスワード：ebmxi2

今月のご紹介教材

⇒ 詳しくは34ページをお読みください。

五色百人一首　読み上げCD
　3,000円（税込）
１回のご注文につき「五色百人
一首下敷き」をプレゼント！
パスワード：bh3q9q

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2019年12月15日～2020年3月14日
※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。

『
教
育

ト
ー
ク
ラ
イ
ン
』

教
育
技
術

研
究
所 タイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップ企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画

１月号
で紹介！

お申込み先

＆

３月号
で紹介！語呂合わせで、完全マス

ター！　五色百人一首
　４巻セット　7,040円（税込）
　各巻　　　　1,760円（税込）
１回のご注文につき「五色百人一首
シール（非売品）」をプレゼント！
パスワード：mmj429

2020年
新しいスタートを

新しい“あかねこ”で

“あかねこ”の教材には，

勉強が楽しくなるための工夫がいっぱい。

わからないときには助けてくれるヒントがあるし，

終わったあとには，かわいいシールもあるよ。それに，

使い方がわかりやすいから，つまずかずに進められるんだ。

勉強のしかたがわかると楽しく続けられるし，

100点が取れるとうれしくて

次もがんばろうって思うよね。だから，

たくさんの子どもたちに使われてきたんだ。

その “あかねこ”が2020年から新しくなるよ。

もっと楽しく使いやすい “あかねこ” で，

いっしょに100点をめざしてがんばろう。

どうぞ，よろしくね！

はじめまして。
新しい“あかねこ”で
いっしょに勉強しよう！！

デジタ
ル・トークライン

TalkLine02H2-3_入稿.indd   1 19/12/23   11:47



令
和
2
年
1
月
15
日
発
行
（
毎
月
1
回
15
日
発
行
）
第
518
号

発
行
人
：
向
山
洋
一　
編
集
人
：
向
山
洋
一　
発
行
：
教
育
技
術
研
究
所　
〒
１
４
２
ー
０
０
６
４ 

東
京
都
品
川
区
旗
の
台
２
ー
４
ー
12　

 
印
刷
所
：
株
式
会
社
光
陽
メ
デ
ィ
ア

教
育

2
月
号 

２
０
２
０　

教
育
技
術
研
究
所

教
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すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

教育技術研究所

令和2年1月15日発行（毎月1回15日発行）第518号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語「発展学習」 算数「おおきい　かず」
小学2年　国語「おにごっこ」 算数「２ステップで解く」
小学3年　国語「質問言葉」 算数「小数の大きさ」
小学4年　国語「熟語の意味」 算数「四捨五入する
 　　　わり算の計算」
小学5年　国語「スピーチの指導」 算数「割合」
小学6年　国語「同じ訓をもつ漢字」 算数「中学入試問題」
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中学校の授業実践
音楽「イメージを伝えたい」
国語「少年の日の思い出」

特集 ラグビーからオリンピックへ
子供がこんなに伸びた
「ラグビー」の指導法

ラグビーからオリンピックへ
子供がこんなに伸びた
「ラグビー」の指導法

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる作業療法”…… 福田恵美子
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる作業療法”…… 福田恵美子
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目で分かる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す
工作指導

ラグビーには、学校教育に通じる思想がある！
熱狂が冷めやらぬうちに、2020年のオリンピックへ‼




